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序

愛知県大府市は知多半島の基部、名古屋市の南側に隣接した都市で、年々人

ロ増加に伴う様々な開発事業が展開されています。開発は市に人口増加や活気

をもたらす半面、森や田畑等の景観や自然が失われていくという面が伴います。

一方で、我々の祖先が残した負重な歴史的、文化的追産を後世に伝えていく責

務は、不変でなければなりません。

大府市教育委員会では、平成 16年度から 17年度にかけ、大府共和西特定

土地区画整理事業に係る開発工事に先立ち、地内に所在する瀬戸c古窯群及び

久分古窯群の発掘調査を行いました。その結果、中世のこの地方の窯業に関わ

る追構 ・迎物を検出することができました。このたび調査結果をまとめ報告書

として刊行いたします。本書が地域の歴史資料として広く活用され、また埋蔵

文化財に関するご理解を深める 一助となれば幸いです。

最後に、発掘調査及び報告書の刊行にあたり、多大なるご指迎 ・ご協力をい

ただきました関係機関及び関係者の皆様に、厚くお礼申し上げます。

平成 26年 3月吉日

大府市教育委員会

教育長細谷正明





例 戸

1. 本書は、愛知県大府市共和町 7丁 目に所在した瀬戸c古窯群（愛知県辿跡番号440170)及び同市

共西町4丁目に所在した久分古窯群（県辿跡番号 440100) の発掘調査報告書である。

2. 調査は、大府共和西特定土地区画整理事業に伴う事前調査として、大府市教育委員会が主体とな

り、玉野総合コンサルタント株式会社に調査業務を委託し実施した。

3. 調査期間は、瀬戸c古窯群が平成 16年 7月 4日から 6日まで範囲確認調査、本調査は第 1次調

査を平成16年 11月 4日に、第 2次調査を平成 17年 6月 1日から 10月 15日まで行った。久

分古窯群は平成 17年 2月 18日に範囲確認調査、 平成 17年 6月 1日から 10月 27日まで本調

査を行った。

4. 迫物整理作業は、瀬戸c古窯群は平成 20年度から 23年度にかけて愛知玉野情報システム株式

会社が、実測や図化、写真撮影は平成24年度に株式会社イビソクが行った。また久分古窯群は、

整理作業を平成 17年度から 20年度にかけて玉野総合コンサルタント株式会社が、迫物の接合を

平成 23年度に愛知玉野情報システム株式会社が、実測や図化、写真撮影は平成 24年度に株式会

社イビソクが実施した。

5. 発掘調査体制は、発掘担当者が古田功治（当時、大府市歴史民俗賓料館主任）、現場担当者が前田

武志（玉野総合コンサルタント株式会社）、調査担当者が中村伸吾（玉野総合コンサルタン ト株式会

社）、調査補助員を服部孝信 （玉野総合コンサルタン ト株式会社）が担当 した。

6. 発掘調査および報告書作成にあたっては、次の各機関をはじめ多くの方々からのご指迎、ご協力

を得た。記して感謝の意を表す次第である。（順不同）

愛知県教育委員会生涯学習課文化財保護室、 大府共和西特定土地区画

整理組合、大府市区画整理課（現 ：都市計画課区画整理室）、青木修氏（瀬戸市埋蔵文化財センタ

ー）、中野晴久氏（とこなめ陶の森資料館）

7. 熱残留磁気測定は、大阪大谷大学文化財学科教授（当時）広岡公夫氏に、炭化物分析は株式

会社パ レオ ・ラボに依頼した。

8. 本書の編集は鈴木智恵 ・伊藤羊子が行い、第2・3部第 2章及び総括の執筆を行った。なおその

他の執筆は第 1部を古田功治、第 2・3部第 1章を服部孝信、第 2・3部第 3章第 1節を広岡公夫 ・

重松愛弓 • 井上裕香、第 2 部第 3 章第 2節を藤根久 ・ 中村賢太郎が 、 第 3 部第 3 章第 3 節を黒沼保

子が行った。

9. 本害内図面等の座標は、国土座標第VII系に準拠する。

1 0. 土色には『新版 標準土色帖』（牒林水産省牒林水産技術会議事務局監修）を使用した。

1 1. 調査記録および出土辿物は大府市歴史民俗資料館で保管している。
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第 1部調査と遺跡の概要



第 1章調査までの経緯

愛知県大府市は、面租33.68平方キロメートルを有し、約8万8千人の人口を抱える市である。愛

知県西部、伊勢湾と三河湾にはさまれた知多半島の基部にあり 、北は名古屈市緑区と股明市、西は東

洵市と知多市、南は東浦町、東は刈谷市と接する①。 旧郡名は知多郡である。

さて、県の中心都市名古屋市に接している大府市は、名古屋中心部への交通アクセスや住猿境の良

さから各地で住宅や工場、店舗の建設が旺盛である。特に、 JR大府駅やJR共和駅に近接した地域

やその沿線の畑• 田や雑木林は区画整理事業の対象とされ、土地利用が変化している。その中のひと

つに、大府共和西特定土地区画整理事業がある。この区画整理事業が計画された頃、大府市役所区画

照理課 （当時）から予定地内での追跡所在の有無の照会があり、平成10年 3月頃から随時、 大府市

歴史民俗夜料館では事業予定地内での追跡の踏査を行い、砂原古窯・奥谷古窯 ・瀬戸古窯 （後に瀬戸

A占窯と改称） ・瀬戸辿跡（後に瀬戸B古窯群と改称）・久分古窯群の所在を把握するに及んだ。さら

に、 瀬戸c古窯群は平成16年に瀬戸B古窯群の発掘調査中に偶然発見するに及び、瀬戸c占窯群と

命名した。以上の結果は、毎年改定している「大府市辿跡等分布図」に掲載し、周知させた。

久分古窯群では平成17年 2月 18日、大府市教育委員会（大府市歴史民俗賓料館実施）が本発掘

調査前に範囲確認調査を実施した。その結果、窯は窯本体の迫構を 5基確認、基灰原など関連迫構が

現在も残存していることを突き止めた。だが、い溝に愛知用水支線 (I吋空状）が横切っていることも

判明した。瀬戸c古窯群は平成16年度に実施した瀬戸B古窯群の本潤牡時に範囲確認調査を行った。

両辿跡の木調査は平成 17年度に尖施し、 市教育委且会が業者に委託して、瀬戸c古窯群と久分占窯

群を平成 17年 6月 1日から開始した。なお、瀬戸C古窯群は、前年度に一部調査した箇所からの継

続であった。なお、それぞれの調査而秘は lOOOrrf、 1 1 0 m2とした。

写真 l 共和西特定土地区画整理事業地区（空中写真）
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第 1図 辿跡位置図（国土地理院 1/ 5万地形図 「名古屋南」に加筆）
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第 2医 瀬戸c古窯群調査前地形図

第 3図 久分古窯群調査前地形,~,
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第 2章調査概要

瀬戸c古窯群

追跡は丘陵地の標高が高い場所の一角で、すでに造成など人の手が入った土地であった。発見され

たのは平成 16年 10月頃で、この時は建設喪材附き場の跡地で、西隣は愛光園（当時）という陪が

い者施設が建っていた。南隣は、南に傾斜した畑であり、そこには碗 .Jillの破片を拾うことができた

が、瀬戸C古窯群発見以前のことだったので、どこの追跡の追物か、ここに辿跡が隠れているのかは

不明であった。この畑には現在、大府市共和西児童老人福祉センターが建設されている。瀬戸C古窯

群の所在地は、地主の記悩によると 19 6 0年代は畑として利用しており、当時窯跡のような物を目

幣したという証言がある。追跡の周辺には、 北に瀬戸B古窯群（調査済）、東に瀬戸A古窯が近在する。

辿跡の状態は悪く、辿構の上部が整地による削平により破壊され、平面的にも半分ほどが削り取ら

れていると思われる状態であった。残存している窯跡は削り取られた面で確認でき、丹念に痕跡を確

認すると、 3}品の窯が存在した。辿物は皆無であった。追跡の位協は、把握できていたので、試掘間

杏は行わず、確認できた辿構を中心に 11 0吋の調査区を設定し、平成 16年 10)二］以降に本調査を

IJH始し、残りの部分を 17年度に調査することとした。

第 1次調査は、平成]6年 11月4日に牙脅手し、窯体本体を確認した場所を中心に訓査区を定め、

その調査区には国 1こ座標に準じたグリッド杭を設定した。辿梢の位附は確認しているので、辿構跡に

したがって全体像を確認することから始めた。第 l次調査で窯体の全体像を検出後、窯内にベルトを

設定し、窯内埋土の除去、埋七の上｝習図而を作成して終了した。第2次調査は、平成17年 6月 1日

から開始し、2号窯 .3号窯の掘下げを開始した。調査は、窯内→灰卯→床而下の順で進めた。窯内

のベル トを除去し、平成 17年 9月21日に辿跡の空撮を行った。その後、床面下に辿構が埋もれて

いないかを確かめるために、窯内に掘削位四を定め、そこを溝状に掘下げた。必要な図而を作成し、

記録写具の撮影をした。その後、窯体の断ち割り 、窯体床面下の確認作業と記録作業、熱残留磁気測

定調在のサンプリングと順次すすめ、灰原の補足調査を行って、1 0月15日までに現場での作業を

終了した。

瀬戸c古窯群と久分古窯群の出士品整理作業は、前者が平成18年度、後者が 17年度から開始し、

18~21年度にかけて辿物の洗浄、注記・接合 ・仕分け ・分類、 23~24年度は辿物の図面作成

と調査記録の整理、原稿作成などを行った。報告書刊行準備は平成24~25年度にかけて準備し、

報告書としで「lj行に及んだ。
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写真 2 瀬戸c古窯群の調査区の遠景 写真 3 瀬戸c古窯群の調査区の近最

久分古窯群

この久分古窯群は、大府市立共和西小学校から西へ数百メー トル離れた農地の中に存在した。

は丘陵地の高台に開墾されたJ裳地の一角で、北方向に傾斜していた。辿跡発見は辿跡分布調査の成果

によるもので、近年になって公式に確認された。）農地には碗やIIILの破片が散見されたことは言 うまで

もないが、雨水により耕作 Lを押し流して地山が幽出しているところに、窯体の一部が見えていた。

これにより、ここに辿跡がJ-111もれていることはまず間違いないと思われた。ただし、規模については

試掘調査を経てからでないと確かなことは言えない状況であった。そこで平成 17年2月 18 11に試

掘調査を行った。辿枯らしきものが存在するところに焦点を絞り、瓜機によって畑の耕作土を剥ぐよ

うにして辿構（窯跡）を探った。また畑の傾斜と直交する東西の試掘坑を決め、掘削も実施した。合

if!・2本程度の短い試掘坑であった。その結果、 5基の窯体と灰原を確認した。辿梢．の一部は工事区域

外の東へ広がっていた。また辿跡を斜めに横切る形で愛知用水のコンクリート製の士管が埋設されて

いることも同時に判明した。愛知用水建設時に破壊されている部分はあるものの、辿跡は相当程炭残

存していることが把握できた。

本発掘調査は、平成17年 6 月 3~から開始した。表士を重機により剥ぎ、調杏区を検出して辿構

の位似を見定め、国土座標に準じたグリッド杭を設定した。手掘で調査を進め、灰原→窯体→窯内→

床面下の順で進めた。窯体には縦1本と横3~4本の埋土状況を確認するためのベルトを設定し、図

化した。図而が完成したベル トを除去し、平成 17年 9月21日に辿跡の空撮を行った。その後、床

面下に辿構が埋もれていないかを確かめるために、縦 1本と横2~3本の溝を窯的に定め、そこを溝．

状に掘下げ、床面下に辿構が1隠れていないかを確認した。調杏中は随時、 報倖苦に必要な梢報を収集

し、因面の作成や記録写真を撮影した。熱残留磁気測定を 10月 1日に行い、炭化物採取などを加え

て可能な限り科学的調査を付け）RNえ、 1 0月 27 l=Iに現場での調査を終了した。
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写真 4 久分古窯群の調査区の遠景 写真 5 久分古窯群の調査区の近最

年度 内容 4月 5月 Isn I 7)1 I s月 9Jl J 10月 11 n I 12 n I i n 2 JI I 3 JI 
ヽ .~ 

平成16年度 試掘 • 本諜I介 ●瀬戸c 小瀾在..... .... 
平成17年度 本淵査 久分本淵在

""I ..... ... 
一平成19年度 出上狛一次幣ll

｀ 平成20年度 出b砧一次整理 • 
平成21年度 /ii固/,一次幣兜

、F成22年度 出b店 次`幣理 ... ... 
一平成23年度 出上品 →次幣列1

｀ 
.... 

Iii上品二次肘雙ll・

1111 ~ 平成24年度
佼料iiゆI[・編集

平成25年度 報告序編集・fl竹f ●| ...... ... 'lj行

第 1表調査工程表
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第 3章 遺跡の位置と地形および周辺の歴史的環境

地形地質

愛知県の地質は、新生代古代三紀までと、新第三紀中新世以降とに大別される怨 伊勢湾周辺の地

域には、やや固結した礫 • 砂 ・シルト ・泥阿からなっている丘陵が拡がっており、これらは東海尼群

と呼ばれ、地阿が見られる地域毎に呼称が異なる。例えば、談尾平野より東のものは瀬戸層群、知多

半島の北中部は常滑思群、半島南部は師崎恩群、と呼ばれる。

地質年代は、最下部屈は中新統最上部、下部尼は下部鮮新統、中部屈は上部鮮新統、上部尼は鮮新

統最上部、最上部尼は下部更新統と考えられている③。 半島南部の師崎阿群は、今からおよそ 1,600

万年前の第三紀中新世中頃に堆柏した砂岩 ・凝灰質泥岩および凝灰岩からなる悔成尼である。半島北

中部の常滑尼群は、師崎陪群よりも新しく、第三紀末の鮮新世に存在した東海湖と呼ばれる淡水湖に

堆秘した淡水性堆和物で、砂尼 ．泥阿 ・亜炭恩•砂礫恩から構成されている。 この地屈は、 尾張丘陵

の瀬戸陪群の延長と考えられている。

知多半島は、南端部分を除けば、おおむね南北に標高 50~80mほどの丘陵地が続いている。その北

端は尾張丘陵の南端と半島北部の大府丘陵との境になると言われている④。 大府市が位骰する知多半

島北部は、地形的には尾張丘陵の延長と考えられ、尾張丘陵に属する有松丘陵と大府丘陵および知多

丘陵とからなる。有松丘陵と大府丘陵は、北流する大高川（伊勢湾に注ぐ）と南流する鞍流瀬川（三

河湾に注ぐ）の谷中分水界が見られる低地を境とし、大府丘陵と知多丘陵は、大田）I I (東海市）の本 ・

支流の作る谷によって隔てられている。これら三つの丘陵のうち、大府市には、有松丘陵と大府丘陵

が含まれ、それぞれ東部の丘陵、西部の丘陵と称される。東部の丘陵は、標高40~50mでやや急な斜

面をなしている。それに対して西部の丘陵は、標高 70mを超える丘陵もあるが、およそ 40mで傾斜の

ゆるやかな丘陵地が広がる。

河川流域の地形は、大府市では丘陵の上にわずかに残る高位段丘面を別にすれば、境川右岸や石ヶ

瀬川の河岸段丘が見られる。これは、第四紀(Quaternary)更新世(Pleistocene)後期(Late)に形成され

た低位段丘恩(Lowerte1-race deposits)や中位段丘阿(Middlete1-race deposits)で、標高 10~20mの各

段丘面は比較的小規模で点在している。この地恩は、名古屋市の熱田台地を形成している熱田尼や知

多半島の半田恩 ・野間層などと同時期のものである。低地は、第四紀(Quaterna1y)完新世(Holocene)

の潮汐低地（乃dalflat)・後背湿地(backswamp)・ 河道堆籾物(channeldeposits)や谷低平野堆和物

（砂Jleyplain deposits)からなり 、開析された丘陵深部まで入り込み、平坦面を形成している⑤。

土質について参考となる賓料が存在する。大府市長草町において実施された深度 800mに達するボ

ーリングでは、厚さ約 520mの東海恩群の下位に、厚さ約260mの海成中新統が存在することが確かめ

られている⑥。

本窯跡の立地する丘陵は、常滑層群という陶器原料粘土やみがき砂（火山灰） ・褐炭が含まれてい
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る地尼が広がる。常滑胴群は、犀さ 2~3m程度の粘土恕と砂陀とが交互に粕もった地恩群である。

粘土胴は陶器生産の原料を供給するとともに窯体を構築するベースとなったと考えられ、周辺に窯跡

が分布している事実がそのことを物語っている。

地名

現在、瀬戸c古窯辟や久分古窯群のあった地区は大府市共和Ill―「という地域であるが、小字を閻べる

と、かつては 「瀬戸」「久分」という小字が付けられていた。辿跡名はこの小字を生かした命名である。

瀬戸c古窯群や久分古窯群のあった地区は、江戸期には八ツ屋新田の領域に屈した。徳）ii林政史研

究所所蔵の天保 12年 (1841)の「知多郡八ツ屋新田図面」という村絵図によれば、辿跡のあっ

た想定されるところは「定納山」・ 「御林山」 と名付けられた森として描かれている。残念ながら辿跡

の存在を示唆する記載はない。 しかし「瀬戸」という地名は焼き物を連想させるものであるが、この

小字名は天保の絵因には記されていないし、管見の限り江戸期の文害でも確認できない。だが、明治

1 5年 (1882) の「愛知県郡町村字名調」には記載されているので、明治期以降の地名と目され

るが、窯業辿跡が存在する事実と関連させて考えると「瀬戸」という地名は焼き物の存在を暗示した

ものと言えよう。
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第 8固 江戸末期の瀬戸C古窯群 ・久分古窯群付近（『大府市誌』近世村絵図集より）
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第 9図 大府市の表恩地質図（『日本地質図大系』〔名古屋市南部、知多半島より加筆 ・修正〕）

（『瀬戸B古窯跡群 ・奥谷古窯跡』所収図面を修正）
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周辺の古窯・歴史的環境

古代から中世にかけて知多半島基部は窯業生産地であったことは改めて指摘するまでもない事実

である。その数は判明しているものに限っても 14 5か所以上になる。最古のものは野々宮古窯や高

根山C古窯群など数か所で確認されている古代の灰釉陶器生産窯である。一方灰釉陶器の技術を継承

したといわれる中世常滑窯が市内各地に多く存在する。これが大府市域での窯業生産の概略である。

さて、瀬戸C古窯群や久分古窯群の所在する市内北西部は地形的に名古屋市緑区 ・東沸市の丘陵地

につながるところに位置する。この地区は周知のとおり圧倒的に窯業追跡が多く 、因示すると第 10

図のようになる。古代から中世にかけての窯業迫跡が分布している。灰釉陶器窯から中世山茶碗窯に

屈する辿跡である。古代に含まれる灰釉陶器窯の数は中世山茶碗窯に比して圧倒的に少ない。灰釉陶

堺は猿投山西南麓を発生源とする窯だが、その南限に大府市の東側が含まれている⑦。 大府市北西部

や東沸市では灰釉陶器窯は末確認で、名古屋市緑区のうち大高緑地公園周辺（国道23号線と名古屋

鉄道本線に挟まれたエリア）にはNA203号窯 ・NA204号窯 ・NA205号窯 ・NA305号窯 （南平部2

砂窯群） ・銭瓶谷古窯群の5箇所の灰釉陶器窯が知られているが、中世山茶碗窯はその数をはるかに上

[11[る辿跡が確認されている。おそらく中世山茶碗窯は、ほぼ丘陵地一円に展開していた、と考えても

無理はない状況を呈している。

瀬戸c古窯群や久分古窯群の周辺には、砂原古窯 （平成15年調査、平安未から鎌店初期の辿跡） ．

奥谷古窯（平成 16年調査）・瀬戸B古窯群（平成16年調杏、平安末から鎌倉初期）・大深田古窯 （中

[It・ 末調査） ・荒池占窯群（中批・未調杏） ・権兵衛池占窯（中批 ・未調杏） ・上徳古窯群 （中世 ・未調

杏） ・オ田A古窯（中1止・未調査） ・オlflB 占窯（中世 ・ 未調壺）山手A古窯（中世 ・ 未調査） • 山手B

古窯（中世・未調査）など数多くの窯業辿跡が存在している。時期的には平安末期から鎌倉期の窯業

跡と想定され、主力焼成晶と窯規模から、いわゆる中世山茶碗窯に分類されるものである。今後も同

地域での分布調査を進めていけば、さらにその数は増加し、中世窯業の展開を詳細に考察することが

可能となろう。

（古「I]功治）

註（第 1~3窪）

①大府市役所 『大府市誌』貧料編 自然 18頁 （大府市役所 1998年）

②大府市役所『大府市誌』臼料編 自然 14-36頁 （大府市役所 1998年）

③山下 昇編『日本の地質5 中部地方の地質II』130-177頁（共立出版株式会社 1988年）

④牧野内猛 ・中山勝IW「東洵）円群ー1 伊勢湾束岸地域」 （『URBAN KUBOTA』No.29 1990年）

⑤猪木幸男『日本地質囮大系 中部地）プ』 （朝介内店 1991年）

⑥桑原 徹『涙尾盆地とイ煩動地塊迎動』 7 235-347頁（第四紀研究 1968年）

⑦斉藤孝正 「中世猿投窯の研究～編年に1舟lする一考察～」（『名古）至大学文学部研究論北』 Cl史学 34 1988年）、藤澤

良祐「山茶碗の生産体制」（「中世常滑焼をおって」毀料集 日本福祉大学知多半島総合研究所 1994年）、「第 1節 序

説」『愛知県史』別編窯業3 中世近世常滑系（愛知県 2012年）
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▲ 該当遺跡

第 10図 周辺辿跡分布図（『瀬戸 B古窯跡群 ・奥谷古窯跡』所収図面を修正）
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東海市 大府市

番号 遺跡名称 主要遺物 番号 遺跡名称 主要遺物

1 大根古窯 碗 ・皿 39 子安古窯 灰釉陶器 ・碗 ・皿

2 膳棚古窯 碗 ・皿 40 別岨古窯群 碗 ．皿

3 西萌山古窯 碗 ・皿 41 下入通古窯 碗 ・皿

4 座頭ケ峰古窯 碗 42 大湿間古窯 碗

5 法秀古窯
碗 ．皿 ・邦 ・短頚壺
子持器台

43 上徳古窯群 碗 ・皿

6 奥山池4号窯 碗 ．皿 ・鉢 44 上入迫古窯 碗 ・IIll

7 奥山池第1号窯 碗 ．皿 45 オ田A古窯 碗 -l[J) 

8 奥山池第2号窯 碗 .IDl 46 オ田B古窯 碗 ．皿， 奥山池第3号窯 碗 ・IIII 47 木根A古窯群 碗 ・皿

48 木根B古窯群 碗 ・皿

49 大深田古窯 碗 ．皿 ・壺

50 荒池古窯群 碗 ・皿

51 砂原古窯 碗 ．皿

名古屋市 52 木根C古窯 碗 ．皿

番号 遺跡名称 主要遺物 53 権兵紺j池古窯 碗 ．皿

10 天楽山古窯 碗 ・皿 54 久分も窯群 碗 ・皿・鉢・壺

11 蔵王殿古窯 碗 ・皿 55 奥谷古窯 碗 ・IIll

12 銭瓶谷古窯群 須恵器 ・阪雅陶酪 ・碩 56 瀬戸Co窯群 碗 ．皿 ・片□
13 定納山古窯群 碗 ．皿 57 瀬戸B古窯群 碗 ・Jill・鉢 ．硯

14 東樋松古窯 碗 ．皿 58 瀬戸A古窯群 碗

15 NA205号窯 灰祠陶器 ・碗 ・ITII 59 西忍場古窯 碗 ．皿

16 NA307号窯 碗 ・1Ill 60 石原古窯群 碗 ・鍋

17 NA306号窯 碗 ・皿 61 笹山古窯 碗 ．皿

18 NA302号窯 碗 ・皿 62 下北山古窯群 碗 ・皿

19 NA2.03号窯 灰釉陶器 63 上り戸古窯 碗

20 NA2.04号窯 灰釉陶器 64 ハ代山B古窯

21 NA305号窯（南平部2号窯群） 碗 ・皿 65 ハ代山A古窯 碗 ・皿

22 NA304号窯 碗 ．皿 66 梶田B古窯群 碗 ．皿

23 NA311号窯（霜根西古窯群） 碗 ・皿 67 ハ代山C古窯 碗

24 NA312号窯 碗 ・皿 68 梶田古窯 碗

25 NA309号窯 碗 ・皿 69 北山古窯 碗 ．皿

26 NA308号窯 碗 ．皿

27 NA310号窯 碗 ・1I11 ※緑色で塗りつぶしたところが報告臼対象遺初である

28 NA313号窯（北忠冶山古窯群） 碗 ・IIll

29 NA315号窯 碗 ・llll

30 NA314号窯 碗 ．皿

31 NA316号窯 碗 ・[I]

32 NA317号窯 碗 ・皿

33 NA318号窯 碗 ．皿

34 NA323古窯群（六ヶ廻間） 碗 ．皿

35 NA321号窯 碗 ・皿

36 NA322号窯（｝音水山古窯群） 碗 ．皿

37 高根山古窯 碗 ・皿

38 NA335古窯 碗 ．皿
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第 2部瀬戸c古窯群



第 1章遺 構

第 1節 窯 体 に ついて

瀬戸c古窯群では窯体を 3基検出した。南東から北西倶ljにほぼ平行に並び東から順に 1号窯、 2号

窯、 3号窯と名付け、焚口はいずれも北東を向いている。 1号窯と 2号窯の間は約4 m離れ、 2号窯

と3号窯は約 2mの距離がある。いずれの窯体も後世の掘削により部分的にしか迫存していない。窯
あな

体上部や天井、窯壁の多くは破損していたが構造からいずれの窯も脊窯であると考えられる。追物内

容の中心は山茶碗と皿がほとんどである。

8
 
O
l
l
6
l
 ,
 

8
 L6961＇ ・10716700 -10716700 

↑
 

1号窯

8
 01161＇ 

00 。
8
 

7
 ゜

00 ゜
8
 

7
 ゜

ー

8£6961 ,
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1・2号窯は焼成室の一部、 3号窯は焼成室から燃焼室、焚口付近の一部が残存している。今回の

調査では敷地に制約があったため3号窯については南東部分のみの調査となった。前庭部や灰原は後

世の掘削による影孵のため不明瞭で詳細は判然としなかった。

1号窯

1号窯は調査区の南東部で調査区南東角より西へ約 lm、標底約 37.00m付近に位四し残りはほぼ

平坦である。主軸は S-19°-Eを指向し、確認可能な長さは約 3.70mで、幅は約 1.30mである。焚

ロ・焼成室 ・分焔柱 ・燃焼室の大半と煙道部はほとんど辿存せず、焼成室の一部が迫存していたが残存

状況は不良で焼成室の傾斜も測ることが出来ないほどであった。床面は一部が被熱で焼き締まり、色

は赤褐色を呈していた。床面を断割る調査を実施したが、辿物は確認しなかった。

2号窯

2号窯は調査区の中央部に位置し、標高約 36.50m付近である。主軸はs-19° -wを指南し、窯

体は焼成室の一部を残し、後は消失していた。窯体は焚口を北東に向けて築窯されており、残存長は

約 4.20mで燃焼室の残存幅は約 2.50mを測る。追存していた燃焼室の状態はやや良好である。側壁は

左右両方とも一部が残存した。床面の傾斜は確認できなかった。

分焔柱は基底部が僅かに残存し、基底部の幅は約 60cmで楕円形を呈し、地山掘り残しによって作

られたものと推定される。分焔柱中央部での幅は、床面で約 1.80m、通焔孔の床面幅は北側が約 50

cmで南東側は約 70cmを測る。

床面は被熱により一部が焼き締まり、赤褐色を呈していた。床面を断割る調査を実施したが、辿物

は確認されなかった。

3号窯

3号窯は調査区の北西部に位悩し、標裔約 37.00m付近が迫存している。窯体は焼成室と焚口付近

が残り 、焚口を北東に向けて築窯しており、煙道部は南西にあったものと推定される。焼成室には一

部天井部分が迫存している。

窯体の残存長は約 6.00m、燃焼室の幅は縦半分の東側部分しか測定出来ないため lm以上としか言

えないが、恐らく約 2m以上になるであろうと推測される。

主軸はs-19°-wを指南し、辿存していた燃焼室の状態はやや良好である。側壁は左右両方とも

一部が残存していた。

床面の傾斜は残存する焼成室で約 17゚を測る。床面は被熱により一部焼き締まり、上恩から黒褐色、

明黄褐色、明赤褐色、にぶい黄色を呈していた。

床面を断割る調査を実施したが、迫物は確認されなかった。焚口付近より排水溝と推定される溝を

検出した。その溝からは伏せた山茶碗が確認された。

-19 -
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前庭部及び灰原

前庭部や灰原は後世の掘削による影聘のため不明瞭で詳細は判然としなかった。
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図版 1 1号窯
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固版 2調査区全景
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9 2号窯迫物出上状況（南東から）
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区l版 3 2号窯
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11 3号窯焼成室埋土（東から）

13 3号窯天井部分（南から）

16 3号窯燃焼室排水溝（南から）

12 3号窯分焔柱付近（東から）
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14 3号窯燃焼室埋土（南から）
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は
15 3号窯燃焼室埋土（北から）

17 3号窯排水滞（西から）

因版 4 3号窯
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第 2章 遺 物

第 1節 器形分類

今回の発掘調査で見つかった辿物は、36リッ トルコンテナに約47箱で点数にして2535点である。

その主な出土迫物は、山茶碗・小皿・ 片口山茶碗 ・片 lコ碗である。その内、底径が 1/2以上あるもの

を1個体として数えたところ 1422点であった。

碗

体部の形は直線的で、器壁の原さは体部から口縁部まで大きな変化は見られない。高台の作りは雑

で、端部にもみ痕が付着し潰れている。 口縁部の形状は大きく 2つに分かれている。一つはやや外反

し郊く締まっているもの、もう一つは口縁部分が締まり無く肥厚しているもので、前者をA類、後者

をB類とした。

その法菌は、A類で平均が口径 14.6cm、高台径 6.2cm、器高 5.6cm、B類の平均が口径 15.0cm、

邸台径6.7cm、器高 5.6cmである。平均でみるとややB類の方が大きい。

碗 A類 碗 B類

~ 
-・ Na4 

-- --

三~ "''
第 7図碗類器形分類

皿

全て高台がなく 、全体に扁平な形をしている。イ本部の器墜の厚さに大きな変化は見られない。1こl縁

部がやや尖 り内面の底部から体部の移行がなめらかなものと、口縁部が丸く肥厚 し内面の底部から体

部への移行がやや屈曲しているものに分けた。前者を a類、後者を b類とした。

その法拡は、a類の平均が口径 8.1cm、底径 4.1cm、器高 2.5cmである。b類の平均は口径 7.9cm、

脳径4.3cm、器高 2.1cmである。

皿 a類 皿 b類

~ No75 ご ぬ74

第 8図 皿類器形分類
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片口山茶碗

出士数は少ないものの内面の底部から体部への移行部分と、口径と高台径の比率において特徴があ

り3種類に分類した。

内面の底部から体部への移行がなめらかで、口径と高台径の比率が高台径 1に対し口径が約2倍の

もの (I類）。内面の底部から体部への移行がやや明瞭で口径と高台径の比率が高台径 1に対し口径

約2倍のもの (Il類）。内面の底部から体部への移行が屈曲し境界が明瞭で口径と高台径の比率が高台

1に対し口径約2.6倍のもの (ill類）。

片口山茶碗 l類

t-1:169 

片口山茶碗 II類

片口山茶碗 Ill類

Nal24 

第 9図 片口山茶碗器形分類
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第 2節 出土遺物について

1号窯の遺物 （遺物番号72,...,_,87、104、120)

1号窯からの出土追物は、皿が 17点、 璽ね皿が1点である。追物絋が少なく 、碗は窯内から出土

しなかった。

1号窯の法拡平均は、皿が口径 7.9cm、底径 4.5Clll、器高 2.1cmである。胎土がやや粗いものが多

く、器形分類的には1点(No.75)を除いてはb類である。

2号窯の遺物 （遺物番号 1~42、88~92、121、124~128、129~131)

2号窯からの出土迫物は、 碗 42点、皿 5点、重ね皿 1点、片口山茶碗 5点、片17碗 3点である。

2号窯からは比較的多くの種類が出土している。

2号窯の碗の法砧平均は、口径 14.9cm、高台径 6.6cm、器高 5.7cmである。No.16の辿物は高台を

付けた形跡が見受けられなかった。碗は焼成が不良なものが多く、 内面底部の調斃痕は回転ナデ ・指

ナデがほぼ半分に分かれた。指ナデも強くしてあるものもあるが比較的凹凸が少なく 丁寧に仕上げて

いる。器形分類的にはA類が 7点、B類が 35点でB類が多い。碗体部に柿修した痕が残る辿物が数

点見受けられた。

皿の法岱平均は、口径 8.2cm、底径 4.4cm、器闘2.3cmである。器形分類は a類が 1点、b類が 4

点である。辿物No.89・90は外而全体に自然釉が付沿しており 、蓋として二次利用 したと思われる。

片口山茶碗は、器形分類で分けたIl類とIII類が出ヒしている。II類は 3点(No.125・126・128)で法

辿の平均は、 II径 16.3cm、高台径 7.9cm、器高 6.4cmである。m類よ り小さく 、口縁端部は内側にや

や尖っている。m類は 2点(No.124・127)で法祉の平均は、,_,径 17.8cm、高台径 6.7cm、器高 7.4cmで

ある。高台径と口径の比率が 1:2.6とIl類より差が大きく 、体部の立ち上がりがより直線的に見える。

焼成はどちらも良好であるが、胎土はm類よ りIl類の方が細かい。高台は 5点とも付いているが、高

さは低く細くて粗雑であり 、もみ痕が付着 している。片口部分は内倶I]を人差し指で押さえ、外面には

補助で押さえた痕が残る。

片口碗は大きさがほぼ同じで、1点は注ぎ口が一部欠損している。平均の法梵は、口径 9.6cm、底

径 6.7 cm、器高 6.3cmである。高台は付いておらず、外面底部には3点共に糸切り痕が残る。底部か

ら口縁にかけて緩やかに内弯し全体に球形に近い形をしている。口縁端部にある注ぎ口は 3点ともに

1ヶ所棒状の道具で内側から軽く 押さえられている。

No.129は肩部から口縁にかけて内側へ弯曲し、口縁端部の先端に直立部はなく 、底部の厚みが他の

物より罰'?い。

No.130と131は形に類似点が多く 、間部から口縁にかけて内恨I]に齊曲している部分は同じであるが、

No.129よりやや丸みが強くなる。口縁部の先端は上方に直立している。

-30 -

第 2部 瀬戸C占窯群



3号窯の遺物（遺物番号43-----45・46・47-----52、93-----101)

3号窯から出土した追物は、碗 10点、皿 9点である。碗 10点の内No.46は窯体に伴う排水溝床下

より出土した迫物である。

碗の平均法拡は、口径 15.4cm、高台径6.9cm、器高 5.9cmである。口縁端部が肥厚し、体部は直線

的である。高台は雑で端部は梢れてもみが付稽している。2号窯から出土した辿物と大きな差は無い。

2号窯の辿物に比べ全体的に焼成は良好であった。器形分類はA類が 1点、B類は8点で内容は 2号

窯と変わらない。

排水溝より出土した辿物はNo.46以外にもあるが数が少なく 、破損していて焼成不良な迫物が多かっ

た。

皿の法母平均は口径 8.0cm、底径 3.9cm、器高 2.4cmである。口縁部は回転ナデによって締められ

苅＜角形になっているものが多い。No.101は外面全体に自然釉が付培しており二次利用した可能性が

ある。

その他の遺物

窯内以外からは、碗 ・皿・片口山茶碗が出土した。内面底部にヘラ状の道具で「X」と印のある碗

(No.65) も出土している。しかし、その範囲や窯体との閾係などは把握できなかった。

平均法批は、 A類が口径 14.7cm、裔台径 6.0cm 器高 5.5cmである。B類は 14.9cm、高台径 6.8

cm、器高 5.4cmである。

lllLの平均法拡は、器形分類B類は口径 7.8cm、底径4.1cm、器高 2.1cmである。A類は平均を出す

だけの狩料がなかった。

片口山茶碗は窯内のものとは異なり、 1類と分類した辿物が 2点出土している。片口部分は残念な

がら欠損していた。高台径の大きさと口縁端部の作りはIl類と似ているが、胎土が異なりやや簿い肌

色で、体部に厚みがあり高台の作りが丁寧で逆三角形をしている。
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法量{cm)

図面の 写真の 内面底郎 外面底祁 高台底部 釉の布

遺物番母 有需 有撫 器穫 G名 出土位Ill.Ill位 口径 底 径／高台径 摺高 高台の布慧 謂整痕 1111整痕 付賛痕 マンセル値 色頂 煉成 胎土 無 器形分類 儀考

1 0 

゜
硯 2-5T 2'}窯A区 150 7. 〇 5.5 。

゜
△ もみ 5Y7/l 灰白 やや不a 9. X 8 

2 0 

゜
碇 2-5T 2号窯A区 14) 7.1 5.6 

゜ ゜
もみ 5Y1/I 灰白 やや不R 只 X B 

3 0 

゜
碗 2-ST 2号窯A区 15.1 ,., 5.8 。

゜
△ もみ 5Y7/1 灰白 やや不a ll. X 8 

4 0 

゜
碗 2-5T ,.., 窮A区 15.0 (6.4) 5.7 。

゜
△ もみ SY7/1 灰白 やや不a 良 X 8 

5 0 

゜
碩 2-5S 2号窯D区 15.1 6.4 5.5 

゜
△ もみ 5Y7/1 灰白 やや不R a X B 

6 0 

゜
硫 2-5S , .. 窯D区 146 6.1 5.6 

゜゜
△ もみ 5Y1/1 灰白 やや不a a X B 

7 0 

゜
魏 2-5$ 2号窯0区 146 6.4 6.5 

゜
△ もみ 5Y7/1 灰白 やや不a a X B 

8 0 

゜
院 2-5S 2号窯D区 15.0 (7.2) (53) 

゜゜
△ もみ 5Y7/1 灰白 やや不R 良 X B 惰修痕あり

9 0 

゜
Ill! 2~ss 2号窯D区 15.0 7.3 6.1 

゜
△ もみ 5Y7/1 灰白 やや不a A X B 

10 0 

゜
碗 2-ST 2号窯E区 145 7.4 54 

゜゜
△ もみ 25Y7/2 灰貧 良

良
次きだし

゜
B 

11 0 

゜
碗 2-5T 21}窯F区 15.0 62 5.5 0 

゜
△ もみ 25Y7/2 灰賃 Q a 

゜
A ひび割れ

12 0 

゜
Ill 2-ST 2号窯市北ペルト 139 6.2 5.2 

゜
不明 △ もみ 2.SY7/1 灰白 A 良

゜
A 天場もの

13 魏 2-ST 2号窯0区ペルト 15.2 5.6 5.6 

゜゜゜
もみ 2.SY7/1 灰白 やや不R 9. X B 

14 碗 2-ST 2号窯D区ペルト 15.3 6.8 s., 。 △ もみ 2.5Y7/1 灰白 やや不aやや糟い X B 

15 祝 2-5T 2号窯0区ペルト 15、0 0.6) (5.5l 。
゜゜

もみ 2.SY7/1 灰白 やや不R ややnぃ X B 

16 院 2-ST 2号窯0区ペルト 145 底70 (5.5) X 

゜
2 SY7/I 灰白 やや不a 良 X B 高台全てハクリ

17 碗 2-5T 2号窯D区ベルト 149 7.0 5.6 

゜゜
X もみ 2 5Y7/1 灰白 やや不a a X B 

18 碗 2-ST 2号窯D区ペルト 147 6.8 5.3 0 △ もみ 2.SY7/I 灰白 やや不a a X B 

19 院 MT  2号窯D区ペルト 147 67 6.3 

゜゜゜
もみ 25Y7/1 灰白 やや不a 9. X A 

20 硯 2-5T 2号窯D区ペルト 148 61 56 

゜゜゜
もみ 25Y7/I 灰白 やや不a ll X B 

21 椀 2-ST 2号窯D区ペルト 150 71 5.3 

゜
△ もみ 2、5Y7/2 灰贄 やや不a A X B 情修濃あり

22 碗 2-5T 2号窯D区ペルト 15.2 (56) (5.8) 

゜
△ もみ 2.5Y7/2 灰貴 やや不a 良 X B 

23 碗 2-5T 2号窯D区ペルト 15.0 65 54 

゜ ゜
もみ 2.SY7/1 灰白 やや不a 良 X B 

,. 
碗 2-ST 2号窯D区ペルト 149 66 5.6 

゜
△ もみ 25Y7/I 灰白 やや不R 良 X B 

25 況 MT  2号窯D区ペルト 15.5 66 5.6 

゜
X もみ 25Y7/2 灰貿 やや不旦 a X B 

26 碇 2-5T 2号窯D区ペルト 14 7 67 5.6 。
゜

もみ 2.5Y6/1 黄灰 やや不a a X A 

27 椀 2-5T 2号窯0区ペルト 150 (62) (5.8) 。
゜

もみ 2.5Y7/I 灰白 やや不良 良 X B 

28 碗 MT  2号窯0区ペルト 14.5 62 5.6 

゜゜
。 もみ 2.5Y7/2 灰贄 やや不a a X B 

29 祝 2-5T 2,ij, 窯0区ペルト• 153 '' 65 

゜ ゜
もみ 2.5Y7/1 灰白 やや不R 9. X B 惰修償あり

30 況 2-ST 2号窯D区ベルト 143 61 5.8 

゜
X もみ SY7/1 灰白 やや不a a X A 

31 碗 MT  2号窯D区ペルト 147 5.8 6.0 

゜゜
。 もみ 2 5Y7/1 灰白 やや不a ll. X A 

32 硯 2-ST 2髯窯0区ペルト 149 64 56 

゜ ゜
もみ 2SY7/I 灰白 やや不a Jl X A 

33 碗 MT  2q. 篇0区ペルト 152 65 55 

゜ ゜
もみ 2 5Y7/I 灰白 やや不ll. ll X B 惰修痕あり

34 貌 MT  2号窯0区ペルト 149 (60) (56) 

゜ ゜
もみ 2 5Y7/I 灰白 やや不a a X B 

35 濃 MT  2-ij-窯0区ペルト 149 " 57 

゜゜
△ もみ 2 5Y7/I 灰白 やや不a a X B 

36 譲 MT  2号窯0区ベルト 155 (74) (57) 

゜ ゜
もみ 2 5Y7/2 灰贄 やや不a 良 X B 

37 慎 2-ST 2~ 窯0区ペルト 148 6.1 56 

゜
△ もみ 2 5Y7/I 灰白 やや不a ll X B 

38 濃 MT  2号窯0区ベルト (15.3) 65 (55) 

゜゜゜
もみ 2.5¥7/2 灰贄 やや不a a X B 

もみ＋

39 硯 2-ST 2号窯D区ベルト 147 66 57 

゜゜
。センイ痕 2SY7/I 灰白 やや不a a X B 高台1寸贅痕不明

40 醗 2-5T 2号窯D区ベルト 146 66 56 

゜ ゜
もみ 2.5V7/I 灰白 やや不a ll. X B 

., 漉 2-ST 2号窯E区 149 63 " ゜゜゜
もみ 25Y8/2 灰白 Jl 

良
吹l!t::し

゜
B 

42 憶 2-ST 2号窯Ill北ペルト 151 77 53 

゜゜
△ もみ 25Y8/2 灰白 A 

． 
吹きだし

゜
B 

43 0 

゜
懐 2-5S 3号窯C区 15.8 7.4 6.0 

゜゜
X もみ 5Y7/1 灰白 やや不R a X B 

" 0 ゜
硯 2-5S 3号窯c区 155 6.4 6.2 

゜゜
△ もみ SY1/1 灰白 やや不R a X B 

45 0 

゜
碗 2-4S 3母窯E区 148 63 5.5 

゜
△ もみ 2.5Y6/2 灰黄 良

やや糧い
吹き出し．

゜
B 

もみ

.. 0 

゜
嬢 HS  3号窯,.水溝床下 148 (73) 5.5 

゜
△ センイ痕 2 SY7/1 灰白 やや不R a X B ひび割れ鳩修fl1あり

" 院 MS  3号窯c区 (15 2) " (5.8) 

゜゜
△ もみ 2.5Y7/2 灰貢 やや不R a X A 

48 碗 2-5S 3号窯c区 (15.0) 72 (5_7) 

゜
△ もみ 2 5Y7/2 灰貧 やや不良 良 X B 

" 魏 2-4S 3号窯E区 (14.6) 6.9 (5.6) 

゜゜
△ もみ 2.SY7/2 灰賃 良 良

゜
B 

50 慎 2-4S 3号窯E区 (14 4) 67 (5.3) 

゜゜
X もみ 2.5Y8/1 灰白 9 

． 
゜

吹きだし B 

SI 院 2-4S 3号Jll{E区 (15 6) 11 (5.3) 

゜
△ もみ 2.5Y7/2 灰貿 a 良

゜
B 

52 碗 2-4S 3号窯G区 (15 6) (7.0) (56) 

゜゜
△ もみ 2.5Y7/2 灰貿 やや不a 良 X B 体邸に穴

53 0 

゜
片口山茶慎 2-ISA 灰原A区 (17.4) 81 6.0 

゜゜
X しみ 2 5Y7/2 灰黄 ll 良

゜
I 

,. 0 

゜
碗 2-15A 灰原A区 14.4 57 

,_, 

゜ ゜
もみ SY7/I 灰白 やや不a a X A 

55 0 

゜
愧 2-ISA 灰原A区 150 66 5.9 

゜
。

゜
もみ 5Y7/I 灰白 やや不良 9. X B 

56 0 

゜
碗 2-ISA 灰原A区 15.2 69 5.7 

゜
△ もみ 5Y7/1 灰白 やや不R A X B 

57 婉 2-15A 灰原A区 145 62 5.3 

゜゜
。 もみ 2 5Y7/2 灰黄 A a 

゜
A 

58 碗 2-ISA 灰原A区 (13.6) 57 (5,6) 

゜
。 。 もみ 2 5Y7/2 灰貧 A 良

゜
A 

59 坑 2-ISA 灰原A区 (13.8) 5.8 (5.3) 

゜
。 X もみ 2 5Y7/2 灰黄 a G X A 

第 1表辿物観察表 1
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法量(cm)

区liliの 写真の 内団底郎 外面底郎 高台底綿 釉の有
遺初蓄号 賓撫 有撫 醤穫 G名 出土位置層位 口径 底径／高台径 懸高 高台の布薫 謂整痕 講整痕 付糟痕 マンセル値 色UI 煉成 胎土 罵 11形分類 備考

60 譲 2-15A 灰原A区 14.8 底78 51 X 

゜
△ 不明 2.5Y7/I 灰白 やや不R El X B 寓台全てハクリ

61 碩 2-15A 灰原A区 152 (6 7) (6.0) 

゜゜
△ もみ 2 5Y7/1 灰白 やや不R 9. X B 

62 0 

゜
碩 2-ISA 灰原c区 13.9 6.1 5.8 

゜゜゜
もみ 2.5Y1/2 灰贄 ll Q 

゜
A 

63 硫 2-IST 灰阪c区 (14 1l 60 (5.5) 

゜゜
△ もみ 2 5Y7/1 灰白 良 Q 

゜
A 一次利用驀か？

64 譲 HT  灰原c区 (13.8) 5.0 (S.<) 

゜゜
X もみ 2 5Y7/2 灰贄 fl. a 

゜
A 

65 0 

゜
譲重ね 2-4T 灰原E区 (6.6) 

゜
。 不明 不明 2 5Y7/2 灰贄 Q 良

゜
割内iii書底あ青りに ~Tの

もみ
66 0 

゜
魏 2-4T 灰原F区 147 1.0 5.3 

゜゜
△ （うっすら） 5Y8/1 灰白 Q 良

゜
A 天場もの

67 0 

゜
碩！ 2-ISA 灰原F区 147 65 57 

゜゜゜
もみ 2 5Y6/2 

やや帽い
灰贄 a 吹e出し

゜
A 

66 0 

゜
碗 2-16T 灰原F区 159 6.2 5,1 

゜
X もみ 25Y6/2 灰贄 Q A X A 

69 0 

゜
片口山茶磯 2ー15A 灰原 180 83 7.3 

゜ ゜
もみ 25Y6/2 灰贄 A やや帽い

゜
I 

JO 0 

゜
硯 2-16T カクラン 1• 5 5.8 5.4 

゜゜
△ もみ 2 5Y7/2 灰賃 a やや轄い

゜
A 

71 0 

゜
碩賃ね 2-15A 灰原A区 141 70 4.9 

゜
△ もみ 2 5Y7/2 灰賃 良 Q 

゜
B 

72 0 

゜
皿 なし 1号窯A区 75 40 29 X 

゜゜
2 5Y6/2 灰賃 a !I X 8 

73 0 

゜
皿 なし 1号窯A区 7.9 47 20 X 

゜
△ 2.5Y7/2 灰賃 a !I X B 

74 0 

゜
皿 なし 1号窯A区 80 52 21 X 

゜
△ 2.5Y8/2 灰白 良

やや帽い
吹き出し

゜
B 

75 0 

゜
血 なし 1号窯A区 71 45 21 X 

゜
△ 2.5Y8/2 灰白 Q 

やや霧い

゜＾ 
・吹e出L

76 0 

゜
Cll なし 1号窯A区 Bl 43 22 X 

゜
△ 2 SYB/2 灰白 a 

やや麗い
吹き出し X B 

77 0 

゜
皿 なし 1号窯B区 7.8 43 22 X 

゜
△ 2 SYB/2 灰白 良 a 

゜
B 

78 0 

゜
皿 なし 1号窯B区 8.0 43 21 X 

゜
△ 25Y8/2 灰白 良 やや糧い

゜
B 

79 0 

゜
皿 なし 1号窯A区 " 48 16 X 

゜
△ 2.SYS/2 灰白 良

やや糟い
吹き出し

゜
B 

80 0 

゜
皿 なし 1号窯B区 7.9 45 16 X 

゜
△ 2 SYS/2 灰白 旦 £1 X B 

81 l!ll なし 1髯窯A区 8.3 " 23 X 

゜
△ 2.5Y8/1 灰臼 a やや糟い

゜
B 

82 皿 なし 1号窯A区 85 48 
,_, 

X 

゜
△ 2 5Y8/1 灰白 a やや胃い

゜
e 

83 皿 なし 1号窯A区 76 so 16 X 。 △ 2 SYS/I 灰白 9. やや糟い

゜
8 

84 皿 なし 1号窯A区 83 • 5 20 X 

゜
△ 2.5Y7/1 灰白 Q 

やや罹い
吹●出し

゜
B 天場もの

85 皿 なし 1号窯B区 80 45 22 X 

゜
△ 2 5Y8/1 灰白 Q やや糟い

゜
B 

86 皿 なし 1号窯B区 7.5 39 18 X 

゜
△ 25Y8/1 灰白 a a X B 

87 Cl なし 1号窯B区 85 so 20 X 

゜
△ 2 5Y8/I 灰白 Q Q X B 

88 !Ill 2-ST 2号窯c区 (81) 

" 
(20) X 

゜
△ 25Y6/2 灰贄 a やや●い

゜
B 

89 llll 2-ST 2号窯E区 8.0 ,., 22 X 

゜
△ 2 5Y7/2 灰賣 a やや糟い

゜
B 董として一次利用か？

90 0 X ml 2-ST 2号窯同北ベルト 84 4.3 25 X △ 5Y7/1 灰白 9. 
やや糟い・
吹e出し . 

＾ 
董として一次利用かつ

91 0 X llD 2-ST 2号窯市北ベルト 8.2 45 2.4 X 

゜
X 5Y7/I 灰白 Q !l 

゜
B 

92 llD 2-5T 2号窯隋北ペルト 82 43 21 X 

゜
△ 5Y7/I 灰白 Jil 良 X 8 

" 0 

゜
皿 2-5S 3号窯C区床上層 82 31 25 X 

゜
△ 2 5'Y6/2 灰贄 a II X A 

94 0 

゜"' 2-5$ 3号窯C区床上層 81 4.0 2.3 X 

゜
△ 2 5Y6/2 灰贄 A a X A 

95 0 

゜
皿 2~ss 3号窯c区床上層 83 42 24 X 

゜
△ 2 5Y7/2 灰贄 !I 良 X A 

96 0 

゜
皿 2-5S 3号窯C区床上層 80 43 28 X 

゜
△ 5Y7/I 灰白 ll 9. X A 

97 0 

゜
皿 2-5S 3号窯D区 76 3.6 20 X 

゜
△ 2 SY7/2 灰贄 良 良

゜
B 

9B 0 

゜
J!ll 2-14T 3号窯G区璧上 84 3.8 28 X △ 2 5Y7/3 浅贄 良 A X A 

99 0 

゜
口 2-4S 3号窯E区 (78) 39 {2 1) X 

゜
△ 目.？, ● 

2 5Y7/3 浅賃 Jl ll 

゜
B 

100 0 

゜
皿 2-4S 3号窯c区 (8.5) ,., (26) X 

゜
△ 2 SY7/3 浅贄 良 9. 

゜
B 

101 0 

゜
皿 2-5S 3号窯東西ペルト 78 '・' 2.3 X 

゜
△ SY7/I 灰白 良 やや糧い X A 董として一次利用か？

102 0 

゜
Oil 2-15A 灰原A区 78 40 2.2 X 

゜
△ 2.5Y8/2 灰白 良 9. X B 

△・センイ
103 0 

゜
Jlll 2-ISA 灰原A区 76 42 2.3 X 

゜
償 SY7/I 灰白 良 ll 

゜
B 

104 皿 2-ISA 1号窯A区ベルト 76 45 2.0 X 。 △ 2.5Y7/I 灰白 Q a 

゜
B 

105 皿 2-ISA 灰属A区 ()21 36 (1 9) > 

゜
△ 2.5Y8/2 灰白 ll a 

゜
8 

106 0 

゜"' 2-15A 灰ぽC区 75 4.0 21 ' 
゜

△ 2SY8/2 灰白 a a 

゜
8 

107 " 2-15A 灰原c区 (7.8) 45 2.0 X 

゜
△ 2.SYS/2 灰白 良 良

゜
B 

△ センイ
108 0 

゜" 2-IST 灰原E区 75 42 22 X 

゜
慣 25Y8/2 灰白 良 良

゜
B 

109 0 

゜
皿 HT  灰原E区 7.8 ,.o 2.5 X 

゜
△ 2 5Y7/1 灰白 やや良 A X B 

110 .1111 2-4T 灰屎E区 76 35 2.2 X 

゜
X 25Y7/2 灰贄 Q !I 

゜
B 

111 0 。 皿 2-ST 灰原F区 7、6 41 23 X 

゜
△ 2 SY7/1 灰白 a 艮

゜
8 

112 0 

゜
皿 2-4T 灰原F区 8.2 ,.o 22 X 

゜
△ 2 5Y8/1 灰白 Q やや糟い

゜
A 

△・センイ
113 Jlll 2-ST 灰原F区 87 4.2 20 X 

゜
償 25Y8/2 灰白 良 El 

゜
B 

114 0 

゜
皿 H T 灰原F区 8.7 4.0 31 X 

゜
△ 2 5Y7/2 灰贄 良 良 X A 

115 0 

゜
皿 2-ST 灰原F区 7.4 4.0 21 X 

゜
△ 25Y8/2 灰白 Q 良

゜
8 

116 0 

゜
皿 なし 表採 鱈董区内 JS 38 1.8 X 

゜
△ 2.5Y8/2 灰白 Q A X B 

117 " なし 表採 鵡蒼区内 8.2 42 17 X 

゜
X 2.5Y7/2 灰贄 !l 良 X B 

118 皿 なし 表ほ講蒼区内 (80) 42 (1.4) X 

゜
△ 2 SYS/I 灰白 a やや糟い X B 

第 2表 迫物観察表 2
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図iiiの 写真の

遺物誉号 布罵 有罵 器積 G名 出土位置層位

"' 皿 2-15T カクラン

120 0 0 皿重ね 2-16A 1号 窯8区ベルト昧去

121 0 

゜
皿重ね MT  2号 窯D区ペルト

122 0 

゜
llll重ね MT  灰原c区J1jベルト

123 0 

゜
llll重ね 2-15T 灰原E区

124 0 

゜
片口山茶譲 2-5S 2号 窯D区

125 0 

゜
片口山茶磯 MS  2号窯D区

126 0 

゜
片口山茶綱 2-SS 2号 窯D区

127 0 

゜
片口山茶填 2-5S 2号窯D区

128 0 

゜
片口山茶嬢 2-SS 2号 窯D区

129 0 

゜
片口硫 2-ST 2号 窯0区

130 0 

゜
片口譲 2-ST 2号 窯D区

131 0 

゜
片口魏 2-ST 2号 窯0区

:t量の（）は反転、〈）は平均1i1を示す

高台の打篇〇高台あり X高台なし △高台が有ったがハク＇）した

内面慮郎鱈整痕 O!Bナデあり 一回1云ナデ

口径

8.0 

78 

73 

76 

84 

17.G 

16.5 

164 

181 

16.0 

95 

101 

9.3 

法量(cm}

内iili底郎 外面底部 高台庄邸

底径／高台佳 摺高 高台の有燻!Ill整痕 讚整痕 付精痕

42 22 X 。
゜42 22 X 不明 △ 

45 (20) X 不明 X 

4.0 21 X 不明 △ 

51 1.8 X 不明 △ 

67 71 

゜゜゜
もみ

76 65 

゜゜
△ もみ

" 65 

゜
A もみ

0 センイ
66 76 

゜゜
痕 もみ

△ センイ
8.0 62 

゜
痕 もみ

67 57 X 

゜
△ 

不明

67 6.3 X （釉付着） △ 

6.8 5.9 X 

゜
△ 

外面憲鑢鵡整痕.o糸切り復明鰊に残るもの△糸切り頂あるが不明瞭に残るもの X完全にナデ消しされ糸切り直が確定できないもの

第 3表辿物観察表 3
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釉の布 I 
マンセル碩 色謂 燒成 胎土 震 ll影分碩 偏考

2 SYB/1 灰白 良
良・

＂きだし

゜
B 

2 5Y7/2 灰贄 良 良

゜
B 

2.SYB/2 灰白 良 良

゜
B 

..t:.2 5Y7/1 下
2.5Y8/I 灰白 !l 良

゜
B 

2 SYB/2 灰白 良 良 。 B 

2冒SYJ/2 灰貪 良 やや帽い X m 

2 5Y7/2 灰賞 a やや帽い X Il 

2 5Y7/2 灰贄 良 良 X Il 

2 SY7/2 灰贄 良 やや,aぃ X 
＂ 

2 5Y7/2 灰贄 良 A X n 

7 5Y7/I 灰白 a 良

゜7 SY7/1 灰白 良
A 

吹きだし

゜2 SY7/1 灰白 良
良

吹●"し

゜



第 3章 自然科学分析

第 1節 瀬戸c古窯群の考古地磁気学的研究

1. はじめに

広岡公夫、植田有加、岩崎仁美

（大阪大谷大学文学部文化財学科）

地球は一つの大きな磁石と考えられ、磁場を持っている。この磁場は、地球の中心に、非常に小さ

いが強力な棒磁石（これを地磁気双極子という）をおいたときに生ずる磁場として近似することがで

きる。この磁場を‘地磁気’または‘地球磁場’という。実際には、地球の中心部は数千度という非常な高

混であるため、いかなる磁石も存在し得ない状態である。地下2900km以深の地球の中心部は中心核

と呼ばれ、厖気伝森度の高い金屈から成っていて、特に、地表からの深さ 2900~5100kmの外核と

呼ばれている部分では、その金屈が融けて液体になっており 、それが地球中心部に存在する強磁場中

を流動することによって発電し、核内に電流が流れる。その電流によって磁場が発生するというメカ

ニズムで、地磁気が維持されているのである。これを地磁気ダイナモ説という。地球の自転による自

転軸のまわりの回転迎動と外核内の温度差に起因する熱対流が金屈流体の流動運動を引き起こしてい

ると考えられている。 したがって、地球の自転の迎動エネルギーと高湿の中心部の熱エネルギーを消

費しながら、ダイナモ（発電機）が働いて地球磁場が維持されていることになる。

土に 1~3%程度含まれる磁性鉱物（磁石になることができる鉱物）は、基本的には鉄酸化物の磁

鉄鉱 (Fe304)や赤鉄鉱 (Fe20砂であるが、通常、少紐のチタンが鉄と置き代わった、チタン磁鉄

鉱 ((Fe,Ti)30砂やチタン赤鉄鉱 ((Fe,Ti)20 3)である場合が多い。土が焼かれて数百度以上の高温

になると、それぞれの磁性鉱物の種類に固有の温度に達すると持っていた磁気は失われてしまう。こ

の磁性を失う湿度をキュリー点 (CuriePoint)といい、磁鉄鉱では 578℃、赤鉄鉱では670℃である。

チタンの含有砧が増すとキュリー点は下がる。

土が高温に熱せられた状態から冷却されキュリー点（磁気を失った温度）にまで冷えると、再び磁

石になる性質（これを磁性という）が蘇り、そのときに作用 している地球磁場の方向の磁石となる。

このときに獲得される磁化を熱残留磁化 (thermoremanentmagnetization、略して、 TRM)とい

う。焼土がもつこのような熱残留磁化は昔の地磁気を記憶する目には見えない‘地磁気の化石’であると

いってよい。

考古追跡に残されている焼土や堆租思が有する‘地磁気の化石（残留磁化）を測定して、考古学が扱

う過去の時代にまで遡って、地磁気の変動の様子を明らかにし、地磁気を復元する研究を考古地磁気

子 archeomagnetism)という。

古窯の窯体焼土が有する熱残留磁化は、古窯が使われていた当時の地磁気を記協している事になる。

より正確にいうと、何度も焼成が行われた古窯の場合には、最終焼成の高温にまで熱せられた時の冷
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却時の地磁気を窯体全体で記録することになる。

窯跡の考古地磁気学的測定では、焼土の残留磁化方向から過去の地球磁場方位を復元することであ

るから、まず最初に試料となる焼土が、辿構内でどのような方位をとっていたかを粕度よく 測ること

が重要となる。また、窯壁や天井（残存している場合）は、よく焼けていて強い熱残留磁化を有して

いるが、窯廃棄後に崩落したり 、傾動したりして、最終焼成以降に向きが変わっている場合が多いの

で、試料は床面から採取すべきである。

東海地方の考古地磁気研究については、瀬戸 ・東涙地域を中心とした考古地磁気測定結果をまとめ

て 、 東悔版考古地磁気永年変化曲線が作られ（広岡• 藤澤、2003)、年代推定に応用されている。

発掘調査された大府市内の山茶碗古窯についての考古地磁気測定は、相当数にのぼる。すなわち、

湘陸庵 1・ 2号窯および神明1・ 2・3号窯（広岡ほか、 1996)、深廻間A1・ 2号窯（広岡・ 佐竹、

2005)、深廻間B1・ 2・3号窯 （広岡ほか、2006)、深廻間C1・2号窯（広岡ほか、 2006)、ガン

ジ山A 1 · 2 · 3 号窯（広岡・佐竹、 2000) 、 瀬戸B1 ·2· 3 · 4 号窯（広岡 • 井上、2006)、石亀

戸1・2・3号窯（広岡 ・小禅、2006)、砂原古窯（広岡ほか、2007)、久分2・3・4・ 5号窯など

がある。

2. 考古地磁気永年変化

地磁気は数十年～百年程度の長期間かかってやっとはっきり検出できるような、長周期のゆっくり

とした変化をする。このような地磁気の変動を地磁気永年変化 (geomagneticsecular variation)と

いう。 地磁気の直接観測によって得られた偏角 ・伏角の販古の観‘測記録は、1 6世紀中頃以降、英国

ロンドンのグリニッヂで得られている。それ以来の 400年余りの継続観測記録を見ると、地磁気方位

は明らかに変わっており、永年変化が認められる。しかし、その変動周期は、もっと長いものらしく、

この観測期刷内では周期性は得られていない。

観測記録のない、より古い時代にまで遡って地磁気の変動の様子を調べるためには、残留磁化を測

定する考古地磁気学的手法に依らねばならない。考古地磁気測定によって得られた永年変化を観測記

録から得られた永年変化と区別するために、考古地磁気永年変化(archeomagneticsecular variation、

または、archaeo・secularvariation)という。

東洵 ・北陸地方から北部九州に至る西南日本各地の辿跡焼土の考古地磁気学的測定によって、過去

2,000年間の考古地磁気変動が相当詳しく闘べられており、西南日本における考古地磁気永年変化曲

線 (Hirooka、1971,1983, 1991 ; 広岡、1977)として、 考古地磁気年代推定に利用されてきた。窯

跡や炉跡の焼土の残留磁化を測定し、褐られた磁化方向を上記の考古地磁気永年変化北線と照合する

ことによって、考古地磁気学的に年代を推定することができるのである。

その後、北陸地方（福井 ・石川・ 釦1J3県に新潟県西部を加えた地域）および、東洵地方（瀬戸 ・

東談地域を中心に、 三重県 ・岐阜県 ・愛知県 ・静岡県西部を含む地域）の考古地磁気データのみを用

いて、それぞれ、北陸版（広岡 1989)および東洵版（広岡 ・藤澤、2003)考古地磁気永年変化曲線

が作成され、年代推定に供されている。
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3. 考古地磁気試料の採取と測定

瀬戸c古窯群 1・2・3号窯からそれぞれ 12個ずつの考古地磁気試料を採取した。 1号窯の試料

番号は CT3411~3422、2号窯の番号は CT3431~3442、3号窯の番号は CT3451~3462である（第

4表）。これらは全て、方位が精密に測られた定方位試料である。

試料の有する熱残留磁化方向から古窯操業当時の過去の地磁気方位を復元するのであるから、試料

の方位測定の精度が大きく結果に影幣する。しかし、限られた時間で試料を採取しなければならない

古窯現場でのサンプリングでは、短時間に、しかも高精度で定方位試料を採取しなければならない。

我々のグループが確立した採取法は、石秤で固めて石狂表面に平面を作り、その面の最大傾斜線方位

とその傾斜角を測定してから採る方法である。この方法では面はいくら傾斜していてもかまわないの

で、最もよく焼けたと思われる部分を厳選してサンプリングすることができ、比較的短時間に緒度の

よい定方位試料が得られる。

定方位サンプルの採取方法の手順は次の通りである。

1)まず、古窯址床面のよく焼けている部分を選んで、試料として採取する焼土（こぶし大）の周り

に深さ数cmの滞を掘り、こぶし大部分の土片や土埃をきれいに取り除く。古窯中の試料採取部位が

自由に選べる場合は、焼成室中央部の中軸線沿いの部分で採取する。側壁際や窯尻、焚口近くは、焼

成中の窯内磁場が歪んでいる可能性があり、正確な地磁気の方位を示さないおそれがあるからである。

2)次いで、多めの水で溶いた石秤をその部分にかけ、全体がくずれないようにした後、浪いめに

溶いた石秤を焼土の表面にのせ、数cm角のアルミ板を押し付けて石狂の上面に平面をつくる。先に

薄い石麻をかけるのは焼土表面の細かい凹凸の中にも石秤がしみ込んで補強するのと、後でかける漿

い石狂とよく馴染んで試料が壊れ難くなるからである。

3)石狂が固まった後に、アルミ板をはがして、石秤平面の最大傾斜線（これを pitchという）の

方位とその傾斜角 (dip)を考古地磁気試料採取用に特に改造された特製クリノメーター (Hirooka、

1971)で測り、野帳に記録する。石狂平面には、その面の走向 (strike) と傾斜方向を示す3点と試

料の番号を油性マーカーで記す。

4) 1本刃の手鍬を用いて石狂で固めた試料を追構から掘り起こす。

5)試料の裏面にも石秤をかけて補強した後、 1個ずつ壊れないように紙で包む。

迫構の大きさにかかわらず、 1辿構当りこのような試料を通常、 10~15個採取して、研究室に持

ち帰る。

持ち帰った試料は、試料表面に記されている方位を示す3点をもとに、 一辺34mmの立方体に切

断・製形する。製形にはダイヤモンド・カッターを使用し、切断面にはその都度、石秤をかけてくず

れないように保護しておく。

pitchの方位はクリノメーター（特製クリノコンパス）の磁針を用いて決めているので、磁北を基

準にした方位になっている。したがって、磁北が真北からずれている分だけ振れたものになっている。

その振れの値、すなわち、追跡現場における現在の偏角を求めねばならない。それには、国士地理院

の西暦2000年の日本列島の偏角分布を求めるための実験式 （国土地理院、 2006)を用いた。計算の
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結果は西偏 7.2°であった。測定結果の各試料の偏角値は全てこの値で補正してある。追跡現場の緯度 ・

経度とともに、実験式から求めた現在の偏角値も第4表に掲げられている。

残留磁化の測定には大阪大谷大学に設置されている夏原技研製のリングコア型スヒ ナ゚ー磁力計

(SMM-85型） を使用し、試料1個につき 6回置き直しをして測定した。縦型のこの磁力計では、回

転軸は鉛直方向であるので、 1回置きで回転軸に垂直な平面（水平面）内の直交2成分の磁化を測定

することができる。 したがって、6回置き直すと 12成分が得られ、 3次元ベクトルである磁化ベク

トルの直交3成分 (X・Y・Z)のそれぞれを4回ずつ測ることになる。これら4個の値の平均値を

X ・Y・ Zのそれぞれの磁化成分とする。

採取した試料が元々保持している自然界で獲得した残留磁化を、自然残留磁化 (naturalremanent 

magnetization、略して、 NRM)といい、 最終焼成後に付加された不安定な二次磁化成分も含まれて

いる場合が多い。これらの二次磁化成分を除去するには、交流消磁実験が効果的である。 NRMの測

定をすませた後、段階消磁実験を行う。消磁段階は、まず、 2.5mT、5.0mT、7.5mT、10.0mTの

4段階を設定して、これらの段階で順次消磁し、各古窯について磁化方向のばらつきが最小になる段

階（最適消磁段階）を求める。段階ごとに、磁化強度の減少度を参考にしながら磁化方向のまとまり

具合をみて、最もまとまりがよくなる段階を選定して、それを最涸消磁段階とし、その時の平均磁化

方向を考古地磁気データとして採用する。通常の多くの場合は、 2.5mT~7.5mTの段階でまとまりが

最もよくなり、それより上の段階ではばらつきが大きくなる場合が多い。 しかし、 10.0mTまで消磁

しても、まだ、まとま り具合が改善しつつある場合は、12.5mT、15.0mT、20.0mTの消磁段階を追

加し、磁化方位がばらつきはじめるまで消磁をし、最適消磁段階を求める。今回の瀬戸c古窯群群で

は、最適消磁段階は全て lOmT以下で、段階を追加しなくて済んだ。

これらの試料の中には、 大きく磁化方向が外れるものが見られることがあるが、それらは、残留磁

化獲得後にその部分が動いたか、壁や天井の焼士が紛れ込んだかなど何らかの原因で当時の地磁気の

方向とは異なった方向の磁化を持つことになったものと考えられるので、このような試料のデータは

平均磁化方向を求める統計計算の際には除外する。

最適消磁段階の平均磁化方向および統計的なばらつきの程度を表わすパラメータ（フィッシャーの

信頼角 ：<X 9 5 と、フィッシャーの精度係数 ：K) を計算によって求める。統計計箕にはフィッシャ

ーの統計法 (Fisher、1953)を用いた。

<X 9 5 は、測定によって得られた平均磁化方位から推測される真の方位が 95%の確率で存在する

範囲を示している。云い替えれば、5%の危険率でこの範囲から外れることを意味しており、誤差の

大きさを表すパラメータとして用いられる。通常、窯跡や炉跡など焼士迫構のTRMでよくまとまる

ものでは、zo台以下の値となる。試料個数 (N)が増えると <X9 5の値（誤差）は小さくなる。また、

Kは、 試料個数の多少にかかわらず、個々の試料のばらつきの程度を表すパラメータで、まとまりの

よいほど大きな値になる。よくまとまったTRMでは、500以上の値をとる。
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3. 考古地磁気測定の結果

考古地磁気測定によって得られた個々の試料について、各窯の各消磁段階の磁化方向（偏角と伏角）

と磁化強度が第 5~19表に示されている。また、第 20表には各窯ごとに求められた平均磁化方向、

平均磁化強度および磁化のばらつきを表すパラメータ (a9 5 とK) などがまとめられている。 同

一窯から採取された試料の中には他の試料から大きく外れた磁化方向を示す試料が少数個見られる場

合が多く、そのような試料は何らかの原因で磁化方向がずれたことを示唆するので、平均磁化方向を

計箕する際には除外することにしている。第 5~19表では除外された試料には＊印が付されている。

また、第 20表中の n/N の欄は、統計計算に用いた試料数 (n)と採取した試料総数 (N)の比であ

るので、これによって除外された試料数もわかる。

これらの表をみると、瀬戸c古窯群では、 1号窯はまとまりのよい磁化方向を有しているが、 2. 

3号窯では磁化のばらつきが大きいことがわかる。とくに、第 20表で明らかなように、1号窯では

最適消磁段階 (7.5mT)でa9 5が 2.0°、Kが 507.8となり、よい磁化のまとまりを示したが、2号

窯および3号窯は、 a9 5がそれぞれ 5.0°と 4.1°となり、古窯の磁化方向としては、かなりばらつき

が大きい。中でも、 2号窯では、試料 12個中地磁気方向と考えられる磁化を有しているものが4個

しかないことは、残存している窯跡の床面焼土の磁化が大きく乱されていることを示している。 3号

窯では 12個全ての試料の中に大きくはずれた磁化を持つものはなかったが、最適消磁段階でもKの

値が 100を少し超える程度で、個々の試料の磁化方向が相当大きくばらついていること結果となっ

た。 2号窯ではKが 200台ではあるが、これは試料個数 (N)が4個とまとまりがいいものだけを選

んでいるので当然であり、むしろ、それでも 200台でしかないということは、ばらつきが大きいこと

を示していると言っていい。 2・3号窯のばらつきが大きい理由はよくわからないが、窯の焼成室の

最前部のみしか残ってないのが何らかの影聘を与えているのかも知れない。

4. 考古地磁気年代の推定

今回の測定の最適消磁段階の結果を東海地方の考古地磁気永年変化曲線にプロッ トしたのが第 16

図である。この図から考古地磁気年代を推定すると、

瀬戸Cl号窯 A.D.1230 士 100年

瀬戸C2号窯 A.D.1090 

瀬戸C3号窯 A.D.1090 

となろう。

1号窯の年代誤差がまとまり具合に比して大きいのは、 12~14世紀の東海地方の永年変化速度

が遅いためである。 2・3号窯については、フィッシャーの信頼円 (ag 5)が大きく、 Cl号窯の平
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均磁化方向にまでかかっているので、考古地磁気学的には 1号窯との年代差はほとんどないと考えら

れる。
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第 16固 東海版考古地磁気永年変化（
広岡 ・藤澤 2003による）と瀬戸C古窯群の

考古地磁気測定結果．

Declination : 偏角、 Inclination : 伏角
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古窯名

瀬戸 C 1号窯

瀬戸 C2号窯

瀬戸 C 3号窯

試料個数

12 

12 

12 

試料番号

CT3411~3422 

CT343 l ~ 3442 

CT3451~3462 

Lat.: 35° 02'17.3" N、 Long.: 136°56'51. 011 E 

D 2 o o o = -7. 2° 

第 4表 瀬戸c古窯群から採取した考古地磁気試料個数と試料番号

試料番号 偏角 伏角 磁化強度

(. E) (0 ) (X 10―4 Am2/kg) 

CT 3411 2. 9 60. 5 4. 00 

3412 9. 6 58. 0 4. 65 

3413 5. 0 60. 3 3. 26 

3414 9. 2 60. 6 4. 91 

3415 15. 4 58. 8 4. 30 

3416 6. 8 57. 0 9. 23 

3417 0. 2 59. 7 ,1. 62 

3418 -5. 8 59. 1 5. 70 

＊ 3419 18. 9 49.9 10. 7 

3420 31. I 66. 2 0. 297 

34 21 -9. 8 63. 0 0. 990 

34.22 9. 7 62. 0 4. 27 

＊ ：フィッシャーの統計計節の際に除外したもの．

第 5表 瀬戸Cl号窯のNRMの磁化測定結果

試料番号 偏角 伏角 磁化強度

(o E) (0) (X 10 —• Amツkg)

CT 3411 3. 2 60. 1 3. 73 

3412 10. 6 57. 8 4. 37 

3413 3. 9 60. 4 3. 06 

3414 7. 8 61. 0 4. 58 

3415 14. 8 58. 8 4. 03 

3416 9. 5 57. 1 8. 61 

341 7 0. 9 59. l 4.42 

3418 -4. 7 59. 6 5. 40 

＊ 3419 18. 0 51. l 10. 3 

3420 32. 8 61. 3 0. 257 

3421 -3. 9 61. 1 0 908 

3422 8. 3 61. 9 4. 01 

＊：フィッシャーの統計計鍔の際に除外したも の．

第 6表 瀬戸C1号窯の 2.5mT消磁後の磁化測定結果
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試料番号 偏角 伏角 磁化強度

(. E) (°) (X 10―., Am2/kg) 

CT 3411 2. 9 60. 7 3. 62 

3412 10. 7 58. 2 4. 30 

3413 4. 6 61. 0 3. 01 

3414 9.4 60. 3 4. 50 

3415 15. 2 58. 9 3. 87 

3416 5. 7 57. 7 8. 30 

3417 2. 0 59. 8 4. 36 

3418 -6. 3 57. 8 5. 22 

＊ 3419 19. 5 49. 6 9. 91 

3420 26. 9 59. 4 0. 209 

3421 -3. 6 61. 7 0. 850 

3422 12. 4 63. 1 3. 70 

＊ ：フィッシャーの統計計箕の際に除外したもの

第 7表 瀬戸Cl号窯の 5.OmT消磁後の磁化測定結果

試料番号 偏角 伏角 磁化強度
(, E) (') (X 10―4 Am'/kg) 

CT 3411 4. 7 60. 2 3. 47 

3412 9. 8 58. 2 4. 12 

3413 7. 3 60. 6 2.86 

3414 7. 8 60. 6 4. 36 

3415 15.4 59. 4 3. 72 

3416 7. 9 57. 6 7. 96 

3417 3. 2 59. 2 4. 07 

3418 -4. 8 58. 2 4. 93 

＊ 3419 20. 8 50.4 10. 1 

3420 -0. 7 61. 9 0. 169 

3421 -3. 7 62. 0 0. 793 

3422 11. 5 62.9 3. 40 

＊ ：フィッシャーの統計計箕の際に除外したもの．

第 8表 瀬戸C1号窯の 7.5mT消磁後の磁化測定結果
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試料番号 偏角 伏角 磁化強度

(0 E) (0) (X 10°Amツkg)

CT 3411 4. 6 61. 3 3. 27 

3412 9. 5 59. 4 9. 94 

3413 3. 4 61. 1 2. 65 

3414 8.9 60. 2 4. 17 

3415 15. 1 59. 4 3. 60 

3416 4. 9 58. 0 7. 76 

3417 1. 7 59. 4 3. 82 

3418 -2. 9 58. 4 4. 57 

＊ 3419 l 7. 6 49. 7 l 0. 1 

3420 -15.4 64. 1 0. 140 

3421 
~ 

-2. 2 61. 7 0. 746 

3422 11. 4 63. 2 2. 83 

＊ ：フィッシャーの統計計罫の際に除外した もの ．

第 9表 瀬戸Cl号窯の 10. OmT消磁後の磁化測定結果

試料番号 偏角 伏角 磁化強度

(. E) (. ) (X 10 " Am'/kg) 

*CT 3431 -154. 5 23. 8 3. 38 

3432 6.4 60. 4 l. 28 

3433 -0. 6 60. 7 1. 67 

3434 0. 7 59. 2 1. 94 

3435 -14. 8 66. 6 0. 478 

＊ 3436 l 7. 5 -24. 1 2. LS 

＊ 3437 114 9 -3. 9 0. 54 6 

＊ 3438 108. 0 41. 8 0. 906 

＊ 3439 -129. 4 46. 3 1. 27 

＊ 3440 -114. 3 -35. 0 0. 499 

＊ 3441 -126. 3 47. 4 0. 561 

＊ 3442 -110. 3 27. 9 2. 10 

＊ ：フィッシャーの統計計箕の際に除外したもの ．

第 10表 瀬戸C2号窯のNRMの磁化測定結果
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試料番号 偏角 伏角 磁化強度

(o E) (0) (X 10 4 Amツkg)

*CT 3431 -153. 6 23. 3 3. 31 

3432 5. 8 59. 8 1. 24 

3433 0. 5 61. 5 1. 67 

3434 1. 6 57. 8 1. 89 

3435 -18. 1 61. 5 0. 458 

＊ 3436 18. 5 -27. 0 2. 26 

＊ 3437 111. 3 -9. 7 0. 540 

＊ 3438 106. 6 38. 1 0. 871 

＊ 3439 -114. 4 52. 6 0. 962 

＊ 3440 -116. 3 -41. 5 0. 566 

＊ 3441 -57. 3 44. 4 0. 524 

＊ 3442 -111. 6 25. 8 2.04 

＊ ：フィッシャーの統計計箕の際に除外したもの．

第 11表 瀬戸C2号窯の 2.5mT 消磁後の磁化測定結果

試料番号 偏角 伏角 磁化強度

(. E) (') (X 10 4 Am'/kg) 

*CT 3,131 -154. 5 23. 5 3. 14 

3432 3. 4 59. 2 1. 14 

3433 0. 0 61. 0 1. 56 

3434 0. 2 57. 7 1. 82 

3435 -13. 1 56. 3 0. 382 

＊ 3436 18. 7 -30. 4 2. 36 

＊ 3437 108. 6 -18. 0 0. 547 

＊ 3438 106. 4 34. 1 0.820 

＊ 3439 -117. l 51. 7 0. 943 

＊ 3440 -116. 3 -47. 1 0. 557 

＊ 3441 -57. 3 28. 2 0. 515 

＊ 3442 -111. 6 25. 0 1. 91 

＊ ：フィッシャーの統計計節の際に除外したもの．

第 12表 瀬戸C2号窯の 5.OmT消磁後の磁化測定結果
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試料番号 偏角 伏角 磁化強度

(°E) (0) (XlO "A, 而/kg)

*CT 3431 -153. 9 22. 5 2. 90 

3432 2. 8 59. 8 1. 02 

3433 -1. 3 61. 3 1. 52 

3434 1. 5 58. 2 1. 71 

3435 -10. 0 52. 5 0. 348 

＊ 3436 18. 5 -31. 7 2 46 

＊ 3437 107. 6 -22. 4 0. 576 

＊ 3438 106. 4 31. 4 0. 795 

＊ 3439 -118. 2 43. 1 0. 7 13 

＊ 3440 -118. 3 -49. 7 0. 563 

＊ 3441 -135. 8 35. 9 0. 388 

＊ 3442 -110. 3 24. 3 1. 86 

＊ ：フィッシャーの統計計箕の際に除外したもの ．

第 13表 瀬戸C2号窯の 7.5mT消磁後の磁化測定結果

試料番号 偏角 伏角 磁化強度

(, E) (0) (X 10 —• A, 而/kg)

*CT 343J -154.. 7 21. 2 2. 30 

3432 5. 9 57. 8 0. 836 

3433 -7. 3 61. 8 l. 44 

3134 0. 5 58. 9 l. 60 

3435 -13. 7 56. 6 0. 381 

＊ 3436 19. 9 -30. 8 2. 41 

＊ 3437 108. 9 -24. 9 0. 593 

＊ 3438 106. 3 28. 6 0. 770 

＊ 3439 -110. 8 41. 6 0. 638 

＊ 3440 -117. 6 -49. 0 0. 580 

＊ 3441 -122. 5 27. 3 0. 367 

＊ 3442 -109. 1 24. 3 1. 72 

＊ ：フィッシャ ーの統計計算の際に除外したもの ．

第 14表 瀬戸C2号窯の 10. OmT消磁後の磁化測定結果
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試料番号 偏角 伏角 磁化強度
(. E) (0) (X 10 4 Amツkg)

CT 3451 5. 9 54. 5 4.44 

3452 -19. 4 54. 8 8. 51 

3453 0. 0 52. 5 4. 71 

3454 -20. 9 60.8 4. 10 

3455 -14. 3 70. 0 1. 98 

3456 -20.4 66. 7 7. 82 

3457 6. 6 59. 5 12. 8 

3458 -2. 5 60. 1 3. 76 

3459 5. 7 60.8 3. 08 

3460 -10. 3 53. 1 3. 12 

3461 5. 2 69. 4 1. 96 

3462 4. 1 53. 9 1. 79 

第 15表 瀬戸C3号窯のNRMの磁化測定結果

試料番号 偏角 伏角 磁化強度

( • E) (0 ) (X 10 4 Am2/kg) 

CT 3451 9. 1 54. 1 4. 13 

3452 -19. 9 53. 6 8. 53 

3453 4. 7 51. 4 4. 64 

3454 -12. 5 59. 8 2. 86 

3455 -12. 7 67. 4 1. 78 

3456 -18. 0 68. 3 6. 68 

3457 7. 9 57. 7 12. 3 

3458 0. 9 59. 2 3. 43 

3459 15. 8 57. 5 2. 30 

3460 -8. 9 53. 3 2. 86 

3461 6.4 66. 5 1. 70 

3462 4. 1 54. 8 1. 69 

第 16表 瀬戸C3号窯の 2.5mT消磁後の磁化測定結果
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試料番号 偏角 伏角 磁化強度

(' E) (0) (X 10 4 Am'/kg) 

CT 3451 8. 0 52. 9 4. 35 

3452 -13. 9 53. 7 8. 03 

3453 1. 5 50. 4 4. 71 

3454 -8. 2 58. 1 2. 87 

3455 -11. 1 66. 6 1. 82 

3456 -13. 9 67. 2 6. 54 

3457 7. 2 56. 2 12. 0 

3458 -3. 7 56. 8 3. 48 

3459 13. 4 55. l 2. 31 

3460 -6. 1 51. 9 2. 91 

3461 3. 3 65. 3 1. 59 

3462 3. 9 55. 5 1. 78 

第 17表 瀬戸C3号窯の 5.OmT消磁後の磁化測定結果

試 料番号 偏角 伏角 磁化強度
(. E) (0) (X 10 " Am2/kg) 

CT 3451 6. 8 52. l 3. 85 

3152 -9. 8 51. 0 6. 44 

3453 3. 6 48. 4 4. 34 

3454. -7. 7 56. 6 2. 4 3 

3455 -7. 8 66. 3 1. 55 

3456 -J 2. 6 66. 4 5. 58 

3457 4. 3 56 2 10. 4 

3458 1. 8 57. 6 2. 87 

3459 15. 7 55. 5 1. 95 

3460 -10. 4 51. 1 2. 05 

3461 6. 8 64. 4 1. 33 

3462 4. 2 56. 1 1. 69 

第 18表 瀬戸C3号窯の 7.5mT消磁後の磁化測定結果
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試料番号 偏角 伏角 磁化強度

(. E) (0) (X 10-4 Am'/kg) 

CT 3451 10. 2 51. 6 3. 05 

3452 -10. 0 51. 6 4. 68 

3453 2. 1 47.8 3. 58 

3,154 -7. 0 56.4 1. 84 

3455 -9. 0 66. 6 1. 28 

3456 -13. 0 67. 5 4. 15 

3457 6. 5 54. 7 7. 90 

3458 -0. 9 56. 8 2. 07 

3459 14. 4 55. 4 1. 48 

3460 -8. 5 48. 7 1. 64 

3461 1. 2 63. 8 1. 09 

3462 6. 1 55. 5 1. 55 

第 19表 瀬戸C3号窯の 10.0 mT消磁後の磁化測定結果

追構名 消磁段階 n/ N D I a 9s K 平均磁化強度
(. E) (0) (0) (X 10 ., Am勺kg)

1号窯 NRM 11/12 6. 4 60. 8 3. 2 205. 4 4. 20 

2. 5mT 11/12 7. 5 60. 2 3. 0 234. 9 3. 94 

5. OmT 11/12 7. 2 60. 2 2. 8 2 70. 1 3. 81 

7. 5mT 11/12 5. 3 60. 2 2. 0 507.8 3. 62 

10. OmT 11/12 3. 7 60. 8 2. 5 335. 9 3. 41 

2号窯 NRM 4/12 -1. 4 61. 9 5.9 240. 7 1. 34 

2. 5mT 4/12 -2. 3 60. 5 6. 2 218. 6 1. 32 

5. OmT 4/12 -2. 6 58. 7 5.0 342. 9 1. 23 

7. 5mT 4/12 -2. l 58. 1 5. 7 263. 8 1. 15 

10. OmT 4/12 -3. 7 59. 0 5. 7 257. 8 1. 06 

3号窯 NRM 12/12 -4. 6 60. 1 4. 5 93. 7 4. 48 

2. 5mT 12/12 -1. 4 59. 1 4. 5 92. 4 4. 41 

5. OmT 12/12 -1. 1 57. 8 4. l 115. 8 4. 37 

7. 5mT 12/12 -0. 2 57. 1 4. 2 110. 2 3. 71 

10. OmT 12/12 -0. 2 56. 6 4. 4 100. l 2. 86 

n/N : 採択試料個数／採取試料個数、 D: 平均偏角 、 I : 平均伏角、

a 9 s : フィッシャーの信頼角、 K : フィッシャーの精度係数．

：考古地磁気データとして採用したもの ．

第 20表 瀬戸C古窯群の考古地磁気測定結果
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第 2節瀬戸c古窯群出土炭化材の樹種同定

株式会社パレオ・ラボ

藤根 久・中村賢太郎

1. はじめに

瀬戸c古窯群は、大府市に所在する山茶碗・小皿・片口鉢・壺などを焼成した鎌倉時代の古窯であ

る。

ここでは、この古窯から出土した炭化材について樹種同定を行い、燃料材の特徴について調べた。

2. 試料と方法

試料は、2号窯および3号窯から出土した炭化材各 3試料である （第 21表）。

各炭化材は、3断面（横断面 ．接線断面 ・放射断面）を 5mm角以下の大きさに整え、直径1cm

の真鍮製試料台に両面テープで固定し銀ペース トを塗布した後、金蒸着を行った。観察および同

定は、走査型電子顕微鏡（日本電子（掬製 JSM-5900LV型）を使用した。

3. 結果および考察

炭化材の樹種同定を行った結果、常緑産十葉樹のマツ属複維管束亜属、落葉広葉樹のコナラ屈ク

ヌギ節（以下クヌギ節）であった（第 21表）。

2号窯では、クヌギ節のみであったが、 3号窯ではマツ）屈複維管束亜屈とクヌギ節が検出され

た。

市内における中世の山茶碗窯の燃料材を見ると、マツ）咸複維秤束亜屈やクヌギ節のほか、落葉広

菓樹のコナラ屈コナラ節やクリも利用されている（植田， 2005;植田， 2006)。ここでは、いず

れの窯も各 3試料のみであったため、コナラ節やクリは見られなかったものの、同様の木材利用

があったものと考えられる。なお、炭化材は、丸木に注目すると、直径が約 5cm以下の材から

なる。

試料No. 辿構 地区 思位 取上げNo. 樹種 形状

1 B区 毅土 6-2 クヌギ節 丸木

2 2号窯 A区 6-3 クヌギ節 半栽

3 c区 6-4 クヌギ節 丸木

4 D区 2尼i 6-1 マツ屈複維管束亜屈 破片

5 3号窯 E区 毅土 6-5 マツ屈複維管束亜屈 破片

6 8-1 クヌギ節 丸木

第 21表 瀬戸c古窯群から出土した炭化材と樹種同定結果

以下に、同定根拠とした材組織の特徴を記載し、材の 3方向の組織写真を提示した。

(1)マツ屈複維管束亜属 P1'nus subgen. D1'ploxylon マツ科 図版 9 la -lc(No.4) 

サイズ (mm)

d=34 

r=24 

d=26 

d=24 

仮道管、水平と垂直の樹脂道を取り囲むエピセリウム細胞、放射柔細胞および放射仮道管からなる
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針葉樹である。早材から晩材への移行は急で、晩材の此は多く、垂直樹脂道は早材から晩材にかけて

見られる。放射柔細胞の分野壁孔は窓状である。放射組織の上下端には有縁壁孔を持つ放射仮道管が

あり、その内壁には鋸状の肥厚がある。放射組織は 1~10細胞高である。

マツ属複維管束亜属には、アカマツとクロマツがあり、アカマツは二次林の代表樹種である。自然

分布ではアカマツは内陸部に、クロマツは海岸部に多い。木材は、建築材のほか杭材や車両材などに

利用される。

(2)コナラ属コナラ亜屈クヌギ節 Quercus subgen. Quercus sect. A~ 印lops プナ科 図版 ，

2a-2c(No.1) 

年輪のはじめに大形の管孔が 1~3陪配列し、その後小型・厚壁の管孔が単独で放射方向に配列す

る環孔材である。放射組織は、同性単列のものと集合状のものがある。

クヌギ節は、落葉性高木であり、関東ではクヌギ、瀬戸内海沿岸地方にはアベマキが多い。木材は、

重厚で割裂性が良い。現在においても薪炭材として重要な樹木である。

引用文献

植田弥生 (2005)深廻間A古窯跡群出土炭化材の樹種同定．「深廻間A古窯跡群、～大府深廻間特定土地区画整理地内

埋蔵文化財発掘調査報告～」、大府市文化財調査報告芯、第5集、愛知県大府市教育委員会， 173-182.

植田弥生 (2006)深廻間B古窯跡群出土炭化材の樹種同定．「深廻間B古窯跡群、～大府深廻間特定土地区画整理地内

埋蔵文化財発掘調査報告II~」、大府市文化財調査報告芯、第7集、愛知県大府市教育委員会，91-96.
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第 17図 出士炭化材の試料位骰と検出樹種
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図版 9 木材組織の走査型電子顕微鏡写真

la-le. マツ屈複維管束亜屈 (No.4) 2a-2c. コナラ属クヌギ節 (No.l)
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第 3節総括

今回調査した 3基は南東から北西側にほぼ平行に並ぶ蕃窯である。 いずれの窯も後世の削平により多

くの部分が破壊されていた。

1号窯の残存状況は非常に悪く、 2号窯は焼成室と一部天井部 ・燃焼室 ・焚口付近と分焔柱基部が

残存し、 3号窯は東側部分のみの調査ではあるが焼成室と一部天井部 ・燃焼室 ・焚口付近 ・分焔柱が

天井まで残存していた。 3号窯は焚口から窯体に向かって左側の側壁と床面の間に溝施設を構築し、

その溝は比較的長く約4mを超え調査区内には収まらなかった。

1号窯と 2号窯の間は4mほど離れているが、2号窯と 3号窯は約2mと近く窯体も平行に並んで

おり 1号窯と 2・3号窯では若干の時差が生じる可能性がある。灰原などの重複関係は不明である。

この調査を整理するに当たり発掘当時の資料が非常に少なく記録が不十分であっため、窯体や灰原の

閲係性を十分に理解し解明することは不可能に近かった。

どの窯体からも余り多くの造物が出土したわけではないが、主に 2号窯や3号窯からは碗 ・小皿・

片口山茶碗が出土している。大府市内で行った発掘調査では出土していなかった片口碗が 2号窯焼成

室下層付近から 3点固まって出土している。

これらの出士造物から常滑編年をもとに年代を考えると、この 3基は4形式から 5形式 (1190年ご

ろ~1250年ごろ）のもので、その中でも 1号窯は追物足が極端に少ないが2号窯 .3号窯よりやや

新しいと考えられる。窯の操業年代を示す考古地磁気測定結果の研究とも比較的変わりなく 2・3号

窯がほぼ同時期に稼働し、 やや遅れて 1号窯が操業していたようであるが、この 3基の時代差は大き

いものではない。

瀬戸C古窯群は瀬戸B古窯群を発掘中に発見された窯であるが、辿跡としては瀬戸B古窯群より多

少南西に位置し直線上で約70m南に位置している。どちらの辿跡についても窯体は焚口が北に位置

しているが、瀬戸B古窯群の操業年代は 12世紀後半から 13世紀前半で形式編年は2から 3形式にあ

たる。今回の調査により、瀬戸B古窯群と瀬戸c古窯群の関係は瀬戸B古窯群が早く、瀬戸c古窯群

がその後に操業していた事になる。

参考文献

愛知県史編さん委員会2007『愛知県史』別編窯業 2 中世 ・近世瀬戸系

愛知県史編さん委員会2012『愛知県史』別編窯業3 中世 ・近枇 常滑系

中野睛久 1994「生産地における編年についてJ『「中世常滑焼をおって」毀料集』日木福祉大学知多半島総合研究所

日本幅祉大学知多半島総合研究所 2013『知多半島の歴史と現在』 No.17

大府市教育委且会 『瀬戸B古窯群 ・奥谷古窯』大府市文化財調査報告芯第 10ft¥ 

公益財団法人瀬戸市文化振腿財団 2012『古瀬戸の誕生「陶祖藤四郎」 伝説とその時代』

丙木修2012「中世常滑窯における焼成器種とその形態的分類について」『愛知県史研究』第 16号
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第 1章遺 構

第 1節窯体について

久分古窯群では窯体を 5基確認していたが、東端の 1基は工事区域外のため 1号窯と名づけたのみ

で、窯体を調査することが出来なかった。謂査対象となった4基は、いずれも山茶碗窯と呼ばれる地
わな

下式の容窯で後世の削平により窯体上部は残存していなかった。また、調査区の中央部を西北西から

東南東に向かって愛知用水の支線が 3から4mの幅で埋設されていたため、 2号窯と 3号窯について

は焼成室下方部分より燃焼室側が破壊されている。 4号窯と 5号窯については焚口付近から灰原方向

が破壊されていた。

1号窯

1号窯は試掘調査で存在が確認され、本調査では調査区東側の壁面に窯体の一部を確認した。窯体

甘本部は調査区範囲外で詳細は不明である。愛知用水の支線を埋設する工事に伴いかなりの部分が破

壊されていると思われる。

2号窯

2号窯は1号窯の西側に近接し、 窯体の上部は数回の牒地改良を受けているため消失している。焚

ロから燃焼室、分焔柱部分と焼成室の下位部分は愛知用水の支線埋設工事の際に破壊され消失してい

た。窯体の全長は約 2.80mで窯体は焚l」を北東に向けて築窯されている。窯体の主軸方位はs-37°

-w、標高 36.2m~38.45mである。焼成室上部の辿存状態はやや良好である。1Jllj壁は左右両方とも

残存した状態で最大高は 0.85m が残存していた。焼成奎の規模は残存値で長さが 2.80m、最大幅は

2.75mである。床面は青灰色で、側壁は赤褐色でどち らもよく焼き締まっている。床面の傾斜は残存

する焼成室下位から 0.7mまでは約 30°で上昇し、その地点から上部までは約44°で上昇する。

窯体内には焼台や辿物が残っていなかったため、窯出し作業直後のまま操業を中止した状態ではな

いかと考えられる。

床面の断割り調査を行ったが、床面下施設に伴う迎構や追物は検出されなかった。床面の陪位は上

から青灰色士恩、浅黄色土胴、赤色士胴となり、地山はにぶい黄褐色土恩へと続いている。それぞれ

の思の厚さは約 6cm、約 5cm、約 7cmである。

3号窯

3号窯は 2号窯の約 1.5m北西側に位置し、窯体の上恩部である煙出しや焼成室上部付近はJ農地改

良を受けて消失している。又、焚口から燃焼室部分と分焔柱付近は愛知用水の支線埋設工事により破

壊されている。窯体の残存長は約 5.90mで焚口を北東に向けて築窯されている。窯体の主軸方位は S

-38° —W で、標高は 35.70m~38.44mである。分焔柱は確認出来なかったが、焼成室の追存状態は

良好である。焼成室はセンターライン上で残存長が 5.90m、最大幅3.08mである。側壁は左右両方と

も残存していてその最大簡は0.98mである。側壁 ・床面は灰白色でやや焼き締まっている。床面の傾
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斜は、残存する焼成室最下位置点より 0.30mまでは約 50の傾斜で上昇し、そこから 0.8mまで約 18°

で上昇する。さらに 0.4mまで約20°で上昇し、その地点から I.Omは31°でさらに強い傾斜を呈する。

最後の傾斜は約40°をもって残存する焼成室を上昇していく。焼成室の上部の床面上には焼台が 58点

残存し、いずれも良好な状態であった。

床面の断割り調査を行った結果、碗 （山茶碗）が伏せて敷き詰められた状態の床面下施設を検出し

た。床面下施設は残存する焼成室の下位部分に作られていた。碗の検出状況は伏せられた状態で、ロ

縁部を地面に密着させ、高台及び底部が上方を向く形で 156点を確認した。碗の下阿は地山を掘り 下

げた状態のままであり 、碗を伏せて並べ粘土を貼り付けた構造であった。敷き詰められた碗は内部が

空洞ではなく 、ほとんどのものが粘土や碗の破片が詰められた状態であった。床面下施設の恩位は上

から灰白色土尼、にぶい橙色 （黄色が強い） 土屈、にぶい橙色（赤色が強い）土庖となり 、地山のに

ぶい黄褐色へと続いている。それぞれの屈の厚さは約 5cm、約 6cm、約 7cmとなっている。

4号窯

4号窯は3号窯の北北西側に隣接し、窯体の上屈部である煙出しや焼成室上部付近は牒地改良を受

けて消失している。窯体の残存長は約 7.88mで焚口を東北東に向けて築窯されている。窯体の主軸方

位はS-61°-Wで、標高は 36.34m~38.36mである。焚口付近から燃焼室と分焔柱、 焼成室の上部

以外が残存し側壁は左右両方とも残存していた。焚口の幅は推定 1.30mで、燃焼室の幅は分焔柱基部

で2.00m、燃焼室の長さは分焔柱基部まで2.40mである。燃焼室の床面傾斜は焚口から 1.6mの地点

までは30で下降し、そこから分焔柱基部である 0.8mの地点まではほぼ水平である。

床面は灰白色でやや焼き締まった状態で、側壁はにぶい赤褐色でよく焼き締まっている。分焔柱は、

地山掘り残しによって作られたもので、天井部位まで残存している。基底部で 50cmx55 cmの楕円形

を呈しているが、中位から上部にかけてやや細くなっている。色は灰白色でよく焼き締まっている。

分焔柱中央部での窯体の幅は、床面で 1.60m、通焔孔の床面幅は右が 0.4m、左が 0.7mである。残存

している側壁の最大高は0.9mである。

焼成室の床面の傾斜は、分焔柱基部から 1.lmの地点までは約 40°で上昇する。焼成室はセンターラ

イン上で残存長 5.25m、最大幅は 2.70mである。さらにそこから 0.8mを1,50の傾斜で上昇する。そ

こから 0.6mを 18.5°で上昇し、そこから 0.7mは約 29°で上昇し、残りは約 37°で急に上昇していく。

焼成室には焼台が数点残存していたものの、多くの焼台や辿物は残存していなかった事から 2号窯同

様に窯出し作業直後のまま操業を中止した状態ではないかと考えられる。

床面の断割り調査を行ったところ、碗（山茶碗）が伏せて敷き詰められた状態の床面下施設を検出

した。床面下施設からは、碗 153点、窯道具の焼台21点の追物が確認出来た。床面下施設は分焔柱

から水平な焼成室部分に作られていた。碗の下恩は地山を掘り下げた状態のままであり 、碗を伏せて

並べ粘土を貼り付けた構造であった。敷き詰められた碗は内部が空洞ではなく 、ほとんどのものが粘

土や碗の破片が詰められた状態であった。 施設内で発見された碗は単体のもの以外に、熔着したもの

や焼台と熔着したものなどが使用されていた。灰恩が一部検出された。床面下施設の層位は上から灰

白色土層、にぶい橙色土暦、にぶい赤褐色土層となり地山のにぶい黄褐色士層へと続いている。それ

ぞれの土屈の厚さは約 5cm、約 6cm、約 7cmである。
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5号窯

5号窯は4号窯の約 1.5m北側に位置し、窯体の上恩部である煙出しや焼成室上部付近は農地改良

を受けて消失している。窯体の残存長は約 6.56mで焚口を東北東に向けて築窯されている。窯体の主

軸方位はS-66°―Wで、標裔が 36.44m~38.26mである。焚口から燃焼室までの追存状態は良好で、

側壁は左右両方ともほぼ残存している。焚口の幅は 1.10mで燃焼室の幅は分焔柱基部で 1.70m、燃焼

室の長さは分焔柱基部まで 1.65mである。燃焼室の床面傾斜は、焚口から 0.40mの地点までほぼ水平

である。そこから分焔柱基部までの 1.05mは 100の傾斜で下降する。床面は灰白色でよく焼き締まり、

側壁も灰白色でよく焼き締まっている。分焔柱は地山掘り残しによって作られ、基底部で 42cmx54 

cmの柘円形を呈している。色は灰白色でよく焼き締まっている。分焔柱中央部での窯体の幅は、床面

で 1.75m、通焔孔の床面幅は右が 62cm、左が 65cmとなっている。焼成室はセンターライン上で残存

長 4.65m、最大幅は2.22mである。残存している側壁の最大高は l.OOmである。

焼成室の床面の傾斜は、分焔柱基部から 0.9mの地点までは約 50で上昇し、そこから 1.60mは約 20°

で上昇する。そこから 29°でさらに上昇していく。焼成室には辿物や焼台が少数しか残存していなか

ったため、窯出し作業直後のまま操業を中止した状態ではないかと考えられる。

床面断割り調査を行った結果、床面下に碗（山茶碗）を数点は上向きの状態であったが、ほとんどは

伏せた状態または横にして敷き詰めた状態の床面下施設を検出した。追物は碗が 330点、焼台が 73

点出土した。床面下施設は分焔柱のまわりから 4.00m南側の焼成室にかけてであった。伏せられた碗

の下は、地山を掘り下げた状態のままであり、碗を伏せて並べて粘土を貼り付けた構造である。出土

した碗は側壁際まで伏せられた状態であり、碗は単体のものと熔着したもの、それ以外に焼台と熔着

したものが使用されていた。碗の内部は空洞ではなく、ほとんどのものが粘土や碗の破片が詰められ

ていた。 一部灰陀が検出された。床而下施設の恩位は上から灰白色土尼、にぶい橙色（黄色が強い）

土屈、にぶい橙色（赤色が強い）土陀となり、地山のにぶい黄褐色へと続いている。それぞれの厚さ

は約 7cm、約 7cm、約9cmとなっている。

前庭部及び灰原

久分古窯群では愛知用水の支線埋設工事により窯の前庭部及び灰原の一部が破壊されていた。 2号

窯と 3号窯で下胴部分が形成され、 4号窯と 5号窯で灰原上屑が形成されていた。

4号窯の焚口北西側に直径 l.OOmほどの円形士坑SKOlを検出したが、残存状態が良くなかったた

め窯体との関係は不明である。
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第 2章 遺 物

第 1節器形分類

今回の発掘調査では、 36リットルコンテナに 363箱分の追物が出土した。主な出土辿物は、碗 ・

小碗 ・小皿 ・片口鉢である。それ以外に片口山茶碗 ・片口碗・陶錘・ 壺 ・子持ち器台 ・焼台 ・伊勢型

塙が出土した。追物の中には仏具として製作されたと思われるものも数点見つかった。

碗

体部の形は丸みを帯びていて、器体の法量がやや大きく、高台の作りが比較的丁寧で端部に付培し

ている籾痕や砂粒が少ないものをA類とした。

A類よりも体部に丸みがなく直線的で、器体の法絋はA類よりもやや小さく 、高台の作りが雑で端

部に籾痕や砂粒が多く残るものを B類とした。

その法絨は、A類で平均が口径 16.4cm、高台径 7.9cm、器高 5.3cm、B類の平均が口径 16.0cm、

邸台径 7.8cm、器高 5.0cmである。

A類 B類

二

115 

第 14.固碗類器形分類固

小碗

碗をそのまま小さくした形のものである。口径が 9cm未満のものを I類とし、 9cm以上から 10cm 

未満のものをIl類、 10cm以上のものをrn類とした。

［類 l]類 ill類

ご 683 胃三三ロニ二

第 15固小碗器形分類図

-84 -

第 3部久分古窯群



小皿

器体に嵩台が無い皿で、底部から体部への移行が明瞭なものを 1類とした。底部から体部への移行

が緩やかで体部がやや丸みを帯びたものを 2類とした。底部が円柱状に突出するものを 3類とした。

その法批は、 1類の平均が口径 8.1cm、底径4.4cm、器高 2.2cmである。 2類の平均は口径 8.2cm、

底径4.4cm、器高 2.2cmである。 3類の平均は口径 8.1cm、底径4.1cm、器高 2.3cmである。

1類 2類

~819~815 

第 16固小皿器形分類固

片口鉢

3類

~816 

計測可能な辿物はすべて口縁端部がやや尖り体部が緩やかに湾曲する。常滑窯編年片口鉢 I類に属

する。大きなものを a類、小さいものをb類とした。

a類

b類
846 

844 

第 17図鉢類器形分類図
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第 2節 出土遺物について

今回出土した辿物は調査区全体で、碗7557点、小碗・小皿 4391点、 鉢 15点、重ね碗 796組 (2853

点）、重ね小碗 ・小皿 1057組 (3174点）、重ね碗皿 28組、焼台 152点、片口山茶碗4点、伊勢型

渦 4点、壷4点、子持ち器台 1点、仏具小碗 1点、陶錘 1点が出土した。その多くが愛知用水支線

埋設工事により破壊された撹乱部分に属しており 、窯内から出土した迫物は少量であった。

なお、碗、皿、鉢類については底径が 1/2以上残存するものを 1個体とし、他の器種については、

破片から明らかに 1個体と判別できるものをカウントした。

2号窯に関する遺物

窯内からは碗 19点、重ね碗 14組 (26点）、小碗2点、 小皿 8点、重ね皿3組 (10点）、鉢 1点

が出士した。

碗（遺物番号1468・1469)

分類計測した2点は、いずれも高台のつくりが雑で体部が直線的な B類である。1469は焼成不

良である。

小碗（遺物番号 1470)

分類計測した 1点はIl類で内底面は回転ナデ、外底面はナデ調整が施されているが、糸切り痕が

不明瞭に残っている

小皿（遺物番号100)

分類計測した 1点は 1類で、外而底部と体部の塊目が明瞭である。外底面は回転糸切り痕がナデ

消されている。内底面は自然釉の付行により不明である。

片口鉢（追物番号860)

分類計測した 1点はb類で、内底面は回転ナデ、外底面は末調整で自然釉が付培している。体部

下半に回転ヘラ削りによる調整が施されている。

3号窯に関する遺物

窯内からは碗 14点、重ね碗 1組 (4点）、小碗2点、焼台58点が出土した。

碗（遺物番号113)

分類計測した 1点はA類で、高台のつくりが丁寧で体部はやや丸みを帯びている。内底面には

ナデによる調整が施され、外底面はナデ調整が施されているが、糸切り痕が不明瞭に残っている。

小碗（遺物番号810)

分類計測した 1点はII類で、内底面は指ナデ調整、外底面はナデ調整が施されているが、糸切り

痕が不明瞭に残っている。

【床面下施設】

床面下施設からは碗 159点、重ね碗 3組 (7点）、小碗 1点、小皿 1点 重ね碗llll4組（碗 5点、
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小碗 4点）、 が出土した。

碗（遺物番号 122~179)

分類計測した 58点は、口径 15.8~17.5C ill平均 16.6cm、高台径 7.2~9.4cm平均 8.1cm、

器高4.5~5.9cm平均5.2cmである。

A類と B類はどちらも 29点出土している。内底面に指ナデ調整痕を持つものは 9点と少ない。

外底面は糸切り後未調整のものが 1点、糸切りをナデ消 してあるものが 8点ある。焼成はやや不良

なものが 3点、 不良なものが 2点あるがおおむね良好である。

小皿（遺物番号824)

分類計測した 1点は 1類で、外面底部と体部の境目が明瞭である。外面体部の下方を強くナデて

おり 、体部の中央付近に稜を持つ。内底面は回転ナデ、外底面は糸切りをナデ消してある。

4号窯に関する遺物

窯内からは碗 196点、重ね碗 18組 (62点）、小碗 4点、小皿 48点、重ね皿 1組 (2点）、重ね

碗皿 1組（碗7点、小碗 1点）、が出土した。

碗（遺物番号 110~112、114・115、119~121)

分類計測した 8点は、口径 14.7~16.8C ill平均 15.5C ill、高台径 7.2~8.5cm平均 7.9cm、器

商 4.7~5.4cm平均 5.0cmである。

119・120以外はB類である。内底面に指ナデ調整痕を持つものは2点、ほかは回転ナデであ

る。外底面は糸切りをナデ消してあるものが 2点ありほかは糸切 り痕が不明瞭に残る。焼成はやや

不良なものが 1点あるがおおむね良好である。

小碗（選物番号822・843)

分類計測した 2点はいずれも I類である。内底面はどちらも回転ナデ、外底面はナデ調整により

糸切り痕が消されているもの (843)と糸切り痕が不明瞭に残るもの (822)がある。

小皿（遺物番号103~107、110・112)

分類計測した 7点は、口径7.6~8.7CID平均 8.2cm、底径3.7~5.5cm平均 4.3cm、器高 2.1

~2.5cmである。底部が叫主状に突出する 3類が最も多く 5点、底部と体部の境目が不明瞭な 2

類が 2点ある。窯内で確認された 3類は4号窯でのみ確認されている。

【床面下施設】

床面下施設からは碗 124点、重ね碗8組 (21点）、焼台 21点が出土した。

碗（遺物番号180~216)

分類計測した 37点はすべてB類で、口径 14.3~16.4C ill平均 15.5cm、高台径 7.1~9.2Cm平

均 7.8C ill (高台のない 186除く）、器高 4.2~5.5cm平均 4.9C ill (高台のない 186除く）である。

内底面に指ナデ調整痕を持つものは 22点、他は回転ナデである。外底面は糸切りをナデ消してあ

るものが 4点、糸切り痕が明瞭に残るものが 2点、他は糸切り痕が不明瞭に残る。焼成はやや不良

なものが 5点、不良なものが 2点ある。体部の器壁の厚さはほぼ一定のものが多いが、 口縁部下を

締めなでている個体も見られる。
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5号窯に関する迫物

窯内からは碗 85点、重ね碗 12組 (43点）、 小碗 8点、小皿 (35点）、重ね皿 15組 (46点）、

重ね碗皿 1組（碗 10点 ・小碗3点）が出土した。

碗（遺物番号 116~118)

分類計測した 3点は、口径平均 16.3CID、裔台径平均 7.6cm、器高平均 5.0cmである。

116・117はA類、 118はB類である。117・118は内底面に指ナデ鯛斃痕を持ち 116は回転ナデで

ある。外底面は糸切り をナデ消してあるものが 116、他2点は糸切り痕が不明瞭に残る。

小皿（迫物番号819・820)

分類計測した 2点はいずれも 1類で体部は直線的、外底面は糸切り痕が明瞭に残る。819の内底

面には指ナデ調整が認められる。

【床面下施設】

床面下施設からは碗307点、重ね碗 132組 (528点）、重ね皿 1組 (8点）、焼台 73点が出土した。

碗（迫物番号217~223)

分類計測した 8点はすべてB類で、口径 15.0~16.8CID平均 15.9C ill、靡台径 7.1~8.5 CID平均

7.7c m、器高 4.0~5.5cm平均4.8cmである。内底面に指ナデ閻斃痕を持つものは4点、他は回

転ナデである。すべての個体の外底面に糸切り痕が不明瞭に残る。

体部の器壁の厚さはほぼ一定のものが多いが、口縁部下を締めなでている個体も見られる。

灰原の迫物

灰原については発掘時にその範訓や窯体とのI州連がつかめなかったため、灰原部分から出土した

辿物すべてを一括して検討せざるを符ず、残念な結果となってしまった。

灰原からは碗2042点、重ね碗 149組 (582点）、 小碗 ・小皿 1249点、重ね皿 ・小碗 151組 (463

点）、重ね碗11118組（碗 23点、小碗 ・.llll17点）、鉢 5点、片口山茶碗 2点、壷 2点、陶錘 1点、

子持ち器台 1点、仏具と思われる小碗 1点が出土した。

碗（迫物番号54~109、225・226)

分類計測した 58点のうちA類 14点、B類 44点で、口径 15.2~17.2Cm平均 16.1C ill、席台径

6.6~9.6c m平均 7.8cm、器裔4.3~5.9cm平均 5.1cmである。内底面に指ナデ調整痕を持つも

のは 41点、他は回転ナデである。外底面に糸切り痕が明瞭に残るものは 1点のみで、糸切りをナ

デ消しているものが 18点、ナデ調整が施されているものの糸切り痕が不明瞭に残るものが 39点あ

る。体部の器壁の厚さはほぼ一定のものが多いが、口縁部下を締めなでている個体も見られる。ま

た、補修痕を持つ個体も出土した。

小碗・小皿（迫物番号659~799、803~813、825~842)

【小碗】

分類計測した llO点のうち I類37点、 II類 51点、III類 22点で、口径 15.0~16.8C Il1平均9.2

cm、高台径 7.1~8.5Cm平均 3.9cm、器高 4.0~5.5C ill平均 2.9cmである。内底面に指ナデ調

整痕を持つものは 17点、他は回転ナデである。外底面は糸切 りをナデ消しているものが多いが、
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糸切り痕が不明瞭に残るものが 32点ある。

【小皿】

分類計測した 62点のうち 1類 51点、 2類 3点、3類 3点で、口径 15.0~16.8Cm平均 8.3cm、

底径7.1~8.5CID平均 4.5cm、器高 4.0~5.5cm平均2.2cmである。内底面に指ナデ調照痕を持

つものは 14点、 31点は回転ナデである。外底面に糸切り痕が明瞭に残るものが 9点、糸切りをナ

デ消しているものが 2点、他は糸切り痕が不明瞭に残る。

体部は直線的なものが最も多いが、口縁部下を強く締めなでているものや、外面体部の下方を強

くナデており、体部の中央付近に稜を持つものもある。

片口鉢（遺物番号850、853~855、859)

分類計測した 5点はすべてb類で、体部下半に回転ヘラ削りによる調斃が施されている。口径平

均 (23.8) Cm、高台径平均 11.5CID、器高平均 (8.8) Cmである。内底面に指ナデ調整痕を持つ

ものが 3点、外底面は 4点が未調整で自然釉が付貯し、 2点はナデによる調整が施されている。

片口山茶碗（遺物番号851、1445)

1445は一見片口碗にも見えるが、肩の張りが少ないこと、片口を指で成形していることなどか

ら、片口山茶碗と判断した。外底面は糸切り痕が不明瞭に残る。851の内底面は回転ナデ、外底面

は糸切り痕をナデ消している。

壷（遺物番号 1434、1467)

1434は台形の低い高台をもつ。体部下方のみ残存している。高台端部には砂粒が多く付貯してい

る。胎土は緻密で焼成も良好である。1467は口縁部の一部で、胎土が緻密で丁寧な作りである。

子持ち器台（遺物番号894)

I類の小碗に融着している。胎土は緻密で焼成も良好である。底径4.6cm、残存高 2.6cmであ

る。

小碗（遺物番号 1463)

仏具の一種と思われる。全体に丁寧な作りで高台端部の付貯痕も少ない。

陶錘（遺物番号 1453)

長さ 6.4cm、幅 3.6cmの筒型、焼成不良で灰白色を呈する。

カクランの遺物

愛知用水の支線埋設工事により破壊された部分から出土した追物である。窯体との関連は不明で

ある。碗 4491点、小碗・小皿3018点、 重ね碗 393組 (1296点）、 重ね小碗 ・小皿469組 (1319

点）、重ね碗皿9組（碗23点、小碗 ・小皿 15点）、鉢 10点、壷2点、片口山茶碗 1点、伊勢型塙

4点が出土した。

碗（遺物番号 1~53)

分類計測した 53点のうちA類 8点、 B類45点で、口径 14.9~17.QCm平均 16.1Cm、高台径

6.4~9.Q CID平均 7.9cm、器高 4.2~6.0cm平均 5.2cmである。内底面に指ナデ調整痕を持つも

のはA類のすべてと B類の 17点、他は回転ナデである。外底面に糸切り痕が明瞭に残るものがB

類に 2点、糸切りをナデ消しているものがA類に 3点、 B類に 9点、他は糸切り痕が不明瞭に残る。
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体部の器壁の厚さはほぼ一定のものが多いが、口縁部下を締めなでている個体も見られる。

小碗・小皿（遺物番号227~658)

【小碗】

分類計測した 151点のうち I類 103点、II類 47点、 m類 1点で、口径 15.0~16.8C m平掏 8.6

cm、高台径7.1~8.5C ill平均 3.6cm、器高 4.0~5.5C ill平均2.6cmである。内底面に指ナデ調

整痕を持つものは 72点ある。外底面の糸切りをナデ消しているものが 57点、他は糸切り痕が不

明瞭に残る。

【小皿】

分類計測した 280点のうち 1類 248点、2類 15点、3類 17点で、口径 15.0~16.8C ill平均 8.1

cm、底径 7.1~8.5C ill平均4.4cm、器高 4.0~5.5C ill平均 2.2cmである。内底面に指ナデ調整

痕を持つものは 139点、104点は回転ナデである。外底面に糸切り痕が明瞭に残るものが 27点、

糸切りをナデ消しているものが 18点、230点は糸切り痕が不明瞭に残る。体部は直線的なものが

最も多いが、口縁部下を強く締めなでているものや、外面体部の下方を強くナデており、体部の中

央付近に稜を持つものもある。

片口鉢（選物番号844~849、856、858)

分類計測した 7点のうち、 1点 (846)が a類、他はb類である。 口径 14.4c m ~29.8 c m平均

(22.9) C ill、高台径 10.0c m ~15.5 cm平均 (11.7) C ill、器高 8.6c m~ll.5 cm平均9.5cm

である。内底面に指ナデ調整痕を持つものが 3点、外底面は未調整で自然釉のかかるものが 1点、

糸切り状の痕が確認できるものが 1点、他は不明を除きナデによる調整が施されている。体部下方

に回転ヘラ削りを施しているものが 4点ある。

849は内面下方の一部にヘラ状のエ具による調整痕が見られる。

片口山茶碗（迫物番号1465)

高台、片口が欠損している。内底面は指ナデ、外底面は糸切り痕が不明瞭に残る。

壷（遮物番号857、1464)

857は底部と体部下方のみ残存する。台形の高台を丁寧に付けてある。高台端部は自然釉がかか

り、砂粒が少々付珀しセンイ痕も残るが、変形はほとんどない。全体にやや厚手である。1464番は

ロ縁部の一部で器壁が蒋く、丁寧な作りである。

伊勢型禍（迫物番号1450)

計測した 1点は口径推定 19.QC ill、焼成は甘く、浅黄色を呈する。
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法量(cm)

遺物量号
図版の 月; 鱈,1 G名 出土位置 J11位 口怪 底径／寓台径 彗高

嘉台の 内面憲船 外面底郎
高七底iiif寸Ill痕 マンセルru 色調 慎成 胎土

釉の
蒻"分f政上書• 偏壽

有霊 賓膿 n整痕 調整痕 有霊

I 譲 7H カクラン ,,., 65 • 7 
゜

不明 X もみ 25Y8/1 仄白 良 a 0 B 天場もの

2 濃 6H カクラン 15.8 " 51 
゜

X もみ・センイ償 2 SY1/I 灰白 良 a 0 B 

3 潰 7G カクラン '" 
,., 

" 
。 △ もみ 25Y8/I 灰白 艮 良 0 B 

4 誼 7G カクラン 155 75 43 
゜

△ もみ 2 5Y7/I 灰白 良 a 0 B 

， 璃 7G カクラン IOI 74 .. 
゜ " 

もみ 2 SY1/I 灰白 Q やや籍い 0 B ． 濃 7G カクラン "・' ． 4.9 
゜ ゜

△ 不朗 2 5Y7/I 灰白 ... 良 0 B 

， 燐 7G カクフン "' 7.2 53 
゜ ゜

△ なし 2.5Y7/1 灰白 a A 0 A 

8 環 7G カクラン "・' 16 ,. 
゜ ゜

△ もみ 2.5Y1/1 灰白 良 良 0 8 

• 0 
゜

辺 10 カクラン "' ... 55 
゜ ゜

X 少々もみ 2'Y7/2 灰賃 ll ll 0 A 

IO 硝 7C カクラン 158 7.3 4.4 
゜ ゜

△ もみ 2 5Y7/I 灰白 A a 0 B 

II llil 7G カクラン 152 1., " ゜ ゜
△ もみ 25Y8/1 灰白 a 9. 0 B 

12 魏 7G カクラン 164 74 " ゜ ゜
△ しみ 2,$Y7/¥ 灰白 良 A 0 B 

13 懐 7H カクラン "・' 7 5.7 
゜ ゜

△ もみ 25Y6/2 灰貴 やや不a a X B 

＂゜ ゜
慎 7H カクラン '" ,., 58 

゜ "' もみ•砂 25Y1/3 浅賃 やや不只 やや粗い X B 

15 環 7H カクラン 159 6.4 ., 
゜ ゜ ' もみ 2 5Y7/I 灰白 a Q 0 B 

16 懐 60 カクラン "' ． ,., ゚
゜

x板目 もみ 25Y1/ヽ 浅貴 fl 良 0 B 口縁邸にひび劉れ

17 漬 6G カクラン 164 ． 5.3 
゜ ゜

△ もみ・センイ痕 25¥1/4 浅貫 A A 0 B 口縁郎にひび割れ

18 慎 6G カクラン "・' 7.5 4.7 
゜ ゜

X もみ 2 5V7/I 灰臼 良 a o e 

" 
讀 6G カクラン 151 8 2ヽ

゜ "' もみ 25Y8/I 灰白 a Q 0 B 

20 慎 7G カクうン 16.0 8 5.0 X X もみ 2 5Y7/I 灰白 Q Q 0 B 体純にひび割れ

21 愴 7G カクラン 154 )2 ... 
゜

△ もみ 2.5Y8/2 灰白 a a 0 B 

22 Ill 1H カクラン 16.6 ,., ,., 
゜ ゜

△ もみ 2 5¥7/-4 浅贄 a ll 0 B 

23 璃 61i カクラン '" 7.2 45 
゜ ゜

△センイ蘊 もみ 2 5Y8/2 灰臼 良 良 0 B タール付鑽（内薗体郎）

I---
24 璃 6H カクラン 162 78 " ゜ ゜

もみ 2 5Y7/2 灰貫 R A 0 B 

" 0 ゜
魏 7G カクラン 156 76 53 

゜
X もみ 2 5Y8/1 灰白 9. a 0 B 

” 
碩 1G カクラン 16.0 8 5.0 

゜ ゜
△センイ襄 もみ 25Y8/1 灰白 艮 a ' B 

トー一
11 磯 7G カクうン 15.1 75 49 

゜ ゜
△ もみ 2 5Y7/1 灰臼 9. Jl 0 B 

.._ 18 ゜ ゜
煽 1H カクラン ,s.s ,, 5.1 

゜
. もみ IOYR8/2 灰白 9. a ' B 

L—’’ 院 IIG カクラン 16.2 ， 
" ゜ ゜

△ もみ 25Y7/2 灰賃 a A 0 A 

” 濃 ec カクラン 150 7.2 48 
゜ ゜

△ もみ 2 5Y7/I 灰白 ll 良 0 B 

" 
璃 1G カクラン (17.0) 7.8 '' ゜ ゜

△ もみ 2 5Y7/1 灰白 9. 良 0 B ゆがみ滋しい

32 潤 7H カクラン
,., 

" 47 
゜ ゜

△ もみ 2 5¥7/1 灰臼 良 a 0 B 

” 院 1H カクラン "・' 8 48 
゜ ゜

△ も 2.5V1/1 灰e a 良 0 B 

＂ 
碗 7H カクラン 16.3 83 " ゜ ゜

△ もみ 25V8/2 灰白 R A 0 B 

" 漬 7H カクラン 162 12 ヽ •
゜ ゜

△ しみ 2 S'f1/I 灰白 良 良 0 B 

3● 醜 ea カクラン 167 82 50 
゜ ゜

. 少々もみ 2'Y8/2 灰e !l A 0 A 屯螂t.:uび＂れ．

37 0 0 誼 6G カクラン '" " 60 
゜ ゜ ' なし 2.SY1/I 灰白 9. 9. 0 A 

" 璃 60 カクラン (158) 8 .. 
゜ ゜

△ しみ ,。YR6/4にぷい贄檀 9. 良 0 B ゆがみ激しい

" 濱 6Cl カクラン "' 8 45 
゜ ゜

,. もみ 25V7/3 浅賃 ll ,. 0 B 

., 慎 60 カクラン '60 
., 

51 
゜

,, しみ 2 5Y7/2 灰賃 良 良 0 B 

., 
譲 6G カクラン (16.S) 82 50 

゜
△ しみ 25Y7/3 浅贄 良 艮 0 B 底邸にひび劉れゆがみ渾しい

" 讀 6G カクラン (185) 84 (50) 
゜ ゜

△ しみ砂 2.5Y7/3 浅贄 良 良 0 B 

., 填 6G カクラン "' 
,. 

" ゜
△ しみ 2 5Y7/2 灰贄 艮 艮 0 B 

" 讀 60 カクラン 156 72 52 
゜

X もみ・センイ籟 Z 5Y111 灰白 !I a 0 B 体郎にひび割れ

" 濃 6G カクラン "' 79 52 
゜ ゜

△ 少々もみ 2 5Y7/I 灰白 Q 11 ' A 

46 醜 6G カクラン 180 ,. ., 
゜ ゜

△ もみ 2 SY7/I 灰白 良 a 0 B 

＂ 
讀 6C カクラン "' ----2!.. ● 4 

゜ ゜
△ もみ 25Y8/I 灰白 艮 良 0 B 体郎にひび割れ.. 璃 6G カクラン 170 " " ゜ ゜
△ もみ 2 5Y1/I 灰白 a 良 0 A 

., 璃 6G カクラン "' 71 " ゜ ゜
もみ 25Y● /I 灰白 A A 0 B 

50 Iii 1G カク9ン "' 7 ., 
゜ ゜

△ もみ 2 SYS/I 灰臼 ll 良 0 B 

" 讀 11-1 カクラン 163 ， 
" ゜ ゜

△ もみ 2.5Y7/1 灰白 a !l 0 B 

" 魏 6tl カクラン "' 85 " ゜ ゜
△ しみ 2 SY7/1 灰白 9. A 0 A 

53 慎 6fl カク9ン "' 13 4.9 
゜

△ もみ 2.5Y● /2 灰白 Q II 0 B 体郷にひび窮れ．

54 磯 5G 灰尿 "' 8.1 46 
゜ ' ~しみ 2 5Y7/2 灰貴 ll ll 0 B 

" 硯 61 灰厖サブトレンチ内 ,ss 16 52 
゜

. もみ・センイ鎮 25YI/I 灰臼 良 良 0 B 

58 硯 61 灰犀サブトレンチ内 "・' " " ゜ ゜
△センイ蠣 しみ・センイ絹 IOYR8/3 浅賃檜 A fl 0 B 

57 譲 61 灰籐サブトレンチ内 "' 1.8 5.2 
゜

△ ・Lみ少々・センイ償 2 5Y7/2 灰贄 Q 9. 0 A 

58 0 0 慎 61 灰尿サブトレンチ内 "' ． 5.3 
゜ ゜

△ もみ IOYR7/2 ：：ぶい貴檀 良 良 0 B ゆがみ滋しい

" 碩 61 灰原サブトレンチ内 110 82 54 
゜ ゜ ' もみ IOYR71"4 こぶい贄檜 Q 良 0 B ゆがみ激しい.. 硝 61 灰願 "' 82 54 
゜ ゜

△ もみ・センイ痕 10YR6I • こぶい贄檜 a 良 0 B 体孵にひび言れ

61 0 0 碩 61 灰厩 16.5 89 " ゜ ゜
△ もみセンイ順 IOYR7/3 こぷい賃H A A 0 B 

62 0 0 碩 61 灰原 ,,., 
'・' 50 

゜ ' もみ 25Vl/2 灰贄 やや不良 Q . B 

● 3 0 0 慎 " 灰原 15.8 72 ,., 
゜ ゜

△ もみ・センイ耀 IOYR8/3 浅賞檀 Q 良 0 B 

● • 0 0 濃 " 灰篇 "・' 95 ,., ゚
' もみ 2 5Y7/2 灰貫 a Q 0 B 

" 慎 61 灰瓢8区 "' 76 ,, 
゜ ゜

X 砂 2 5V7/I 灰白 9. a 0 A 

“ 碗 71 灰鋲8区 "-' 73 .. 
゜ ゜

X もみ少々 2$Y8/I 灰白 a a 0 A 

●1 情 ？［ 灰尿B区 165 75 4.8 
゜ ゜

△ もみ 2 5Y1/I 仄白 Q a 0 B 
I 

“ 慎 ？［ 灰孤B区 "' 88 53 
゜ ゜ " 

もみ 10YR8/1 灰白 ll a 0 B 

I " 
0 0 頃 6ll 灰源D区 "' 76 ,, 

゜
X もみ 10YR7/3にぷい贄＂ 良 a 0 B 慮舒にひび割れ

70 慎 6H 灰碩D区 160 7.8 50 
゜ ゜

△センイ纏 もみ 10YR7/<Iにぷい貫帽 良 a 0 B 体郎にひび訂れ

)I 慎 6H 灰庫0区 "' 81 " ゜ ゜
△ もみ 10YR6/-4にぷい賃i LL A 0 B 

72 慎 61i 灰原0区 '" 7 53 
゜

X もみ 2 SY7/1 灰白 良 a 0 8 

73 讀 6! 灰源0区 165 (8 4) (56) 
゜

△ もみ 2 5Y7/1 灰白 良 A 0 B 犀記にひび割れ

" 慎 6t 灰属0区 160 82 51 
゜ ゜

△ もみ 2 5Y7/4 浅贄 ll a 0 B 

" 嬢 61 灰庫0区 165 78 50 
゜ ゜

Xセンイ痕 もみ 2 5Y7/I 灰白 a a 0 B 

16 濃 61 灰属0区 '" 83 " ゜ ゜
△ 砂 2 SYS/I 灰臼 Jl l1 0 A ゆがみ滋しい

77 0 0 況 '" 灰顎9区 "' 87 5.4 
゜ ゜

X もみ・センイ瘍 IOYR1/3 にぶい貫り ll JI. 0 B 底糾にひび割れ

18 嬢 61 灰原D区 "・' 7.3 50 
゜ ゜

△ もみ 2 5Y7/1 灰白 a A 0 B 

19 慎 61 灰厖0区 "・' 
， 

" ゜ ' もみ 2 5Y1/1 灰臼 不R ll. ' B 

BO 璃 お 灰闊H区 15.9 79 5.8 
゜ ゜

. もみ砂 2 5¥8/1 灰白 A 良 0 A 

Bl 魏 '" 灰際1区 16.0 83 5.3 
゜ ゜

△ もみ IOYR6/3 にぶい賃檀 9. a 0 B 

82 0 0 碗 "' 仄頴Ii区 IS.S 77 " ゜
△ もみ 2.5¥1/3 浅貫 良 9. 0 B 

83 蝸 SH 灰願H区 15.9 11 4.3 
゜ ゜

△ もみセンイ濱 2 5Y7/1 灰白 R A 0 B 

’‘ 碑 '" 灰覇1区 "・' 15 5.0 
゜ ゜

△ も 25V● /3 にぶい贄 9. a 0 B 
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法量(cm)

遺栴書号
図ほの ＃町1 G名 出土位置層位 口径 恵径償台棧 II富

裏台の 内面応鱈 外面竃麟
寓台直iii付着籟 マンセルfi 色鱈 偵成 飴土 =~· 彬分8

駐上•• 編彎賓鑽 賓鑽 調整痕 鯛菫震

" 磯 5H 灰願J区 172 (80) (5.Sl 

゜゜
. なし 2 SY7/1 灰白 fl ll 0 B 

" 0 ゜
這 5H 灰願J区 158 71 SB 

゜ ' もみ 10YR8/1 灰白 良 良 0 A 

●J 讀 40 灰綱 "' 75 .. △ 

゜
△ 2 5Y7/2 灰Ill ll a 0 • 富台欠損

88 調 “；灰願 "' 12 44 △ 

゜
△ 2.5Y7/2 灰賃 a 良 0 B 体憾lこひび訂れ裏台欠損

" 碩l 5H 灰原1区 "' .. 44 

゜゜
X もみ 25¥1/1 灰臼 良 良 0 B 

的 硫 5H 灰原1区 '" 82 '' ゜゜
△ も 2.5Y8/I 灰日 良 良 0 B ゆがみ激しい

91 調 4H 灰廉0区 158 74 45 

゜゜
△ もみ 2 SYS/I 灰賃 良 良 0 B 箪綿1こひび副れ

92 0 

゜
績 記灰厚［区 "' 7. ゚

5.0 

゜ ゜
もみ•砂 2.5V7/1 灰白 a 良 0 B 

" 0 ゜
親 3H 灰原0区 155 " 

., 
゜

△ もみ IOYR5/2 灰貫渇 良 良 0 B 竃飼／こひび剛れ,. 鑢 6H 灰瓢0区 16.9 75 .. 
゜゜

△ もみ IOYR7/4 にぷい贄糟 良 良

゜
B 

95 償 6H 灰鯛0区 152 12 50 

゜゜
△ もみ 2 5Y7/I 灰e 良 A 0 B 天場もの

"。 ゜
讀 6H 灰願0区 ,,. 8.0 50 

゜゜
△ もみ砂 2 5Y7/2 灰賞 良 良 0 B 天場もの

" 譲 6H 灰願0区 172 71 48 

゜゜
△ もみ •砂 10YR7/4 にぷい貴n 良 良 0 B ゆがみ激しい.. 慎 引 灰厠P区 15.9 77 48 

゜゜
△ もみ 2'Y7/2 灰賃 ll a 0 B 

99 讀 71 灰庫AIZ: 16.4 79 ，． 
゜゜

X なし 25Y7/2 灰贄 a !l 0 A 

100 謂 71 灰原A区 '" 77 47 

゜
△ しみ 2 5Y7/I 灰白 良 良 0 B 

101 0 

゜
綱 71 灰厚A区 "' 70 53 

゜
X もみ 25Y● /1 灰白 鼠 良 0 A ,., 讀 11 灰願A区 100 ．． " ゚ ゜
△ 砂 25Y● /I 灰臼 a 良 0 A 

103 0 

゜＇` 
,4[ 灰願P区 16.3 87 ,. 

゜゜
△ もみ 10YR8/2 灰白 a 良 0 A 

104 讀 5H 灰願E区 155 ,., 52 

゜
不明 も 2.5Y7/2 灰賃 II. 良 0 B 外iii慶椰煉台片付着

"'0  

゜
讀 SH 灰瓢1区 "' 81 56 

゜
△ もみ少々 2 5Y7/1 灰白 A 良 0 A 

'" 0 ゜
磯 5H 灰順P区 171 " S8 

゜゜
△ も 10YR8/1 灰白 良 良 0 A 

107 碩 41 灰瓢1区

"' 75 " ゜゜ ' もみ•砂 2SY7/2 灰貫 良 艮 0 A 外直鷹糾慎台纏あり

108 Ill 4H 灰嘱N区 "・' 86 .. 
゜゜

△ もみ 2 5Y7/1 灰白 良 良 0 A ,., Ill 4H 灰願N区 '" 
,., ,., 

゜゜
△ もみ 2.5Y7/! 灰白 良 良 0 B 鳩修●あり

110 0 

゜
調 1F 鴫号憲0区覆土 155 82 SO 

゜゜
X もみ 2 SY7/2 灰贄 良 良 0 B 

111 0 

゜
濃 7F 4-it窯c区覆土 152 80 53 

゜゜
△ もみ 2.5¥7/2 灰贄 良 良 0 B 

112 0 

゜
讀 7F 4号罵C区覆土 160 82 51 

゜
, もみ 2 5V7/2 灰賣 良 良 X B 

113 0 

゜
醜 70 3号罵e区覆土 '" 82 " ゜゜

△ もみ少々 IOYR8/1 灰白 良 良 Q A 

114 0 

゜
讀 60 4号黛F区 "・' 85 47 

゜
△ もみ 25Y1/2 灰賃 良 a 0 B 

115 0 

゜
6G 4号罵F区 156 

" .. ゜
△ もみ 25Yl/2 灰臼 良 良 0 B 体舗にひび訂れ

116 0 

゜
6G 5号窯F区 162 19 48 ' もみ少々 2 5Y711 灰白 良 良 0 A 

111 0 

゜
&G 5号寵F区

"' 73 " ゚ ゜
△ もみ 2 5Y8/I 灰白 A Q X A 

118 0 

゜
60 5号窯F区 "' 75 47 

゜゜
△ しみ 2 5¥8/1 灰白 良 A 0 B 

119 0 

゜
4,if,J晨F区 "' 72 53 

゜
△ しみ 2.5Y8/I 仄白 艮 良 X 

＾ 
体郷にひび割れ

120 0 

゜
7F ヽ臀窯C区 , .. 78 .. 

゜
△ も 2'Y7/2 灰貫 やや不良 ll X A 

121 0 

゜
7F 4号窯c区 '" 72 ●ヽ

゜
△ もみ 2 5Y1/1 灰白 a ll 0 B 

122 1G 3号寛床藝下崖設 "・' " 5.2 

゜
△ もみ 2 5Y7/I 灰白 良 良 0 A 床下•

123 10 3号寓床iii下篇設 160 79 48 

゜
A しみ 2 5Y7/1 灰白 ll II 0 A 床下5,,. 10 3号罵床面下籠設 "' ’‘ 50 

゜゜
△ もみ 2 5Y7/1 灰白 a a 0 A 床下16

125 70 3号鵞床iii下篇設

＂゚
87 55 

゜
,. もみ •砂 25Y7/1 灰白 Q 良 0 A 床下21

"' 70 3号寓床面下篇設 170 72 50 

゜゜
△ もみ 2 5Y7/I 灰白 A 良 0 A 床下22

127 7G 3号憲 床面下篇設 "' 84 , .. 
゜゜

△ もみ 2.5Y7/I 灰白 ll 良 0 B 床下,.

"' 70 3号富床面下籍設 , .. 12 5.2 

゜ ' もみ 2 SY1/I 灰白 ll 良 0 A 床下25体闘にひび翫れ

"' 
70 3号嘉床薔下纏設 '" 

,., 
" ゚ ゜

△ もみ 2 SY7/1 灰白 艮 良 0 B 床下31患鶴にひび嗣れ

130 7G 3号薫床l1下蔦設

"' •• $0 

゜
△ もみ砂 2 5Y6/I 贄灰 fl 良 0 A 床下32竃螂にUび劃れ 体馘にヘラ痕

131 7G 3号寅床蘊下纏設 184 75 53 

゜
△ もみ 2_5'(711 灰白 良 良 0 A 床下38

"' 碩 70 3号薫床國下篇設 '" (8 2) "" ゜
△ もみ 2 5Y7/1 灰白 良 良 0 A 床下39

"' 
鑢 7G 3号窯床璽下篇設 187 11 51 

゜゜
△ もみ HY7/1 灰白 良 良 0 B 床下い

134 慎 70 3号窯床画下篇設 "' " 5.2 

゜゜
△ も 2 5Y711 灰白 良 良 Q A 床下ヽ9

"' 
譲 70 3号罵床面下籍餃 "' (78) (5') 

゜゜
△ もみ砂 2 5Y8/I 賃灰 良 良 0 A 床下.,

"' 情 70 3号罵床面下篇設 "' 81 49 

゜
Xセンイ痕 しみ 25YG/I 賃灰 良 9. 0 A 床下50

137 硫 70 3号憲床面下纏設 "・' 11 
., 
゜゜

△センイ蠣 しみ・砂 2 5Y8/I 賃灰 良 良 0 A 床下"ゆがみ漏しい

"' 
硯 7G 3号鵞床l1i下籍設 160 80 .. 

゜
不明 △ もみ 2 5Yll/1 贄灰 良 II 0 A 床下61天場もの

'" 讀 70 3号憲床薗下籐設 163 75 52 

゜ ' もみ 2 5¥8/1 貫灰 良 良 0 A 床下"

＂゚
碩 70 3号鵞床iii下篇設 103 

" 
.. 
゜

不明 △ もみ少々砂 2 5Y7/1 灰白 良 ll 0 A 床下83体撼にUび割れ

＂＇ 
慎 7G J号嘉床iii下嵐設 '" .. " ゚ △ しみ 2 5Y6/1 貫灰 良 良 0 B 床下65,., 
讚 7G 3号罵床墓下應設 161 ● I .. , 

゜
△ も•砂 2 5Y6/1 賃灰 良 良 0 A 床下68慮鴨1こひび割れ

143 Ill 7G 3号薫庄面下範設 '" ).3 5.3 

゜
△ も 2 5Y6/1 賃灰 良 良 0 A 床下JO

'" 漬 1G 3号篇床画下籠設 17.2 8.0 52 

゜
△ しみ 2.5Y7/I 灰白 良 良 0 A 床下71

'" 碩 7G 3号罵床面下篇設 164 

" 55 

゜
△ しみ 2 SYll/1 賣灰 良 良 0 A 床下n 体鱚1こ憎訊付着

, .. 磯 70 3号寛床面下篇設 16.8 75 " ゚ △ もみ 2'Y● /1 賃灰 a 良 0 A 床下81

1ヽ7 0 0 磯 70 3号罵床面下籍設 17.0 87 " ゚ ' もみ少々 25Y● /2 仄白 不艮 艮 X 

＾ 
氏下8Z

148 磯 7G 3号寛床面下篇11t 110 75 52 

゜
△ もみ... 2.SY● /I 贄灰 ll Jl 0 A 床下"

＂＇ 
傭 70 3号窯床面下籍設 "' " " ゚ △ もみ 2 SYJ/1 灰白 a 良 0 A 床下.. 

ISO 讀 7G 3号鵞床薗下艤設 "・' 
,., 5.0 

゜
△ もみ・妙 2.5Y6/I 貴灰 良 II 0 A 床下●＄

'" Ill 7G 3号竃床画下籍設 "・' 84 55 

゜
△ もみ•砂 2 5Y7/1 灰白 a 良 0 B 圧下●●

152 讀 JG 3号稟床iii下篇設 173 " " ゚ △ もみ 2 5V7/1 灰白 a 良 0 B 床下92

153 讀 lG 3号窯床ii下嵐設 , .. (18) (5 I) 

゜
△ しみ 2 5Y7/2 灰貴 良 良 0 B 床下94体懸lこひび11れ

154 鑢 10 3彎嘉床祗下篇設 171 B.7 50 

゜
△ もみ 2 5Y7/2 灰賃 やや不良 a ' B 床下96

155 磯 70 3号窯床ill下篇設 "' 83 55 

゜
△ もみ 2 5Y7/I 灰白 良 a 0 B 床下"体鱒にひび訂れ

'" 碩 70 3号罵床薗下篇設 "' BS 52 

゜
t,. もみ 2 5V7/I 灰白 良 良 0 B 床下98

157 0 0 磯 70 9号寓床ill下篇餃 "' l2 " ゜
△ もみ 2 5Y8/t 灰白 a 良 0 A 床下111

"' 謂 7G 3号鵞床聞下纂設

"' " 
.. , 
゜

△ もみ 2 5Y7/I 灰8 ll 員 0 B 床下112

"' 
醜 7G 3号竃床園下篇n "・' 75 '・' ゜

△ もみ 2.5Y7/I 灰白 良 良 0 8 床下115

16-0 情 7G 3号襄床國下篇設 104 " " ゚ △ もみ 2 5V7/1 灰白 艮 A 0 B 床下!16

'" Ill 7G 3号窯床薗下範投

"' " .. ゜
△ もみ•砂 IOYRS/2 灰贄鳩 良 II 0 B 床下117

162 誼 7G 3号窯床逼下艦設 {16.8) 7.5 (51) 

゜
△ もみ 25Y● /I 灰白 不良 良 X B 床下121

"' 讀 7C 9号罵床藝下崖設 16.3 ,., ,. 
゜

△ も•砂 2 5Y7/1 灰白 良 良 0 B 床下122

, .. 譴 7G 3号嘉床璽下籠設 171 73 ,., 
゜゜

△ もみ 7 5Y6/4 r:: ぶい檀 良 良 0 B 庄下12<4

1115 0 0 慎 70 3号罵床面下算設 "・' 8.5 50 

゜
△ も 2 5Y8/1 灰白 Jl 良 0 B 床下125

"' Ill 70 3号罵床面下詫設 16.6 ,., ,, 
゜ ゜

もみ 25Y7/2 灰貴 Jl 艮 0 B 床下1:e

"' 漬 1G 3号嘉床面下縄設 "-' 79 5.2 

゜
△ もみ・センイ痕 10YR5/2 灰賃褐 良 良 0 B 床下127

16● 綱 70 3号嘉床面下籍設 "' 87 50 

゜ ' も 25Y7/2 灰贄 A 艮 0 B 床下129

第 2表 追 物観察表 2
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遺袴9番号
図版の :~ 磐,. G名 出土位置屠位
布無

"' Ill 7G 3号窯床面下詑設

＂゚
慎 7C 3号窯床面下胞設

111 Ill 7G 3号鵞床面下肥設

172 0 

゜
綱 7G 3号窯床iii下施設

173 這 70 3号窯床面下絡設

＇ 114 疏 7G 3号窯床面下絶設

175 0 

゜
復 7G 3号窯床面下絶餃

1J● 演 70 3号窯床面下肥設

177 況 7G 3尋窯床面下肥設

"' 譲 70 3号窯床面下肥設

"' 碍 7G 3~ 窯 床面下肥設

l,,o 疏 Sf 4号黛床面下篤設

'" 碩 7G 4号鵞床面下紀設

182 磯 7G 4号窯床面下紀設

183 0 

゜
碍 7G 4号窯 床iii下絶設

, .. 磯 7G 4号薫床iii下應設
トー

"' 
醜 7F 4号鵞床面下絶設

"' 碩 7G 4号窯 床iii下絶設

' 181 磯 6F 4号薫床面下籍餃

I●● 硫 6F 4号窯床面下葛設
I 

"' 碗 6F ,t号窯床面下柁設

, .. 磯 6F 4号鵞床面下亮設

"' 
魏 6F 4号富床面下萬設

"' 流 6F 4号鵞床面下紺設

"' 頃 flF 4-!if.1畜床面下滋設

"ヽ 頃 70 4号稟床iii下篇設

"' 
磯 1F 4号鵞床面下篇設

"'0  

゜
濃 7F • 号窯床面下泥設

"' 頃 7F 4号鵞床面下応設

I●● 儀 1F 4号鵞ほ面下崖設

"' 這 7F 4号鵞床iii下応設

200 磯 6F 4号窯床iii下葛R

201 譲 1F 4号鵞床面下篤U

202 慎 1F 4号窯氏iii下篤設

203 填 7F -1号窯床面下葛＆

, .. 這 7F 4号窯床面下肥＆

205 磯 1F 4号鵞庄薗下島設

206 碩 7F 身ヽ 嘉庄面下葛＆

207 縞 7F 4号篇床面下篤設

208 濃 1F -4~ み富床面下篤設

20, 讀 7F 4号稟床國下薦＆

210 濃 1F 4号富床面下篇設

211 濃 7F -4-'"t賓広面下崖設

'" 
璃 1F 4'}富仄面下篇設

"' 
碩 7F 4号.u:. 面下篇設

214 0 0 磯 7F • 号憲床iii下篇設

21S O 0 嬢 7F •.J}瓢仄面下篇設

"' 
頃 7F 4.q.■ 床面下絶設

217 0 0 綱 6F 5号窯床漏下籍設

'11 0 0 磯 6F 5号嘉床面下籍設

'22" 0 0 0 
ill 6F 5f;J-瓢床面下純設

讀 6F 5号憲床園下篇設

221 碩！ 6F 5号薫床面下算＆

"' 
煽 6F 5号篇床面下詑設

223 碩 6F 5号憲床面下篤設

”‘ 磯 6F 5号薫床iii下籍R

"' Iii 7H 灰頗A区

← 
226 碩 ,a 灰原． 

9よ量の（）は1l定値．（）は平均値を示す

＂國亀憾Ill聾痕 018ナデあり 一回転ナデ

法量(cm)

口ぽ 慮ti/寓台狂

167 7.8 

16.6 " 160 ,., 
169 ,., 
161 ．． 
104 ,., 
"' 76 

167 76 

"' 77 

166 (8 6) 

16.5 ● 4 

"' 
71 

152 79 

"' 81 

"' 86 ,,. 
" 

"・' 79 

15.2 7.6 

'" " 153 80 

"' 78 

144 11 

155 73 

152 7S 

150 83 ,,, ,., 
159 75 

162 8.8 

159 1.3 

158 ，． 
165 " 
"' 8.0 

"' 73 

... , 
" 

152 73 

145 80 

159 73 

'" " 152 78 

15.6 8J 

150 " 
'" 71 

"' 82 

156 79 

157 " 
'" " 
"' 81 

148 (64) 

'" 85 

152 18 

150 11 

100 81 

(154) (7 2) 

166 15 

160 71 

"' 
,. 

161 73 

155 72 

II菖 高台の 内iii応郎 外面底記
高6底面付糟痕

有需 n整憲 謁整蠣

』5

゜
△ もみ

50 

゜
不明 . もみ

52 

゜
△ もみ

59 

゜ ' もみ少々

5.4 

゜
△ もみ

51 

゜
△ もみ

, .. 
゜ ' もみ

53 

゜
△ もみ砂

,, 
゜ ' もみ

(52) 

゜
△ もみ

52 

゜
△ もみ

4.9 

゜゜
△ もみ

.ヽ,

゜
△ もみ

45 

゜゜
△ もみ少々 ・妙

" ゜ ゜
もみ

,., 
゜゜

X もみ

51 

゜゜
△ もみ

4.8 X 

゜
△ 

55 

゜゜ ' もみ

" ゚ ゜ "' もみ

9ヽ

゜゜
△ もみ

., 
゜゜ ' もみ

" ゜゜ ' もみ

47 

゜
△ もみ

" ゜゜
△ もみ

47 

゜゜
△ もみ

49 

゜゜
△ もみ

4.8 

゜
不明 もみ

., △ 

゜
△ 

., 
゜

△ もみ

50 

゜゜
△ もみ

49 

゜゜
△ しみ

49 

゜゜
△ しみ

49 

゜
不明 もみ

49 

゜
不明 しみ

47 △ △ 

" ゜
不明 しみ

47 

゜゜
△ しみ.. 

゜
△ もみ

53 

゜゜
△ しみ

$3 

゜゜
△ もみ

49 

゜゜
△ もみ

~ △ 

゜＇ ., ゜
△ もみ

44 

゜゜
△ しみ,. 

峙 —— "' もみ~· △ もみ

(5 I) 

゜
△ もみ

" 旦 ゜
△ もみ

., △ しみ

42 

゜
△ もみ

" ゜
△ もみ

(" ) 

゜゜
△ もみ

46 

゜
△センイ瘍 もみ

40 

゜゜
△ もみ

51 

゜゜
△ もみ

48 

゜゜
△ もみ

.. , 
゜゜ " もみ

外轟慮憾謂整鑽〇糸切り覆明諫に残るもの△糸切り濱あるが不明瞭に残るもの X完全にナデ消され糸切り憲が確定できないもの

裏台の打● 0裏台あり x嘉台なし△裏台が布ったがハクリした

1111分IJ()は高台が111いが1l定したもの
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マンセルti 色桟 慎成 飴土
釉の

は形分R酌上書9 漏考
有饒

10YR7/2 にぷい貫楼 やや不R !I X B 床下131

2 5Y7/1 灰白 良 a 0 B 床下132天場もの

10YR6/3 にぷい賃檀 良 良 0 B 床下137

25Y8/I 灰白 やや不R a ' A 床下138

2 5Y1/3 浅貫 a 良 0 B 床下139

2 5Y7/3 浅貴 良 艮 0 B 床下142

10YR8/l 浅賣檀 良 " 0 A 床下144

10YR5/1 鳩灰 Q A 0 B 床下147

2 5Y6/2 灰賃 良 9. 0 A 床下148

10YR6l2 灰貴褐 艮 良 0 B 床下150

IOYAS/2 灰賃鳩 A 艮 0 B 床下151底郎にひび割れ

2 5Y7/I 灰臼 やや不良 ll ' B 床下9

2 5Y6/I 貴灰 良 艮 0 B 床下15底郎～体IIJIこひび割れ

2 SYBIi 灰9 II 艮 0 B 床下16

IOYR7/3 にぷい贄檀 不a 良 X B 床下21

25Y1/¥ 灰白 良 良 0 B 仄下22

2 5Y7/I 灰白 艮 Q 0 B 床下23

2.5Y7/I 灰白 艮 A 0 (B) 床下36篇台慎の可屹仕あり

25V8/1 灰白 良 良 0 B 床下38内園体割に刺宍痕

2:5Y711 灰白 A a 0 B 床下ヽ0

2 SY7/1 灰白 a 良 0 B 床下416慮節1::ひび祖れ

25Y8/1 灰白 a a 0 B 床下.. 慮憾lこひびmれ

25Y8/I 灰白 良 良 0 B 仄下70

25Y8/I 灰白 良 ll 0 B 仄下75

25Y8/I 灰白 a A 0 B 床下80

2 5Y8/¥ 灰臼 a a 0 B 庄下84

25Y81• 灰白 FL ll 0 B 仄下"

2 5Y7/2 灰貴 ll ll 0 B 広下91 体饒r::ひび割れ

2 5Y7/2 灰賃 ll Q 0 B 床下"富台欠損

2 SYl/1 灰白 良 良 0 B 氏下93竃髄にひび割れ

2 5V7/1 灰白 11 良 0 B 床下"塵鯰-ll<闘にひび訂れ

2~Y7/1 灰白 良 良 0 B 床下98

2 SV7/I 灰白 A Q 0 B 床下101

2 5Y7/I 灰白 fl a 0 B 床下105Ill重ね

2 SY?/1 灰白 やや不良 a 8 床下101

2 SY?/! 仄白 良 良 0 B 床下109嘉台欠損

2 SY1/I 灰白 やや不良 a ' B 床下110体昂1こひび割れ

2 5Y6/I 貴灰 良 Q 0 B 仄下111庫糾にひび割れ

2 5Y1/I 仄a Q ll 0 B 床下118

2 5Y1/I 灰白 a A 0 B 床下122底昂にひび窮れ

25¥711 灰白 やや不良 良 ' B 床下124体節にひび割れ

2 5Y1/I 灰白 やや不a a ' B 床下128

25Y1/I 灰白 Q a 0 B 床下129嘉台欠禍

25Y711 灰臼 ll 良 ' B 床下130底記～体郎にひび訂れ

2 SYJ/1 灰白 ll a ' B 床下13着体鯰にひび割れ

2 5Y1/3 浅賃 !l a 0 B 床下135

2 5Y7・3 濁賃 不a a ' B 床下142

2 5Y711 灰白 A a . B 床下148

2 5Y7/3 浅贄 Q ll 0 8 床下85

7 5YR8/I 灰白 R a 0 B ほ下150

2 5Y1/2 灰贄 a 9. 0 B Q;:'fl 74 

2 5Y8/1 灰白 良 良 0 B 床下197

2 5YS/1 灰白 良 9. 0 B 

2 5Y8/1 灰e 9. 良 0 B 床下2-4'惰円

25Y● /1 灰白 II. /l 0 B 床下244ゆがみ演しい

25Y81 灰臼 良 9. 0 B 床下282ゆがみ演しい体懇に¢4mmの穴あり

2 5Y7/1 灰白 9. 良 0 B 

25Y● /I 灰白 Jl 艮 0 B 



法量(cm)

遺物●a0版の 図の
1111 G名 出土位置層位 口擾 底II:/裏台径 糧裏

裏台の 内面慮郷 外面應鱈
裏台慮面付着蠣 マンセル舟 色調 慎成 11s土 釉の

旧影分9厄上看暑 ●肴賓• 賓● 布耀 鱈讐痕 麟整蠣 賓篇

"' JO 7G カクラン " " " ' ゜
10YR7/-1 にぷい贄檜 艮 .ll 

゜' 
228 

“ 7H カクラン 82 47 2、' ' △ 2.5Y7/1 灰白 良 良

゜
I 

"' "' 7H カクラン 8.2 ..• 24 X 不朗 △ 2.5Y7/I 灰白 良 良

゜
I 天場もの

230 口 7H カクうン " 47 " X 不疇l △ 2 5Y8/I 灰白 良 良

゜
I 天湯もの

231 口 7H カクラン 8J 45 ,, X △ 2 5Y8/1 灰白 良 fl 

゜＇ "' Iヽ、Ill 7H カクラン ,.o 2ヽ " ゚ △ もみ 2 5Y7/1 灰白 良 良

゜
D 

2JJ Iヽヽ磯 7H カクラン " 51 " ゜
不鯵l △ もみ・センイ震 2 5Y8/1 灰白 良 a 

゜
， 

"' 鑓 7H カクラン ● 2 ,_, 
2.3 X 

゜
△ IOYR7/4 r:: ぷい賃H 良 良

゜
I 

235 .. 7H カクうン 77 5.0 ,., X 

゜
△ 2_5'(8/1 灰白 良 ll 

゜
I 

236 小讀 7H カクラン ,., (4,0) '"' ゜゜
△ 不唄 2 5Y7/1 灰白 良 良

゜
I 富台嬬藝ハクリ

237 皿 7H カクラン 81 .. 23 ' ゜
△ 2.5Y8/I 灰白 ll ll 

゜' 
238 0 

゜
ロ 7H カクラン ● I 39 , .. X 

゜
IOYR8/2 灰白 良 良

゜
I 

239 " 7H カクうン 82 ., 21 . 
゜

△ 2 5Y7/3 浅賃 ll 良

゜＇ 2ヽ0 小綱 7H カクラン , .. 3.8 27 

゜
X もみ 2 SY1/1 灰白 良 良

゜
I 

"' 小慎 7H カクラン ,., 
" '・' ゜゜ ' もみ 2 5Y8/I 灰白 良 良

゜
I 

242 皿 7H カクラン 8.3 42 23 X 不明

゜
2.5Y7/J 浅賃 良 良

゜
I 天場もの

"' 皿 7H カクラン 82 42 " X 

゜
△ 25V713 浅賃 良 良

゜
I 

2• ● 口 7H カクうン " 40 24 X 

゜
△ 2 5V7/3 浅賃 良 員

゜＇ 245 " 7H カクラン 82 42 " 
X 

゜
△ 25Y7/3 浅賃 a 良

゜
I 

246 lヽヽ魏 70 カクラン 8.3 .. , 2● 

゜゜
X もみ 2 5Y7/1 灰白 良 畏

゜
I 

247 • 6G カクラン 79 4.3 2.2 X △ 25Y8/I 灰白 良 良

゜
I 

2•8 国 60 カクうン 80 47 2.2 X △ 2.5Y1/I 灰臼 良 良

゜
I ,.. 小碩 ●G カクラン ・着 " 

,_, 

゜゜
X もみ•砂 2.,v,11 灰白 良 II 

゜
I 

250 口 60 カクラン 85 45 29 ' 不鴫 l:, 2 SV!l/1 灰白 II. a 

゜
， 天湯ものゆがみ激しい

251 ,,,111 6G カクうン • ヽ 41 " ゜
不明 X 付着物なし N7/0 灰B a やや糟い

゜
（ 天蟻もの

252 Jヽヽ磯 6Cl カクラン " 42 27 

゜
不朗 , もみ 2.5Y7/1 灰白 良 良

゜
D 

253 小鍵 6Ci カクラン " " 26 

゜゜
X も 2 5Y7/1 灰白 ll 良

゜
I 

25● •Jヽ醜 8G カクラン

’‘ 
., 

" ゚ ' もみ ,V,/1 灰 良 良

゜
I 

255 小直 IIG カクラン .. 45 58 

゜゜
X もみ 2 5Y7/I 灰白 艮 良

゜
I 

258 小讀 BG カクうン .. ．． 41 

゜ ' もみ 2 5V7/1 灰白 良 艮

゜
I 

257 小讀 60 カクうン 79 38 23 

゜゜ ' もみ 2.5Y● /1 灰白 良 良

゜
I 

258 JO 60 カクうン 8,5 ,., 
" X 

゜
△ 2 5Y7/I 灰白 A 良

゜
I 

259 ICl 60 カクラン " 
.. , 22 ' ゜

△ 2 5Y8/1 灰白 艮 Jl 

゜
I 

260 小磯 6Ci カクラン 8.0 (48) (26) 

゜゜ " もみ 2 5¥711 灰白 .ll 良

゜
I 

'" 小碩 SG カクラン 80 .. ,. 
゜゜ ' もみ 2 5Y8/I 灰臼 良 良

゜
I 

262 小磯 GG カクうン 8.0 •• " ゚ ゜
. もみ IOYR7/I 灰白 良 良

゜
I 

263 小讀 6G カクうン 81 3.8 25 

゜゜
X もみ 7 5YR7/I 明鳩灰 鼠 a 

゜
I 

"'0  

゜
皿 ●H カクうン

" 
,., 23 ' 不哨 △ 5Y8/1 灰白 良 良

゜
I 

"' Jヽヽ譲 6H カクうン " 40 " ゜゜
X もみ 2 5'18/1 灰白 a 良

゜
I 

2●● ,, ヽ綱 6H カク9ン 90 (4 2) 

"" ゜゜
△ も 2 5'1711 灰白 良 Jl 

゜
D 

207 量 6H カクラン 87 ., 21 ' ゜
△ 2 5Y7/I 灰白 良 良

゜
I 

268 小譲 6H カクうン .. .. 25 

゜゜ ' もみ 2 5Y7/I 灰白 ll 員

゜
I 

"' 小讀 6H カクラン 82 （ヽヽ） (27) 

゜゜
△ もみ 2$Y1/I 灰白 良 良

゜
I 

270 小讀 6H カクラン u ., 21 

゜゜
X もみ 2 5Y7/2 灰賃 ll 良

゜
I 

271 "' 記カクラン 79 42 22 . 
゜゜

IOYR71• にぶい貫帽 良 良

゜
I 

272 ,, ヽ 慎 6H カクラン " .. " ゚ ' も IOYRS/3 にぷい貫り ll 良

＂゚ 273 小讀 6H カクラン " ．~゜ 25 

゜
不睛 ' も 25Y8/I 灰白 良 ll 

゜
I 天場もの

"' 小碩 6H カクラン .. 46 " " ' 不"' 2 5Y7/1 灰白 良 ll 

゜
I 裏台全てハクリ

275 小碑 6H カクラン 8.3 39 25 

゜゜
△ も 2 5Y7/I 灰白 良 良

゜
I 

276 皿 8H カク9ン 79 37 22 ' ゜
△ 2 5¥8/1 灰白 a 良

゜
3 

277 ロ ●H カクラン ., 45 23 ' ゜
△センイ震 2 5Y8/1 灰白 良 良

゜
I 

278 "' 6H カクうン ．． 46 29 X △ 2 SY?/1 灰白 良 良

゜
I 

219 小魏 6H カクラン (83) .. (221 

゜゜
△ も 2 5Y7/I 灰白 良 11 

゜
I 塵園外鑢中心に穴あり（貫過せず）

280 塁 6H カクうン 78 38 " X 

゜
△ 2 5Y7/I 灰白 良 良

゜
I 

281 小讀 70 カクうン ,., 41 26 

゜゜ ' もみ 25Y6/I 賃仄 良 良

゜
I 

282 こし 70 カクラン 8.0 40 24 X 

゜
△ 25Y● /2 灰白 a ll 

゜＇ 283 J:l 70 カク9ン 80 41 24 X 

゜
、) 25Y● /I 灰e ll ll 

゜＇ 284 " 70 カクラン 78 38 21 ' ゜
△ 2 5¥7/2 灰貴 良 良

゜
2 

285 

" 1G カクラン 77 " " ' ゜
△ 2 5Y1/I 灰白 艮 良

゜
I 

"' 
,, ヽ 讀 7G カクラン 80 ., , . 

゜゜ ' もみ少々 2 5Y8/I 灰白 良 良

゜
I 外面体鱒Iこ沈織状のll整霞あり

287 Cl 7G カクラン 82 0ヽ " 
X 

゜
△ 25Y● /1 賃灰 良 良

゜＇ 2●● 小碩 7G カクラン " 39 25 

゜
不明 , もみ 10YR./I 褐灰 良 a 

゜
I 天場もの

"' 小讀 7G カクラン 86 ., 26 

゜゜ ' も IOYR● /I II灰 良 良

゜
I 

290 l!I 7G カクラン ● , 

" " ' ゜
Xセンイ・ IOYR8/I 褐灰 良 良

゜
I 

291 小磯 7G カクうン 81 50 24 

゜゜
X もみ少々 10YR6/I 褐灰 ll 良

゜
I 

"' " 70 カクうン " 
., 

2.2 ' ゜
△ 2 5Y7/1 仄白 良 良

゜
1 

293 四 1G カクラン " .. 23 ' ゜
△ 25Y7/I 灰白 良 a 

゜
1 , .. 小讀 1G カクラン 92 .. 27 

゜゜
△ もみ 25Y● /I 灰白 良 鼠

゜
n 

295 小濤 7G カクラン 91 48 29 

゜
不鴫 X もみ少々 2 SYS/I 灰白 A 良

゜
D 天鳩もの

298 小讀 7G カクラン " 52 24 △ 

゜
△ 不明 25Y7/2 灰贄 ll 良

゜
I 寓臼全てハクリ

297 こl 7G カクラン " .. 24 X △ 2SY7/2 灰貴 良 良

゜
I 

"' 口 70 カクうン 79 .. 2.3 ' ゜
△ 2 5Y7/I 灰白 良 良

゜
I 

"' 塁 70 カクラン 76 " 21 X 不明 △ 25Y8/I 灰e 良 良

゜
I 

300 

" 7G カクラン 82 .. , 2ヽ X 

゜゜
2 5Y7/I 灰白 良 良

゜
I 

JOI "' 70 カクうン 84 ., 
" 

X 

゜
△ 2 5YS/I 灰白 良 良

゜＇ 302 a 7G カクラン 91 47 28 X △ 2.5Y7/1 灰白 ll 良

゜
I 

303 Cl 7G カクっン 85 43 24 . △ 2 5'(7/2 灰賃 ll Q 

゜
I ,,. 

" 70 カク9ン 81 50 " 
. 

゜
△ 2 5Y7/2 灰貫 良 良

゜
3 

305 " 70 カクうン " 
., u X 

゜
△ 2 5Y7/1 灰白 良 良

゜
， 

"' 鑓 10 カクうン 81 .. 2.3 ' ゜
△センイ・ 25Y7/2 灰貫 良 艮

゜
1 

307 小碩 10 カクうン 81 {4 O) (2.3) 

゜゜
△ もみ Z5Y7/1 灰白 良 ll 

゜
I , .. 小"' 1G カクラン 81 40 22 

゜゜
X もみ 2.5Y7/1 灰白 a 良

゜
I 

309 Cl 7G カクラン 83 42 22 ' ゜
△センイ籟 2.SV7/2 灰賃 艮 良 '゚ 310 小讀 1G カクうン " 43 24 

゜
不明 X もみ 2 5Y1/I 灰白 Q 良

゜
I 天爆もの

第 4表辿物観察表4

-109 -

第 3部久分古窯群



法量(em〉

遺物書号
0版の 回の

1111 G名 出土位置層位 口経 班経／裏台径 鱈高
冨台の 内iii慮糾 外面底糾

高台露面付Ill償 マンセル1il 色鵡 復成 飴土
轄の

潤”分9む上責9 鑽考
賓爛 囀鑽 有撼 謂菫痕 鱈整痕 宥鑽

311 皿 70 カクラン 7.8 3,8 22 X 

゜
△ 25¥712 灰賃 A ... ' 

， 
312 a 7G カクラン 80 ., 22 X △ 2.5Y1/I 灰白 11 Q 

゜
I 

313 皿 7G カクラン " 4.3 ,. X 

゜ ゜
2 5Y8/1 灰白 11 Q 

゜
I 

314 ,1ヽ縞 70 カクラン 8.1 50 ,. 
゜

籍のため X なし 2 5¥7/1 灰白 9. !l・ 吹き出し

゜
I 

不明

'" 
,,, 濃 7G カクラン 9.2 47 " ゚ ゜

△ もみ 2.5Y7/2 灰賃 良 II 

゜
• 

'" 11!1 7G カクラン 80 3.7 2● . 
゜

X 2.5Y7/1 灰白 ll 良

゜
I 天場もの

'" 
皿i 7G カクラン 8.0 42 20 ' △ ~5Y1/1 灰白 良 良

゜
， 

'" 皿 1G カクラン J.7 .. , 17 X 
籍のため

△ 2.5Y1/I 灰白 ll 只

゜
I 天湯もの

不剛

"' 
,Jヽ醜 7G カクラン ,.o ,., ,., 

゜
不明 . もみ 2.5Y1/I 灰白 a 9. 

゜
D 天湯もの

320 Jヽヽ硯 7G カクラン 8.4 49 21 

゜゜
△ もみ 2.5Y1/2 灰贄 良 良

゜
I 

"' 小醜 80 カクラン (8.6) .. , (26) 

゜
軸のため

△ もみ 2.5Y7/1 灰白 A Ii 

゜
I 天場もの

不明

322 小讀 70 カクラン ,., 
'・' 

,., 
゜゜

△ もみ 2 SY7/I 灰e 良 9. 

゜
I 

323 "' 70 カクラン '' 
.. , 2.3 X 

゜
△ 2 5Y8/1 灰白 良 ll 

゜
I 

324 0 0 •J、Iii 7G カクラン '"' ... 3.0 

゜
△ もみ 2 5Y7/I 灰白 良 良

゜
I 

325 小譲 70 カクラン 8.2 4.0 '' ゜゜ ' もみ 2.m11 贄灰 a a 

゜
I 

"' 小縞 70 カクラン 8.4 5.0 
,_, 

' ゜ ' 不明 2.SY7/1 灰白 A Q 

゜
I 裏台欠損

321 小碩l 70 カクラン 82 4.4 2.7 

゜゜
△ もみ 25Y8/1 灰e 良 良

゜
I 

"' 小磯 70 カク9ン , .. 4.5 2.6 

゜
△ もみ 2.5V7/I 灰白 9 艮

゜
I 

"' 
,, ヽ碩 7G カクラン " 4.2 ,., 

゜゜
X もみ 2.5Y7/I 仄a Q 9. 

゜
D ¢0.8cm位のヽ lヽ石を含む

330 .. 7H カクラン 84 4.2 2.3 ' ゜
△ 2.5Y8/2 灰白 a 良

゜
I 

'" " 1H カクラン " 
,., 21 . 

゜
△ 2.5Y8/1 灰臼 良 良

゜＇ 
332 JCl 7H カクラン 8.2 ,., 22 ' ゜

△ 2 5Y8/1 灰白 良 良

゜＇ 
L"' 皿 7H カクラン ．~゜

,. ,., 
' ゜

△ 2 SY7/2 灰貫 Q 良

゜
， 

,,. 皿 7H カクラン 8.4 .ヽ2 2.3 X 

゜
△ 2 5Y7/2 灰贄 a a 

゜
I 

ヒ＿屯' 小縞 7H カクラン ,., 41 2.5 

゜゜
△ もみ UYJ/1 灰白 良 a 

゜
I 

"' 小磯 7H カクラン .. , 48 ,., 
゜゜ ' もみ 2 5¥1/1 灰白 良 良

゜
I 

,,, 小硯 7H カクラン ., .. 25 

゜゜ ' もみ 2 5Y7/I 灰白 Jl 艮

゜
I 

338 ,,、Ill 7H カクうン 8.3 ,, 2.3 

゜゜
£ヽ もみ 2.5Y7/I 灰白 良 ll 

゜
I 

339 Cl 7H カクラン ,., ,., ,., X 

゜
△ IOYR7/! 灰白 良 良

゜
I 

340 " 
7H カクラン 8.0 , .. 22 X 

゜ " 
2 5Y8/1 灰白 良 El 

゜
I 信頚庄籟あり

'" 小碩 7H カクラン ,., 39 21 

゜゜
△ もみ 2.5Y8/1 灰臼 良 a 

゜
I 

9ヽ2 悶 7H カクうン ,., 5.0 2.4 X 

゜
△ 2 5Y&/1 賃灰 A a 

゜
I 

,., ,1ヽ綱 7H カクラン 8.4 4.2 2.6 

゜
X もみ 2.5Y7/1 灰白 良 a 

゜
I 

"● Iヽヽ慎 7H カクラン 88 • ヽ JO 

゜゜
X もみ•砂 2.5Y1/2 灰贄 良 a 

゜
I 体鑢1こひび窮れ

"' 小縞 7H カクうン , .. 4.7 ,., 
゜ ' もみ 2.5Y7/I 灰白 艮 a 

゜
I 

"' " 7H カクラン 8.3 41 " 
X 

゜
△ 2.5Y8/t 灰白 良 9. 

゜
I 天湯もの

,., 口 7H カクラン ,., 4.8 1.9 X 
轄のため

△ 2 SY7/I 灰白 良 良

゜＇ 
天場もの

不明

, .. 口 7H カクラン 82 4.2 23 X 

゜
△ 2.5Y7/I 灰白 良 良

゜
2 

"' 口 7H カクラン 8.4 57 21 X 

゜
△ 2.5Y7/2 灰賃 良 a 

゜
I 

＇ ,,. 口~ m カクうン 8.2 " 24 X 

゜
△ 2.SY7/2 灰贄 Q a 

゜
I 

'" 
Jヽ、Ill m カクラン 87 " 2.1 

゜゜ ' もみ 2 SY1/2 灰贄 Q Q 

゜
I 憲螂体郎1こひび割れ

← "' Cl 7H カクラン 8.2 ,., (22) . 
゜

△ 2.5Y7/2 灰貫 ll Q 

゜
I 

"' 
Cl 60 カ'"ン 80 ., 18 ' 

＂のため △ 2SY8/1 灰白 9. 良

゜
I 天場もの

不剛

"' 
小讀 60 カクラン 8ヽ .. 29 

゜゜
X もみ 25Y7/2 灰贄 ll 9. 

゜
I 

"' 小魏 60 カ,,,ン 8.3 " 30 

゜゜ ' しみ 2'Y7/2 灰賃 Q 艮

゜
I 

"' 饂 6G力,.,,ン ,. 
" 26 X 

゜
△センイ蠣 2$Yヽ/I 灰白 a ll 

゜＇ 
m 皿 60 カクラン BO 39 " ' 

＂のため △ 2 5Y7/I 灰臼 a a 

゜＇ 
天場もの

不明

"' 口 6G カクラン ,o <3 " ' ゜
△ l 5Y1/I 灰口 ll 良

゜
， 

"' 
口 l!G カクラン 15 50 " 

X 

゜ ゜
2 5Vl/l 灰0 a 9. 

゜＇ , .. Cl 6Ci カクラン ●3 ,., 21 X 

゜
△ 2 5Y8/1 灰臼 ll 良

゜
1 

'81 " 60 カクラン ● 9 '・' 23 X 

゜
6 2 5Y7/2 灰賃 ll !l . I 

"' " 
6G カクラン ● 9 

,_, 
2.1 X 

゜
△ 25Y8/2 灰臼 良 良

゜
I 

'" 0 
0 小慎 60 カクラン 110 ,., 

" ゚
X 砂 2 5Y7/I 灰e 良 良 o m 

'" 
四 6G カクラン 14 

＇` 
2.0 X 軸不の帆ため △ 2.5Y8/1 灰e 良 a 

゜
， 天場しの

"' " 6G カクラン 8.0 ,., 20 X 

゜
△ 2 SY7/1 灰〇 !l Q 

゜
I 

"' 小磯 6G カクラン ,., (5 1) (3.0) 

゜
△ 不明 25YS/2 灰臼 11 a ＂゚ 

裏台蟷鰐ハクリ

"' 園 6G カクラン 87 .. , 
" ' ゜

△ 2.5Y8/1 灰白 良 Q 

゜
， 

368 園 6G カクラン 8.0 4.2 23 X 

゜
△ 2.5Y8/1 灰白 良 ll 

゜
I 

"' 餓 60 カクラン 7.2 4.5 21 X 
輪のため

△ 2 5Y8/2 灰臼 良 a 

゜
I 天場もの

不朗

310 四 60 カクラン .. , .. 23 X 
糠のため

△センイ痕 25Y8/I 灰白 a A 

゜
1 天場もの

不摩l

'" " 6G カクラン 1.8 36 21 X 

゜
△ 2 5Y8/I 灰白 良 良

゜
3 

372 皿 6G カクラン 7.8 4.0 22 X 
蝕のため

6 2.5Y8/I 灰白 a Q 

゜
3 天場もの

不明

373 口 6G カクラン 8.0 41 22 X 

゜
△ 2 5Y8/I 灰臼 良 a 

゜
I 

37• 口 6G カクフン 8.0 .. , ,., X △ ,.,YS/1 灰白 良 9. 

゜
I 

375 lll 60 カクラン 80 " " 
X △ 2 5Y7/2 灰貴 Q 良

゜
I 

376 " 6G カクラン 79 .. , 11 X △ 2.SYS/1 灰白 良 良

゜
I 

377 " 6G カクうン " 41 " 
. △ 2.SY7/2 灰貴 ll a 

゜
I 

311 Cl 60 カクラン 8.3 42 ,. 
' ゜ " 2.5Y7/2 灰贄 !I 良

゜
I 

"' "' 60 カクラン 83 45 22 X 

゜
△ 2.5Y7/2 仄貴 fl 良

゜
I 

380 墨 6G カクラン B2 46 22 ' ゜
△ 2 5Y7/2 灰貫 Q 9. 

゜
2 

'" 小縞 6G カクラン 82 ., 24 

゜゜
. もみ 2:5Y1/2: 灰贄 a Q 

゜
I 

"' 
,1、Ill 8G カクラン 83 46 2.3 

゜゜ ' もみ 2 5V1/I 灰白 a 良

゜
I 

383 lヽヽ碩 6G カクラン " " 
,., 
゜

, もみ 2 5V7/I 灰白 良 良

゜
I 

384 皿 6G カクラン 8.1 ,_, 
" 

X △ 2 5Y7/2 灰贄 良 良

゜
， 

385 小硫 60 カクラン 8.5 41 ,., 
゜

不明 X も 2 5Y7/1 灰白 a 良

゜
I 

'" 四 60 カクラン 79 5.0 2.0 X 

゜
△ 2 5YI/I 灰白 a a 

゜
I 

387 皿 7G カクラン 7.3 ... 19 X 軸のため △ 2 5Y8/1 ,se a 良

゜
I 天場もの

不明

388 瓜 7G カクラン 1.9 .ヽ, '' X △ 2SY8/2 灰白 良 11 

゜
I 

3●● 園 1G カクラン 8.9 .. 26 ' ゜
X 2.5Y7/2 灰貫 R 良

゜
I 

390 皿 1G カクラン

’‘ 
4.J 2.2 . 

゜
△センイ霞 25Y8/1 灰日 ll 11 

゜
I 
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法量(cm)

遺,..~
図版(/)月~II種 G名 出土位●層位 口径 厩糧／裏台擾 鱈裏

裏台の 内面庫勢 外面庫鑢
高台霞国付着憲 マンセルM 色Ill 憤成 馳土 :~ill形分月 厄上●9 傭考賓● 賓薫 鑽聾蠣 鯛聾震

391 饂 10 カ:,:,::., 7.5 ,., 2.0 ' ゜
△ 25Y● 12 灰白 II. 良

゜
I 

"' 饂 7G カクラン ,, •• 25 ' △ 2 5Y1/1 仄白 良 Jl 

゜
I ,,, 

" 7G カクつン u ... 23 ' ゜
△ 25Y7/2 灰贄 良 Jl 

゜
， 

394 

" 7G カクラン •.. 4.5 23 X △ ,mr, 灰白 良 a 

゜
I 

395 口 70 カクラン " 
.. , 25 X 

゜
△ 2 5Y7/1 灰白 良 良

゜
I 

"' 口 7G カクラン 8.3 ,., 2.0 X 

゜
25Yl/4 浅賃 良 良

゜
2 

39) 口 7H カクラン ,., .. , 21 X 

゜
△ 2.5Yl/2 灰贄 A LL 

゜
I 

"' 皿 7H カク9ン 7.5 " 
,., X 輪のため

不朗
X 2.5¥8/1 灰白 良 良

゜
1 天場もの体綿～應鑢／こひび訂れ

'" 置l 7H カクラン 85 •.2 ... ' X 2 5Y8/1 灰白 ll 良

゜
I 

•oo a 7H カクラン J5 40 1.8 ' ' 2.5Y7/I 灰白 ll 良

゜＇ 401 ． 6H カクラン 11 43 2.0 X X 25Y7/2 灰賃 良 良

゜＇ 402 "' 6H カクラン ... 49 1.9 ' ゜
△ 25Y● 12 灰臼 良 良

゜＇ 403 口 6H カクうン 81 48 24 ' △ 2.5V● I¥ 灰白 a 良

゜
I 

0ヽ4 小碑 &H カクうン '' 42 29 

゜゜ ' センイ重 2 SY711 灰白 良 良

゜
I 

405 口 6H カクラン 8.3 50 2.3 X 

゜
△ 2W8/I 灰白 良 良

゜
I .. , ,J,iJI 6H カクラン 8〇 ,., ，． 

゜゜ ' もみ 2.5¥7/1 灰白 良 良

゜
I 

•• , 0 

゜"' 6H カクラン , .. ., 
" X △ 25Y7/I 灰e ll 良

゜
I 

•08 .. 15H カクラン ,, .ヽ8 ,., X X ,.,v● 12 灰e 良 良

゜＇ 
"' Iヽヽ讀 6H カクラン •• u 26 

゜
釉不の明ため X もみ 2.5Y7/3 浅貴 良 良

゜
I 天場もの

410 Jヽヽ燒 6H カクラン 83 45 ,., 
゜゜ ' もみ 2.5Y7/2 灰賃 良 良

゜
I 

411 口 6H カクラン 76 .ヽ, 20 X △ 25Y7/2 灰貴 艮 優良

゜
I 

● 12 Cl 6H カクラン ● 3 .. 23 X △ 25Y8/2 灰白 良 良

゜
I 

413 口 6H カクラン ,., 1ヽ 2.1 X 

゜
△ 2.5Yl/1 灰白 良 良

゜
I 

“‘ 小綱 6H カクラン " " 26 

゜゜
X もみ 2.5Yl/l 灰臼 Jl 良・吹き出し

゜
I 

415 Jヽ、Ill 6H カクうン 9.3 5.2 24 

゜゜
△ もみ 2'V7/4 浅賣 良 良

゜
D 

"' " 6H カクラン 85 .. 2S X 

゜
△ 25Y1/2 灰贄 ll A 

゜＇ 417 ‘‘ 6H カクラン 80 " " ' ゜
△ 25V● /2 灰白 ll 11 

゜
I 

41● ,,、IJIJ 6H カクラン 8.8 " 27 

゜゜
△ もみ 25Y7/4 浅贄 良 LL 

゜
I 塵憾I:ひび訂れ

い• Ill 6H カクラン 8.2 47 21 X 

゜ ' 2.5Y8/1 灰臼 良 良

゜＇ 420 C!1 6H カクラン ,., 44 1.9 . 
゜

△ 25Y8/1 灰白 良 良

゜
I ゆがむ

'" Cl 6H カク9ン " " 20 ' ゜
△ 2.m11 灰白 良 艮

゜
3 

2ヽ2 ロ 6H カクラン " 50 ., X 

゜
△ 20Yl/l 灰白 Ill 良

゜
I 

423 口 6H カクうン 79 50 21 
)( 輪のため

不蛸
△センイ痕 2 5'(8/1 仄白 Q 艮

゜
I 天湯もの

'" " 6H カクラン 82 .. , ,. 
' ' 25Y1/I 灰白 良 良

゜＇ •25 口 6H カクうン ,., ., .ヽ0 ' ゜
△ 2.5Y7/2 灰賃 a 良

゜＇ 
"' 鱈 IIH カクラン ,., , .. 21 ' ゜

△ 2 5Y8/1 灰e a 良

゜
I 

m 塁 8H カクラン 77 38 20 X 

゜
2 5Y9/1 灰白 良 良

゜
I 

428 " 6H カクラン 73 40 

" 
X 釉のため

不綱
△ 2 5¥8/2 灰臼 良 艮

゜
I 天湯もの

"' 小讀 6H カクうン ● 2 ‘’ " ゚
釉不のた胴め

' も 2 5Y1/1 灰白 良 良

゜
I 天場もの

430 口 6H カクラン 79 3.5 2ヽ X 不明 △ 2:>Y7/1 灰白 良 良

゜
， 

'" 小讀 6H カクラン ,., 47 31 

゜゜
△ も 2 5Y1/I 灰白 良 良

゜
I 

432 小讀 SH カクラン .. ,., ,., 
゜゜

△ もみ•砂 2.5Y7/-4 浅賃 a 良

゜
D .,, 

小磯 6H カクラン 81 ,., ,, 
゜

X △ も 2 5Y7/1 灰白 9. 良

゜
（ 

“‘ 鱈 6H 力,,ン 82 43 2.3 ' ゜゜
25Y71< 浅貴 良 a 

゜＇ 435 鱈l 6H カクうン 78 43 " ' △ 2.5Y8/I 灰臼 艮 員

゜＇ .,. .. 6H カクうン 85 ., 21 X ＂のため △ >SYS/I 灰白 良 良

゜
I 天場もの不明

437 Cl 6H カクラン 18 .. 2.2 . △ 2.SYl/2 灰貫 良 ll 

゜
1 

.,, 口 eH カクラン 1B 39 19 )( 輪のため
不綱

△ 2.5V● /I 灰白 fl 良

゜
I 天湯もの

尋39 Jヽ、Ill SH カクうン ，． 

" 2● 

゜
X もみ 2 5Y7/3 浅賃 ll 艮 o n 体螂にひび割れ... " ●H カクうン 80 " " ' ゜
A 2.5Y7/2 灰賃 ll 良

゜＇ 
天鳩もの

441 Iヽヽ讀 ●H 力"ン , .. 
" 

,., 
゜゜ ' もみ 25Y7/4 浅賃 ll 良

゜
I .. , 小讀 ●H カクラン '' .. , 

" ゚ ゜
△ もみ 25Y7/ヽ 浅賃 良 良

゜
D . ., 小鑢 6H カクうン ,., 

" 30 

゜ ' もみ 2.5Y7/ヽ 浅貴 良 良

゜
D 

4ヽ4 小讀 6H カクラン •• .. 2.5 

゜
”のため . もみ 2 5Y7/3 浅賃 良 良

゜
n 天湯もの不明.. , 口~ 6H カクラン " 45 " . 

゜
△ '5V7/2 灰贄 良 良

゜
I 

448 口 6H カクラン ● 0 " " 
X 

゜
△ 25Y0/2 灰賃 良 Q 

゜
3 . ., 口 70 カクラン ●3 ,., 2〇 X 

゜
△ 25¥8/1 灰白 良 良

゜
， 

"' Q 7G カクラン ●3 ヽ~． 24 X 

゜
△ 2 5Y8/1 灰白 良 良

゜
， 

449 0 

゜
ロ 1G カクラン .., 

‘’ 21 X 

゜
△ 25Yl/2 灰白 A 良

゜
I 天場もの

450 " 70 カクラン 79 .. 22 ' ゜
25Y7/3 浅貴 良 良

゜
I 

451 塁 70 カクラン 80 " " ' ゜
△ 2 5Y7/1 灰白 II. 良

゜
I タール付着（その瓢分に穴あり）

452 霞 7G カクラン ,., 50 22 ' ゜
25YB/2 灰白 LL ll 

゜＇ 453 .. 7G カクラン • ヽ " 21 ' ゜
△ 2$Y7/3 浅貴 良 良

゜
2 

45ヽ 鳳 7H カク9ン " 6ヽ 20 ' ゜
△ 2 SY1/2 灰賃 良 良

゜
I 

"' "' 7H カクラン .. " 
,., X 

゜
△ HY7/2 灰貫 Q ll 

゜
1 

"' Cl 7H カクうン 77 ,.o 20 X 
Iiのため

△ 2 5Y7/2 灰賃 良 良

゜
I 天湯もの体鱗にひび割れ不鴫

457 口 7H カクラン 7.8 .. , 
" X 

゜
,,. 

2.5Y● /I 灰a II 良

゜
I 

"' 
口 7H カクラン " ● 4 ,., 

' ゜
△ 2.5V● /2 灰白 良 良

゜＇ 
"' " 7H カクうン 80 50 Z.I X ，， 2.5Y● /I 灰白 良 良

゜＇ 460 " 7H カクうン " 39 17 ' ゜
△ 25Y8/I 灰a 良 良

゜＇ 
461 " 7H カクラン ● 2 .. 18 . 釉のため

△ 2.5Y8/1 灰白 良 良

゜
I 天湯もの不響i

"' “ 7H カクラン 16 ,., 22 ' ゜
△ 2.5Y8/I 灰白 艮 艮

゜
I 

"' " 7H カクラン " ．． 21 . 釉のため
△ 2.5Y7/I 灰白 良 Q 

゜
I 天湯もの不明

404 

" 
7H カクラン ,., 45 " ' △ 2.5'11/1 灰白 良 良

゜
1 ... "' 1H カクラン 03 4ヽ 25 X △ 2~Y1/1 灰臼 良 ll 

゜
1 

"' " 7H カクラン 8.3 

｀゚
2. 〇 X △ 2 SVl/1 灰白 良 良

゜
I 

"' 小講 7H カクラン " 41 24 

゜
轄のため

X もみ 25Y6/2 灰賃 良 A 

゜
I 

不綱

468 J:! 1H カクラン 83 ., 21 . 
゜゜

2 5Y1/2 灰賃 9. a 

゜
3 .. , .. 7H カクラン 81 46 21 ' 

釉のため
△ 25V7/2 灰贄 9. ll 

゜
3 天鳩もの不帆
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法量(c;:m)

遺物貴号
図ほの 図の

鼈種 G名 出土位置 11位 口径 底径／富台径 鶉高
裏公の 内iii底糾 外面底郎

高台底面9寸贅痕 マンセル｛ 色111 煉成 飴土
轄の如9分I応上暑• 鑽考

賓霊 賓霊 賓罵 鱈整直 11整痕 賓霞

"' 皿 7H カクラン 8.2 41 20 X 

゜
△ 25V7/2 灰賃 a A 

゜
I 慮郎～体糾1こひび窮れ

＂＇ 
小環 7H カクラン 8.0 45 23 

゜
＂のため △ もみ 2 5Y8/1 灰白 a a 

゜
I 天湯も(!)

不明

472 ,, ヽ演 7H カクラン ,., (•2) (2.7) 

゜
X 不明 2 5Y7/1 灰白 良 良 '゚ 嵩台這郎9 クヽリ

.,, ,1ヽ演 7H カクラン 9.2 ..• ,., 
゜゜

△ もみ 2>Y1/4 浅貫 良 良

゜
n 

474 皿 7H カクラン 91 50 26 X "' 25Y6/2 灰賃 A LL X I 

＂＇ 
小碑 7H カクラン ,., 45 , .. 

゜ ' もみ 25Y7/3 浅貫 良 Q 

゜
I 

＂＇ 
Iヽヽ璃 6G カクラン 9.5 50 ,0 

゜゜ ' もみ 2 5Y8/1 灰白 a 良

゜
Il 

411 Iヽヽ碩 6G カクうン ... 4.7 2.5 

゜゜
△ もみ 2 5Y7/I 灰白 A 良

゜
Il 

1ヽ8 小碍 6G カクラン 88 45 25 

゜
. もみ 25Y8/2 灰白 良 a 

゜
I 

"' " 60 カクラン .. 41 24 ' ゜
△ 2 5Y7/2 灰賃 良 a 

゜
3 

480 口 60 カクラン 11 45 21 X 粒のため
不明

△ 2 5Y8/1 灰白 良 a 

゜
I 天場もの

"' " 6G カクラン 8.1 44 2.2 ' ゜
△板目あり 2 5Y7/1 灰白 9. a 

゜
I 

482 皿 60 カクラン 84 48 21 . 
゜

△ 2.5Y7/1 灰白 9. a 

゜
I 体船／こひび割れ

"' " 6G カクラン 7.5 39 1.9 ' 釉のため △ 2 5Y7/1 灰白 !I a 

゜
I 天湯もの

I 
不明

48ヽ 小槙 6G カクラン 86 (4 4) (25) 

゜
X もみ 25Y7/2 灰賃 9. a 

゜
1 

485 口 6G カクラン 8.5 46 ,., )I 糟と付着物
のため不囀

△ 2 5Y7/1 灰白 II 良

゜
I 天場もの

＇ ... ロ 60 カクラン ,., 3.9 2.0 ' △ 2 5¥7/1 灰臼 良 良 '゚ m "' 6G カクラン 79 49 ,., 
' ゜

△ 2 5Y7/1 灰白 良 良

゜
I ... 口l 60 カクラン " " 2.2 X △ 2-5Y7/1 灰臼 良 Q 

゜
I ... 

" 6G カクラン ,., 
" 1.9 X △ 2.5Y7/1 灰臼 良 a 

゜
＇ ... "' 6H カクラン 81 4.3 2゚ X △ 25Y1/2 灰賃 良 fl 

゜
I 

"' 
01 6H カクラン 81 3.9 21 )( 軸と付●物

のため不鴫
△ 25Y7/I 灰e LL ll 

゜
＇ 天場もの

トー一— ← 

"' 皿 6tl カクラン 76 4.6 1.8 X △ 2 5Y1/1 灰白 R ll 

゜
1 . ., 小魏 6H カクラン 93 39 27 

゜
の枯たと付め●不掬" X もみ•砂 2 5¥1/1 灰臼 良 a 

゜
Il 天填もの

... 0 

゜
小讀 釦カクラン 9.2 44 ,., 

゜
△ もみ 2'V8/1 灰白 A R 

゜
Il .. , .. 6H カクラン 8.3 49 " X 

゜
△ 2.5'fl/1 灰臼 a R 

゜
I ... 

゜
6H カクラン 82 4.6 20 X ,. 2 5Yl/2 灰賃 a ll 

゜
I 

"ヽ
,. 6H カクラン , .. 42 20 X 

゜
. 25Y● /1 灰e A ll 

゜
I 

9ヽ● 羹 6H カクラン 19 42 " X △ 25Y7/I 灰白 11 量a ' 3 

"' 
皿 6H カクラン 79 42 " ' ゜

△ 2 5Y1/2 灰貫 a 9. 

゜
I 

,00 皿 6H カクラン 8.3 47 23 . 
゜ ゜

2.5Y1/2 灰貴 a Q 

゜
I 

”’ " 6H カクラン 80 •• 21 . (; 2 $Y8/I 灰白 ll a 

゜
I 

”’ " 6H カクラン ,., ,.o 20 ' △ 2 5Y8/1 灰白 a 優a

゜
3 

1 -一
503 " 8H カクラン 8.4 48 21 ' ゜

△ 2 5Y8/1 灰臼 Q 良

゜
I 

“ 皿 6H カクラン 75 44 20 ' " 
2 SY8/1 灰白 a !l 

゜
I 天場もの

sos 口 6H カクラン 75 4ヽ 22 ' △ 25Y7/2 灰賃 Q 9. 

゜
I 

”’ 
小醗 6H カクラン 94 (4 1) (3.0l 

゜゜ ' もみ 2.5Y7/3 浅賃 Q 9. 0 • 患郎1:ひび罰れ

507 小碑 6H カクラン 92 " " ゚ ゜
△ もみ 25Y7/3 浅贄 ll A 

゜
， 

... " 6H カクうン 7.3 " 17 ' △ 25Y8/1 灰白 G 良

゜
I 

碑 ロ 6H カクラン 88 " 19 ' ゜
△ 2.5Y7/1 灰白 A II. 

゜
I 

,,. こl 6H カクラン 79 " " ' ゜
△ 2.5V● /1 灰白 Q 優a

゜
I 

'" 
口 記カクうン 77 51 I● . 

゜
△ 2 5Y7/2 灰贄 a 良

゜
I 

"' 小碗 81i カクラン 93 ('2) (26) 

゜゜ ' しみ 25Y1/3 浅贄 a 9 

゜
D 

'" 01 記カクラン 85 53 20 ' ゜
△ 2 5Y7/I 灰臼 G 9. 

゜
I 

51ヽ " 釦カクラン 77 45 21 x 不哨 6 25Y● /I 灰白 Q 艮

゜
＇ 

天湯もの

"' 小璃 6H カクラン " 52 21 

゜
X し" 2 5Y7/3 浅賃 a 良

゜
D 

'" 小魏 70 カクラン 8● 45 25 

゜
不明 X しみ 2 5Y7/I 灰白 "' 艮

゜
I 天場もの

"' 
小磯 7G カクラン 90 47 " ゚ ゜

X しみ 2 5'(1/3 浅貫 A 良

゜
n 

518 小魏 70 カクラン 88 ., 25 

゜゜
△ しみ・妙 2 5Y1/3 浅贄 良 良

゜
I 

"' 
小填 7G カクラン {90) .. (2●) 

゜
X しみ 2 $Y7/2 灰贄 11 A o n 

"' 小慎 70 カクラン 93 (<3) 12.8) 

゜
X もみ 2 SY1/3 浅貫 ll 良 o n 

'" 小硯 7G カクラン 91 5.0 " ゜
X しみ 2 5Y7/2 灰It Q R o n 

"' 
小慎 7G カクラン " 8ヽ 20 

゜゜
. t,み 2 5Y7/2 灰贄 ll 艮

゜
I 

523 0 

゜
小譲 1G カクラン 94 5.0 " ゚

X もみ IOYR8/2 灰白 9. 良 o n 

ヒ且‘ ,,、Ill 7G カクラン J.4 42 24 

゜゜
X もみ 2 SY6/I 貫灰 A a 

゜
I 

~"' ・ 小濃 7C カクラン " 45 2.7 

゜
不明 △ もみ 2 5Y1/2 灰賃 JI. 良

゜
D 天湯t,の

Iヽ、1J1 7G カクラン " 
, .. 2.8 

゜ ' もみ Z 5V112 灰賃 ll 只

゜
I 内置麻郎に褐修痘あり

521 ,, ヽ讀 7G カクラン 80 3.8 22 

゜
不朝 ' もみ 2.SY?/1 灰白 ll Q 

゜
I 天湯しの

"' 
小碩 70 カクラン 90 49 (26) 

゜
△ もみ 2 5Y7/2 灰賃 Jl A o n 

"' 
鑓 1G カクラン '' 42 2.0 X 

゜ ゜
25Y7/3 浅贄 ll 良

゜
I 

I 
鵡 1G カクラン ，． 41 2、2 X 

゜
2.SY7/3 浅貫 a 良

゜
I ＇ ,,. 

'" 小磯 7G カクラン 86 47 29 

゜
△ もみ 2 5Y1/3 浅貫 A 艮

゜
I 

日：： 皿 10 カクラン " 40 2J ' 不明 △ 2 5Y1/2 灰賃 良 a 

゜
1 天湯もの

皿 7H カクラン " 44 ,., . △ 2.5Y8/I 灰白 良 良

゜
I 

,,. 四 7H カクラン 82 45 20 . △ 25Y8/2 灰白 a a 

゜
2 

535 10 7H カクラン 75 .. 22 . 不明 △ 2 5Y7/2 灰賃 良 良

゜
I 天湯もの

"● 鳳 7H カクラン 75 " 
,., 

' ゜
△ 2 SYB/1 灰白 只 良 '゚ 天湯もの

537 皿 7H カクラン 82 ., 2.0 ' △ 2 5Y7/I 灰白 良 Q 

゜
I 天填もの

'" 
凰 1H カクラン 7.9 47 21 ' 不明 △ 2 5Y8/I 灰白 a A 

゜
2 天湯も(J)

'" 皿 7H カクラン " 
,, 20 ' しヽ 25V1/2 反賃 良 a 

゜
I 

I 

＂゚ " 7H カクラン 8.0 42 20 . 不明 ' 2 5Y7/I 灰白 a a 

゜' 天湯もの

"'0  〇 Iヽヽ璃 7H カクラン ● J 5.0 " ゚ △ もみ 10YR8/3 浅贄檜 R a 

゜
I 

542 皿 7H カクラン ・.8 " 21 . 
゜

△ 2 5Y8/1 灰白 a a 

゜
I 

"' " 7H カクラン 8.6 46 22 ' ゜
△ 2 5YS/1 灰白 良 a 

゜
I 

, .. ロ 7H カクうン 1.3 41 1.8 ' X 2 5Y7/2 仄贄 Ii Q 

゜
＇ 

"' Ill 7H カクラン 11 4.8 21 ' 不明 △ 2 5Y8/1 灰白 艮 A 

゜
＇ 

天場もの

"' 
日 7H カクラン 8.2 ., 21 ' ゜

2 SYl/1 灰白 艮 a 

゜
I 

5●1 小碗 7H カクラン ● 9 (44) (28) 

゜
X しみ 25Y7/2 灰贄 良 Q 

゜
（ 

"' 小碑 6G カクラン " 46 3.3 

゜
不明 X もみ 25Y7/I 灰白 艮 Q 

゜
D 天場もの

549 小碩 60 カクラン 9.4 （ヽ9) (3.1) 

゜
△ もみ砂 25V1/3 浅賃 ll. a 

゜
n 

550 en 6G カクラン 9.3 51 21 X △ 2~Y1/I 灰e やや不R 良 ' ’ 
551 小慎 6G カクラン

,_, 
48 ,., 

゜ ' もみ 2 5Y1/2 灰贄 R Q 

゜
D 
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法量〈em)

遺物書臀
図版の 図の

1111 G名 出土位●層位 口径 庫径／富台径 II寓
冨台の 内面慮麒 外iii庫糾

寓台庫iii付着震 マンセ,.g 色鱈 復戌 納土
輪のi11影分目 m上書§ f11考賓篇 賓罵 賓艤 鑽璽• 鱈璽痕 賓●

"' 
,1,111 ,a カクラン ，、 49 29 

゜゜
X もみ 25Y7/2 灰賃 良 R 

゜
， 慮飴に穴あり

553 小讀 60 カクラン ,., ('6) (20) 

゜゜ ' 不明 2 5Y7/2 灰賃 良 良

゜
I 寓台靖鉛全てハクリ

55• 小醜 60 カクうン 90 41 " ゚ X もみ •砂 2.5Y8/I 灰白 良 良

゜
n 

'" 小磯 6G カクラン 93 .. 21 

゜
△ もみ 2 5Y7/1 仄白 良 良

゜
D 

SS● 小磯 60 カクラン 63 " 
,., 
゜

不綱 △ もみ 2 5Y1/3 浅賃 Jl ll 

゜
I 天場もの

'" Iヽヽ綱 6G カクラン .. 45 " ゜゜ ' もみ少々 25Y7/2 灰賃 良 ll 

゜• ss, 小讀 6G カクラン ... .. " ゚ △ もみ 10YR714 にぶい貫檀 9. a 

゜
l 

"' 鳳 6G カクラン .. 9ヽ 22 ' △ 2 5Y7/1 灰白 良 a 

゜
I 

'" 小魏 6G カクラン 8.8 41 2J 

゜
. もみ 2'Y7/3 浅賃 良 a 

゜
I 

561 小漬 60 カクラン 92 ．． " ゚ ゜
△ もみ 25Y7/2 灰贄 良 a 

゜
D 

562 Jヽ•W 60 カクラン 92 41 29 

゜゜
X もみ 2 5Y7/3 浅賃 a 9. 

゜
Il 

60 カクラン
I 

28 

゜
△ 2 5Y7/3 浅賃 良 9. 0 ll "' 小蜻 " 45 もみ

'" Iヽ、Ill GG カクラン 85 ,1 

" ゚ △ もみ少々 2 5Y7/1 灰白 良 fl 

゜
I 

"' 
,ヽ,111 8G カクラン 9.0 .. , 

" ゚ 不睛 △ しみ 2 5Y1/1 灰白 a 良

゜
D 天湯もの

'" 旦 6G カクラン •~’ ,, 
25 ' △ 2 5'(7/2 灰贄 a 良

゜
I 

567 Iヽ、1J1 6G カクラン " 39 23 

゜゜ ' も 2 5Y7/I 灰臼 良 良

゜
I 

508 ,1ヽlJ1 60 カクうン 87 41 '"' ゚ ゜
. もみ 25Y8/2 灰白 Q 良

゜
I 

”’ " 60 カクラン " " 
,, X △ 25Y7/2 灰賃 良 良

゜
I 楕円

570 口 tiG カクラン 83 41 25 X X 2 5Y7/1 灰白 良 良

゜
I 

511 口 !G カクラン ，． .. 23 X △ 2 5Y8/I 灰白 良 良

゜
I 

"' Cl 6G カクラン ,., .. " X 

゜
△ 25V7/2 灰賃 Q 良

゜
2 

513 "' 6G カクうン 8.2 " 24 ' △ 25V1/2 灰貫 良 良

゜＇ 
"' C 6G カクラン 82 40 21 ' △ 2.5Y1/2 灰賃 良 良

゜' 575 0 

゜"' 60 カクラン 85 4.0 ,, 
' ' 25Y● /I 灰白 9. ll 

゜＇ 
"' " 

6G カクラン " " 20 ' ゜゜
25Y7/2 灰贄 a ll 

゜
I 

511 鑓 ea カクラン ., 44 19 X 

゜
△ 25Y7/2 灰賃 9. 良

゜
I 体慧r::ひび訳れ

578 闘 60 カクラン 83 41 22 X 

゜ " 
2 5Y7/I 灰白 9. R 

゜
I 天場もの

"' " 60 カクラン Bl 45 25 X △ 25Y8/I 灰白 ll ll 

゜
1 

580 ロ 60 カクラン 83 ヽI 22 X X 2 SYl/2 灰貫 a 良

゜
1 天場もの

581 こi SG カクラン 75 , .. 22 X 

゜゜
25Y7/I 灰臼 良 良

゜
1 ＂止糸切りか ？

582 

" IG カクラン 83 4ヽ 24 X X 2.5Y7/1 灰白 良 fl 

゜
， 

583 0 

゜
口 60 カクラン 79 " 

,. X △ 2 5Y7/2 灰賣 良 9 

゜
3 , .. iユ 6G カクラン " 50 24 ' △ 2.5Y7/2 灰賃 良 良

゜＇ 585 塁 60 カクラン ,., 
" 2ヽ ' △ 25Y7/2 灰貴 良 良

゜＇ 
口縁一体撼に多くのひび窮れ

58● ,. 6G カクラン ● 2 43 21 ' ゜
△ 25Y7/I 灰白 良 a 

゜
2 

587 鱈 6G カクラン ● I 39 2.2 X 

゜
△ 25Y7/2 灰贄 Q Q 

゜
I ... 戴 60 カクラン 77 44 20 X △ '・""' 灰賃 良 良

゜
I 

"' 小慎 GG カクラン " " " ゚ △ もみ砂 2'Y112 灰贄 良 ll 

゜
I 

5凹 口l SG カクラン 8.0 " 21 X 

゜゜
2SY7/2 灰賃 良 良

゜
I 

'" 口 60 カクラン 77 38 " X A 25V1/2 灰貫 良 良

゜＇ "'0  

゜
,,、Ill 6G カクうン 7ヽ " 21 

゜
不明 X もみ砂 2 5Y8/I 灰白 Q 良

゜
I 天湯もの

"' Cl 6G カクラン 82 38 " 
X 不綱 △ 2 51(7/1 灰白 良 良

゜
3 天場もの

'" Ill 6G カクラン " 45 24 X △ HY&/1 贄灰 良 ll 

゜
I 体螂にひび割れ

"' 
.. 6G カクラン 78 " 25 . △ 2 5Y7/2 灰贄 fl a 

゜
I ゆがみ激しい

'" 皿 6G カクラン " 3.1 21 X 

゜
'5Y7/2 灰賃 良 良

゜
I 口縁～体螂Iこひび謂れ

"' 
Jヽヽ慎 6G カクラン 83 44 24 

゜
不明 △ もみ 2 5Y7/1 灰白 良 良

゜
l 天場もの

"' ゜
60 カクラン 03 45 24 ' 不明 △ 2 5Y1/1 灰白 A a 

゜
I 天湯もの

"' 
.. 60 カクラン " 45 20 ' ゜

△ 25YUI 灰白 良 l!l 

゜
2 

,oo 口i 60 カクラン 80 39 21 X 

゜゜
2 5¥7/1 灰白 良 ll 

゜
1 

601 口 60 カクラン ● 1 ., ,0 X △ 2 5Y7/I 灰白 良 良

゜＇ 602 ロ so カクラン 81 ヽヽ 24 X 

゜
△ 25Y7/1 灰白 9. 9. 

゜
I 

603 口 60 カクラン 80 ., 23 . 
゜

△ 2 5Y7/1 灰白 A I¥ 

゜
1 

'"' こし 80 カクラン .. " 2.3 X △ 2 5Y7/I 灰白 良 ll 

゜＇ 805 JC 8G カクラン " 46 20 ' ゜゜
25Y● /I 灰白 良 ll 

゜
I 

"" JO 8G カクラン .. 55 " ' ゜
△ 2 5Y7/1 灰白 艮 やや糟い

゜
I 

607 

" 6Ci カクラン ●0 ,. 22 X △ 2 5Y7/2 灰貫 良 良

゜
1 ...。

゜
饂 6H カクラン 71 39 20 X △ 10YR7/I 灰臼 良 良

゜
I , .. ,,、Ill 6H カクラン 8.3 (4.31 (U)  

゜
△ も 2.5Y7/1 灰白 良 良

゜
I 

● " 
,, ヽ 讀 6H カクラン .. 51 30 

゜
X もみ 2.5V8/1 灰白 良 良

゜
N 

'" Q 8H カクラン 71 " 2. 〇 X 

゜゜
2SY7/2 灰賃 良 良

゜
I 

812 口 6H カクラン " .. 19 X △ tsV● /I 賃灰 良 良

゜
I 

613 口 7G カクラン .. .., 
20 X 

゜゜
25Y● II 灰白 ll 良

゜
I 天湯もの

'" 口 7G カクラン 83 47 23 ' ' 2.5Y● /I 灰白 良 良

゜＇ 615 0 

゜
ロ 7H カクラン 80 .. 22 . "' 20Y8/3 浅贄 良 9. 

゜
I 

'" 皿 7H カクラン 16 46 21 ' △ 2 5Y7/I 灰白 良 a 

゜
I 

"' "' 7H カクラン 7.3 3.9 21 X 

' 25V7/1 灰白 良 良

゜
I 

"● 四 7H カクラン 81 45 22 X 

゜
△ 25Y7/1 灰白 良 ll 

゜
I 

'" " 7H カクラン 81 ., 21 X △ 2.5Y711 灰白 良 良

゜
I 

620 aヽ 7H カクラン ，、 ., 21 ' ゜
△ 25Y7/1 灰白 R !l 

゜
1 

"' 霞 7H カクラン .. 47 " ' 不明 △ 25V● /I 灰白 良 !l 

゜
1 天湯もの

'" 
艦 7H カクラン " 

., ,. 
' ゜

△ 2.$Y● /I 灰白 良 ll 

゜＇ 
"' 四 7H カクラン ,. 7ヽ 19 X △ 25Y8/I 灰臼 良 良

゜
I 

"' " 7H カクうン " .. 22 ' △ 2 5Y1/2 灰賃 良 良

゜
I 

625 口 7H カクうン " 
.. 20 ' ゜

2.5Y8/1 灰白 ll Ill 

゜
I 

"' 口 7H カクラン " .. 21 X 不明 △ 2_5'(8/1 灰臼 a 良

゜＇ 
天場もの

"' ロ 7H カクラン ,., 50 2.2 ' ゜
△センイ蠣 2-SYS/I 灰白 a ll 

゜
I 

"' l:l 7H カクラン .. ．， 
" ' ゜

△ 2 5Y7/I 仄白 良 良

゜
I 

'" 0 ゜
iヨ 7H カクラン 83 50 " ' ゜

△ 2'Y8/I 灰白 良 ll 

゜
I 

'"' Jヽヽ讀 7H カクラン .. 4ヽ 26 

゜
もみ 25Y7/2 灰贄 良 良

゜
I 

'" 
Jヽヽ讀 7H カクラン ● 1 49 , .. 

゜
△ も 2 5Y8/1 灰臼 ll 艮

゜
I 

'" lヽヽ讀 7H カクラン ... .. 26 

゜
X もみ 2.5Y1/1 灰白 Q 良

゜
I 

"'0  

゜
Iヽ、Ill 7H カクラン 8ヽ .. , 26 

゜゜
△ もみ少々 2SY8/2 灰白 II 良

゜
I ,,. ,, ヽ 硫 7H カクラン 85 ,., 27 

゜
△ もみ 2SY7/I 灰臼 良 a 

゜
I 

'" 
,, ヽ漬 7H カクラン 87 .. 27 

゜
不鴫 △ も 2.SY1/I 灰白 ll 良

゜
I 天湯もの

第 8表辿物観察 表8

-113 -

第 3部久分古窯群



法量(cm)

遺物壽号
図版の 図の

務II G名 出土位置雇位 口径 底径／富台ほ 鶉冨
高台の 内面底割 外面底部

裏台応iii付着直 マンセル＊ 色慣 煉成 飴土
釉の旧影分月 ＂上看• II膏

宥"' 有震 宥需 11整痕 謁整直 賓鱒

636 小魏 7H カクラン ,., 3.6 24 △ 

゜
△ 2.5Y7/2 灰贄 只 9. 

゜
l 裏台全てハク'}

'" 
瓜 6G カクラン 77 ., 1.8 X △ 2.5Y7/2 灰貫 a 優良

゜
I 

'" 皿 6G カクラン 8.1 4.2 21 X △ 2 5Y7/2 灰賃 只 a 

゜
I 

639 皿 60 カクラン 7.8 '' 22 X △ 2 5Y7/2 灰貫 良 a 

゜
I 

640 小潤 6G カクラン 8.9 (4 I) (2.7) 

゜
X もみ 25Y8/I 灰白 a a 

゜
I 

,., 小璃 1H カクラン 8.4 45 26 

゜
不閉 X 不明 2 5Y7/! 灰白 a ,. 

゜
! 天場もの裏台頌螂ヽヽクリ

"' "' 6G カクラン 83 48 24 X 

゜
△ 2 5Y1/! 灰白 a a 

゜' 
643 Ill 6G カクうン

｀゚
4.2 2. 〇 X 

゜ ゜
2.SY● /I 灰白 良 fl 

゜
I 口縁～体懇にひび罰れ

644 Oil &C カクラン 1.1 4. 〇 1.9 X △ 25Y7/2 灰賃 Ill 9. 

゜
I 

'" 皿 6G カクラン ,.o 4.9 1.8 X 

゜
△ 2.5Y7/1 灰白 !I a 

゜
I 

'" 小閾 60 カクラン ,., 
'"' '〇

゜
不明 △ もみ 2.SY0/1 賃灰 良 A 

゜
I 天場もの

647 Jll 6H カクラン ●, 1 45 23 X 不剛 △ 2 5'1'8/1 灰白 良 良

゜
I 天爆もの

"' "' 6H カクラン ,.o ,., 18 X △ 2 5Y7/I 灰白 R /l 
＇゚ ,,, 

" 6H カクラン ,. ,., ,., X ，， 2 SY7/2 灰贄 a Jl 

゜＇ 
'"' 皿 6H カクラン 8.0 4.2 2.0 X 不朝

＾ 
2 5Y7/2 灰贄 ll ll 

゜＇ 
天場もの

I-'" "' 6H カクラン ？？ 3.8 2.0 X △ 2 SYS/I 灰臼 9. 9. 

゜
I 

652 皿 6H カクラン 78 3.8 ,., X 

゜
△ 2 SY7/I 灰白 ll Jl. 

゜
I 底憾にひび窮れ

'" 皿 6H カクうン 8.3 ,_, 
" 

X 不明 △ 2 5Y7/I 灰臼 9. a 

゜
I 天場もの

'" "' 6H カクラン 7.7 4.5 1.8 X △ 2 5Y7/I 灰白 a Jl 

゜＇ 

戸'”" 
,, ヽ硯 訊カクうン 7.5 40 2.4 X X 2 SY?/1 灰白 ll a 

゜
I 墓仕欠慢

,, ヽ碩！ 6H カクラン •-• 4.4 27 

゜゜
△ もみ 2.5Y7/I 灰白 a a 

゜
I 

" ' 0  

゜
,, ヽ這 6H カクラン 81 " 3.0 

゜
不明 . もみ 2 5Y8/I 灰白 9. R 

゜
I 天場もの

"' 
小醜 6H カクラン 79 5.0 , .. 

゜ ' もみ 2.5Y1/2 灰贄 良 良 ' I 

"' " SG 灰属 8.3 ,, 2.3 X 

" 
2 5Y1/1 灰白 良 良

゜
I 

蜘 ロl 50 灰顆 ,., 39 ,, X 不明 △ 2.5Y1/1 灰白 A A 

゜
I 天堪もの.. , 

" '° 灰願 84 ,., 2.、X 不明 △ 25Y7/1 灰白 良 良

゜
I 天湯もの

,., 
"' 50 灰属 ,., 41 2.1 X △ 2 5Y8/1 灰白 良 良

゜
I .. , 

" 5G 灰属 )、9 ,., 21 X 

゜
△ 2 5Y1/1 灰白 良 良

゜
I 

“‘ " 4G 灰甑 87 ‘’ 
,. X △ 2 5Y1/1 灰白 11 只

゜
I .. , 皿 <10 灰属

,, 
" 2,1 X 

゜
△ 25Y7/I 灰臼 9. 良

゜
I ... " 4Cl 灰1l11 82 3.9 22 X △ 2 SY1/3 浅貫 良 R 

゜
I 天場もの

'" " 50 灰顆 81 ● 1 

" 
. 
゜

△ 2 5Y8/I 灰〇 A 9. 

゜
2 ... Jll so 灰顧 ,., 4,2 24 ' ゜

△ 2 5Y7/I 灰白 良 良

゜
I 

"' 
,,、1l11 ,a 灰麟 8.8 ., 2,4 

゜
X もみ 2 5YJ/I 灰白 a A 

゜
I 

'" 小碩 50 灰願 ,., ., 28 

゜ ' もみ•砂 2.5Y7/1 灰口 良 !I ' I 

● 71 且 61 灰願 8.1 ., 
" ' ゜

△ 2.5Y7/I 灰白 良 良

゜
I 天湯もの

トー

"' 皿 61 灰顧 ,. ,. 
" X △ 2.5Y7/1 灰e 艮 !I 

゜
I 

"' 
,1、IJl 61 灰頴 " 3ヽ 21 

゜
. もみ 2 5Y7/2 灰賃 良 艮 o n 

"' 小讀 61 灰鯛 85 41 22 

゜ ' もみ 2.5Y1/1 灰白 良 良

゜
I 

"' 小慎 61 灰靡 81 ., 25 

゜
. もみ 25Y7/2 灰貫 a 9. 

゜
I 

I-!'! 小碩 61 仄顧 8.2 ('1) (29) 

゜゜
X もみ 2 5Y7/1 灰白 !l !l 

゜
I 

＇＂ 
JIil 61 灰願 8.4 " 23 . 

゜ ゜
2.5Y7/1 灰白 良 良

゜
I 

"、 Ill 61 灰属 80 4● " 
X 

゜
2 5V7/I 灰臼 ll 9. 

゜
I 

ヽ" Jlil " 灰願 " .. " 
. 

゜
△ 2 5Y8/1 灰白 A !l 

゜
I ... lヽヽ墳 61 灰願 , .. ., 

" _£_ 不閉 ' もみ 2 5Y7/1 灰臼 良 良

゜
I 天場もの

● " 
園 4J 喪ば " 

., 20 X ，， 2 5Y8/1 灰白 良 艮

゜
I 

"' 皿 4J 表ば 79 ., 22 X △ 2 5Y8/1 灰白 9. A '゚ 
683 0 0 小渭 61 灰犀8区 " " 21 

゜
不疇l •— . し,, 2 5Yll/2 灰白 良 a 

゜
I 天場もの

●9ヽ 〇 0 小磯 い 灰 鳳B区 ’’ " " ゜
K しみ 5Y711 灰白 R 良

゜
D 

"' 小碩 71 灰犀OG. " 47 24 

゜
△ しみ 25Y● /I 灰臼 II. 艮

゜• 
'" 皿 71 灰鳳8区 79 " 22 X 

゜
, 2 5Y7/I 灰白 艮 ll 

゜
1 

"' 小1J1 船灰庫0区 ’“ 
(4 I) (27) 

゜
X しみ 2 5Y712 灰賃 ll ll 

゜
I 

'" 0 ゜
!Cl 即灰犀D区 " 49 22 X 

゜
¥0YR1/I 灰臼 fl ll 

゜
I 

'" 小碩 6U 灰鳳0区 81 37 24 

゜
X もみ 2 5¥7/1 灰〇 ll 11 

゜
I 

● ,o DD 6H 灰鳳0区 85 44 23 . △ 2 5Y7/I 灰臼 .. 11 

゜
3 

"'0  〇 小磯 61 灰鳳D区 88 4.0 29 

゜゜
X もみ•砂 !OYR1/3 I:: ぷい貴檜 ll奸 良

゜
I 

'" 小繍 61 灰原0区 ●) 

" " ゚ 不疇 X もみ 25V● /I 灰日 ll ll 

゜
I 天場もの

'" 皿 61 灰犀C区 86 42 2.0 X △ 25V8/1 灰白 a ll 

゜
1 

'" DD 61 灰鳳c区 " 47 19 X 不明 △ 25Y8/1 灰白 a ll 
＇゚ 

天場もの

'" 
薗 61 灰胴C区 84 46 20 X △ 2 5V8/1 灰白 a a 

゜
I 

"' 皿 6H 灰願0区 1.8 ,., 
" 

X 

゜
△ 2 5V8/1 灰白 艮 良

゜＇ 
'" 

園 6H 灰犀0区 ,. 40 21 X △ ,.,v● /I 灰白 Q a 

゜
I 

l--"' 園 61 灰鳳0区 88 ., 
" 

X 不朗 △ 2 5Y7/2 灰貴 a A 

゜
I 

天場ものではないが慮綿中心付近
"'0  0 小硯 61 灰鳳013 .. 4.6 27 

゜
不明 X もみ 2.5¥112 灰賃 良 a 

゜
I に輪付•

700 小磯 61 灰罵D区 95 7ヽ 28 

゜゜
△ もみ HV1/3 浅賃 艮 a 

゜
D 

701 小濤 61 灰厩0区 88 4.0 ,., 
゜

X もみ 25Y8/1 灰白 良 良

゜
I 

702 小潤 61 灰厩D区 " 5.0 29 

゜
不明 X もみ 2.5Y1/I 灰白 良 a 

゜
D 体節1こひび窮れ．

'" 皿 6H 灰原E区 89 5ヽ " X 不明 △ 25Y1/1 灰白 a ll 

゜
I 天場もの

70< " 6H 灰犀E区 84 50 " X △ 25Y8/I 灰白 a a 

゜
2 

705 0 

゜
小渭 6H 灰犀E区 81 42 2.7 

゜
A もみ 2 5Y7/1 灰白 a 艮

゜
D 

7訳i 輝 61 灰厩0区 84 4』 19 X 

゜
2 5Y7/1 灰白 ＆ a 

゜
I 

701 皿 61 灰厩0区 75 5ヽ 20 X △ HYJ/1 灰白 艮 a 

゜＇ 
708 0 

゜
llD 61 灰鳳0区 82 42 , .. X 

゜
SY● /1 灰白 良 ll 

゜
I 

'" 小情 61 灰犀0区 95 50 31 

゜
X もみ少々 25Y8/1 灰白 Q 良

゜
D 

710 小魏 61 灰鳳0区 91 47 ,. 
゜

不朝 X しみ 2 5Y1/1 灰e 艮 a 

゜
D 

711 小磯 61 灰犀0区 95 5.0 " ゚ X もみ 2 5V8/1 灰" II ll 

゜
D 

712 小漬 61 灰鳳0区 " 45 " ゜
△ もみ少々 2.5¥1/1 灰白 a ll 

゜
D 

713 小硝 6H 灰原F区 9.8 (SI) (3 4) 

゜
不明 X もみ 2 5¥8/1 灰白 a 良

゜
u 天場もの

?14 0 0 小碩 IIH 灰原F区 105 5.9 J,4 

゜
△ もみ少々•砂 2.5Y8/1 灰白 良 a o m 

715 0 〇 小磯 7H 灰鳳A区 " 54 32 

゜
X 砂少々 2 5Y1/I 灰白 ll 良

゜
D 

'" 
皿 61 灰原D区 80 41 23 X 不疇l

゜
2.5Y8/I 灰白 a 良

゜
I 天場もの

717 小碩 SH 灰厖F区 91 51 ,., 
゜

不朝 もみ 2.5¥8/1 灰白 A 艮

゜
D 天場もの

718 小硝 5H 灰際F区 92 5.5 3.2 

゜
△ もみ少々•砂 2 5Y1/I 灰白 ll 良

゜
D 

119 皿 6H 灰原E区 85 45 21 X △ 2 5Y7/I 灰白 ll /l 

゜
2 

第 9表辿物観察表 9
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法量(cm)

遺物書号
園瓜の 月；喜1璽 G名 出土位置層位 口径 慶径J裏台径 11高

寓台の 内鯛iii璽患痕郎 外憂底蛉
高台慮面付着痕 マンセル値 色鯛 煉成 胎土

軸の
湛駐分員 取上書号 II賓賓鸞 青籐 鵡蔓痕 賓鑽

720 0 〇小Ill 5H 灰酬G区 39 (L.8) 

゜ ' もみ少々 2.5YR7/I 灰白 a やや糟い 〇 不明 寓台のみ霞饒に穿孔あり

721 0 

゜
JD SI 灰朦G区 81 ,., 25 X △ 2.SV7/2 灰賃 a ll 

゜
I 

122 Iヽヽ碩 SH 灰朦H区 9』1 " 2.5 

゜
不明 X もみ 2.5Y7/1 灰白 良 良

゜
D 天場もの

723 0 〇 Iヽヽ讀 5H 灰願H区 99 5.3 32 

゜゜
. もみ•砂 25YS/I 灰白 良 良

゜
D 

"' 小磯 悽土 8.2 4.3 24 

゜
△ もみ 2 SY111 灰白 良 艮

゜
I 

125 塁 SH 灰厭I区 ●,2 4.2 21 . △ 2、5Y●/I 灰白 ll 良

゜
I 

726 小磯 5H 灰属I区 , .. .. , , .. 
゜

不明 X もみ 2 5Y7/I 灰白 良 良 0'  天場もの

727 小磯 51 灰願E区 '" 
,., 3.3 

゜
不疇 X もみ砂 25Y8/I 灰白 艮 良 〇直 天場ものロIllこひび訂れ

728 臼 5H 灰原H区 " 
.. , 

" 
X △ 2 5Y7/I 灰白 良 良 ' 3 

729 小碍 SH 灰鳳H区 80 37 ,., 
゜

X も 25Y7/1 灰白 良 良

゜
I 

730 小磯 5H 灰属H区 89 45 ,., 
゜

X もみ 2.5Y7/1 灰e 良 JI 

゜
I 

731 1ヽ,111 SH 灰輝1区 81 3.9 " ゚ X もみ !.SY7/I 灰白 艮 良

゜
I 

732 口 5H 灰瓢1区 " 43 2.3 ' 不晴 ' 2.5Y8/I 灰白 良 良

゜
I 天蟻もの

733 ,,、Ill 51 灰顧J区 ，． .. , ,.. 
゜

△ もみ 2.m12 灰贄 良 良

゜
I 

"' 小魏 51 灰願J区 106 u " ゜
不Ill △ もみ 2.SV7/I 灰白 良 ll 

＂゚ 
天場もの 0縁1::vび割れ

"' J:l 51 灰瓢1区 , .. 48 2.3 X 不朝 △ 2.5Y8/I 灰白 良 良

゜
I 天場もの

738 小讀 Si 灰瓢1区 8.0 49 2.5 

゜
△ もみ•砂 2.5Y7/I 灰白 良 良

゜
I 

"' 小魏 51 仄属l区 "' ●3 3.3 

゜
X もみ•砂 2 5Y8/1 灰臼 良 良

゜
， 体鱒一釦：ひび翫れ

)38 lヽ'lll 51 灰願J区 93 " 2.7 

゜
A もみ 2 5Y7/2 灰貴 良 良

゜
u 

739 "' 4Ci 灰魔 8.0 ‘’ 21 X 

゜
△ 25Y● /I 灰白 a a 

゜
I 

＂゚
Iヽヽ讀 40 灰鳳 87 .. " "' ' 2 5Y7/1 灰白 良 Ill 

゜
I 富台ハクリ天湯もの

741 塁 5H 灰原1区 81 .. , 26 X 

゜
△ 2 5Y7/1 灰白 良 a 

゜
， 

742 四 5H 灰簾！区 87 ..• " 
X 

゜
△ 2 5Y7/2 灰費 良 良

゜
1 ,., 

9ヽヽ硯 SH 灰原！区 u ., 
" ゜

△ もみ 2.5Y7/1 灰白 良 良

゜
I 

744 ,,、II 5H 灰尿！区 106 55 3.1 

゜
不疇 △ もみ少々 ,.m11 灰白 良 ll o m 口縁～体鱒1こひび窮れ天湯もの

145 " SH 灰畢！区 .. 50 
,, 

' △ 2.5Y7/I 灰白 良 良

゜
I 

＂＇ " SH 灰犀（区 80 45 2.3 ' △ 2.5Y1/3 浅賃 良 II 

゜
I 

747 m 5H 灰源［区 (82} ., (20) ' l> 2 5Yl/1 灰白 良 良

゜
I 

748 口l SH 灰犀I区 .~, ．， 24 X 不綱 △ 25V7/I 灰白 ll 良

゜＇ 
天場もの,., 

Cl 5H 灰算1区 ●4 ., 
" X △ 25Y7/I 灰口 良 良

゜＇ 750 Cl 5H 灰願1区 ,., 0 2.4 X △ 2 5Y8/I 灰白 良 良

゜
I 

751 小讀 '" 灰願1区 ．． 4ヽ 23 

゜゜ ' もみ 2SY8/I 灰白 a ll 

゜
I 

752 小讀 '" 灰瓢1区 ●9 .ヽ, ,. 
゜゜

△ もみ 2 5Y8/I 仄白 良 良

゜
I 

753 小讀 ~a 灰瓢N区 8.4 39 " ゜
不明 ' もみ 2 5Y8/I 灰白 ll 艮

゜
I 天場もの

"ヽ 小績 4G 灰顧N区 8.4 .. 27 

゜
. もみ 2.5Y7/1 灰白 a 艮

゜
I 

155 0 0 ,1ヽ讀 4H 灰瓢N区 92 3ヽ 2.8 

゜
不明 X もみ IOYR7/3 こぷい貫帽 良 良

゜゚156 小漬 <IH 灰麟N区 90 ,., 
" ゜

不明 ' も 2.5Y7/I 灰白 良 良 o a 天場もの

151 0 〇 lヽヽ讀 4!i 灰顧N区 108 57 " ゜
X 砂 25Y0/2 灰白 良 良 o m 

158 鳳 4H 灰願N区 BS 46 18 ' △ 2 5Y7/1 灰白 良 良

゜
I 

"' ＂ 
•H 灰●0区 78 .. 2.0 ' 不朝 △ 2.5Y7/1 灰臼 良 良

゜
I 天湯もの

760 饂 4H 灰瓢0区 80 " 2.0 ' ゜
△ 25Y7/2 灰贄 a 良

゜
I 

761 0 0 塁 3H 灰罵R区 8l 4.0 2.3 ' ゜
△ 10YR1/2 にぶい貴鳩 Q 良

゜＇ 762 鳳 31 灰贋R区 82 ,., 2.1 ' ゜
2.5Y8/2 灰白 良 良

゜＇ 763 鳳 51 灰犀0区 ●9 .. , 20 X △ 2 5Y7/1 灰白 良 良

゜＇ m O 0 口 51 灰鳳0区 8ヽ 40 23 ' 不睛 △ 2.5Y8/1 灰白 9. 11 

゜
J 天場もの

7●S 小讀 11 灰属A区 ,., ., 30 

゜
△ も 2'Y8/1 灰白 Q 良

゜
I 

7●● o 0 小磯 71 灰鼠A区 96 " 30 

゜゜
X もみ少々 25Y7/I 灰白 良 Jl 

゜
D 外iii体饂にへう状蠣あり

"' 小磯 6H 灰鼠B区 " 
(4 I) (2 4) 

゜ ' もみ砂 2 5V7/I 灰白 良 良

゜
D 楕円

？●● 小讀 41 灰属P区 ,, 5.2 " ゜゜
△ もみ砂 25YB/I 灰白 良 a 

゜
D 

"' 小績 41 灰願P区 " 54 33 

゜
△ 不疇 Z$Y7/I 灰白 良 優良

＂゚ 
寓台罐鰤ハクリ

))0 小磯 41 灰属P区 100 52 ,., 
゜

△ もみ少々 2.5Y7/2 灰賣 良 良 o m 

771 小磯 41 灰籐P区 ’‘ " 
,., 
゜ ' もみ少々 25V8/I 灰白 良 良

゜
， 

m 小繍 41 灰願P区 " 
,. ,, 

゜゜ ' 不鴫 2$Y1/1 灰臼 良 9. 

゜
． 裏台罐闘ハクリ

"' 
Jヽ、Ill 41 灰鳳P区 ，． ,_. ,. 

゜
不明 △ もみ少々 2.5Y8/2 灰白 良 良

゜
u 天湯もの

77ヽ 小醜 41 灰瓢P区 " 
,. 31 

゜ ' も 2SY● /1 灰臼 良 ll 

゜
I 

775 小綱 41 灰鐸Pia 103 (S 7) 2.9 △ 不明 ' 2SY7/1 灰白 良 II o m 天体湯鑢にものひび富割台れ全てハクリ ロ縁～

77● ,ヽ,醸 41 灰願P区 " 44 31 

゜
不疇！ ' もみ少々 2 5Y1/I 灰白 良 良

゜
D 天湯もの

”’ 小鑢 41 灰●P区 108 " 3.3 

゜
. もみ少々 2 5'($/2 灰賃 良 !l o m 口縁内面lこ積綸あり

118 0 0 ,1ヽ讀 41 灰欝P区 •• 5.8 3.5 

゜ ' もみ 2.5Y● /1 灰白 a 良

゜
ll 

779 0 0 ,1ヽ鑢 41 灰願P区 '・' 25 2.9 

゜
△ もみ少々 25Y● /1 灰白 良 良

゜
I 

78() 小讀 41 灰瓢P区 100 (58) 〈3,9)

゜ ' もみ少々 2.>Y7/1 灰白 艮 優a o m 

781 ,,、Ill 41 灰顧P区 ,., 5J J2 

゜ ' もみ少々 2.5Y7/1 灰白 良 優良

゜
D 

782 ,,,, 賣 引灰属a区 91 (5.3) (,0) 

゜ ' もみ少々 2.5Y7/1 灰白 Q ll 

゜
D 

783 Iヽヽ讀 41 灰罵P区 ,., 
" 3.0 

゜゜
X もみ少々 2.5Y7/I 灰白 良 良 o m 

784 小讀 41 仄願P区 ,., 5.1 (3.3) 

゜゜
X もみ少々 2,5Y7/1 灰臼 良 ll 

゜
n 

785 小譲 41 灰願P区 IOI ,., 3.2 

゜
△ もみ少々 2.5Y1/1 灰白 良 良 o m 

"' 
,, ヽ讀 訓灰罵c区 100 58 3.0 

゜
不疇l △ もみ少々 2_5Y7/1 灰白 良 ll o m 天場もの口縁～体麟にひび訂れ

787 " 51 灰瓢E区 ,., ... 21 ' ゜
2.5Y7/2 灰貪 良 a 

゜
I 

1●● " 51 灰願E区 8.3 41 2.3 ' ゜
25Y1/2 灰賃 良 ll 

゜＇ 789 ,, ヽ硯 51 灰厭P区 ,., , .. 3.5 

゜
X も少々•砂 25Y7/2 灰貫 良 a 

゜
D 

100 小讀 51 灰属P区 100 (5.9) (3. ヽ）

゜
X も 少 々 砂 25Y7/I 灰白 a ll 

0 " 
791 0 0 ,,,111 7H 灰属A区 116 55 (3 5) 

゜ ' 不剛 25YB/I 灰白 良 良 0 ロ 寓ぢ蟷鱒ハクリ

702 小讀 6H 灰原Cl3. ● 9 2ヽ 2.4 

゜
不明 X もみ 2 5Y7/1 灰e 良 良

゜
I 天場もの

703 Jヽ、Ill SH 灰頭P区 102 (5亀） (2.8) 

゜
△ もみ少々 2.$¥7/1 灰白 良 良 0 C 

794 ,J<JII '" 灰鼠P区 93 40 ,., 
゜

X も少々 2.5Y1/1 灰白 良 II 

゜
D 

795 0 0 ,1、Ill
'" 灰属P区 ,., 5.4 3.1 

゜ " も少々 2.5YB/1 灰白 良 良 '゚ 796 ,, ヽ" 51 灰庫！区 " " 3.3 

゜ ' 不剛 2.SYl/1 灰白 a II 

゜
D 冨台罐鱒ハクリ

797 lヽ、Ill 51 灰属i区 " " 3.3 

゜
X 不嗣 2 5Y1/1 灰白 Jl 盪良

゜' 寓台蟷螂ハクリ

708 小調 SJ 灰庫P区 IOI .. 3.3 

゜ ' もみ少々 2.5¥1/1 灰白 良 優良 o m 

799 小磯 51 灰犀P区 ● 9 ..• 32 

゜ ' もみ少々 2.5Y1/I 灰a 良 優良

゜
D 

紐 C " 表棟 " " 
,., X △ 25¥1/2 仄賣 a 良

゜
1 

801 小請 41 表揖 ●2 41 ,., 
゜

不明 ' も少々 2 5V1/1 灰白 A 良

゜
I 天場もの

802 Cl 41 裏ほ ,., 41 " 
X 

゜
△ 2 5Y7/1 灰白 ll 良

゜
I 

803 0 〇 小磯 '" 灰畢1区 81 .. 31 

゜゜
X も 2'Y1/2 灰賃 良 良

゜
I 
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遺物量号
図阪の lilの

1111 G名 出土位置層位
賓黒 青鑽

● 04 小璃 5H 灰厩1区

805 小璃 SH 灰願I区

806 0 0 Ill 7H 2号窯F区

801 皿 SH 灰屑1区

808 小慎 5H 灰屎1区

809 ,1ヽ魏 SH 灰原1区

810 0 〇 Iヽヽ璃 7G 3号窯F区覆土

'" 'ヽ'"' 5H 灰原1区

812 小頃 4H 灰厖N区

813 0 0 皿 SH 灰屎N区

814 0 0 皿 7F 4号窯C区覆土

815 0 0 量 7F 4号鵞c区覆土

816 0 0 皿 6G 4号窯F区覆土

811 0 0 皿 7F 4号窯c区
818 0 0 

＂ 
6G ヽ号窯F区

'82" 0 
0 0 皿 6G 5号窯F区

0 0 皿 6G 5号鵞F区

'" 0 0 皿 lF 4号憲0区覆土

"' ゜
〇 小璃 7F 4号鵞0区

823 

゜゚
皿 1F 4号鵞D区

82ヽ

゜゚
皿 7G 3号鵞床iii下癌R

"' 小濃 7F 灰庫A区

"' ＂ 
5G 灰庫H区

827 小璃 6H 灰原D区

"' 小碩 51 灰庫J区

"' 小濃 51 灰鳳1区

830 小慎 5H 灰屎1区

831 小濃 6H 灰庫8区

832 小魏 71 灰願A区
--

833 小ill 4! 灰鍼P区

83-4 小魏 41 灰厖P区

'" 小硯 41 灰願P区

8836 37 
小磯 41 灰瞑P区

゜
0 小嬢 '11 灰原P区

"' 小碩 41 灰願P区

839 小讀 41 灰原P区

••• 小嬢 41 灰庫P区,., 
小"' 51 灰頒l区.. , 小燒 5H 灰原L区

8ヽ3 0 0 小綱 1F 4号鵞C区

公量の（）は霞定鑢，（）は平均1i1を示す

内園庫鑢謂整蘊 01●ナデあり一回転ナデ

口径

,., 
IO.J 

1.1 

8.0 

89 

'"' 
" ,., 
u 

82 

,., 
8.6 

7.6 

85 

7.8 

8.2 

,., 
81 

84 

,., 
8.4 

101 

" ,., 
IOI 

(11.0) 

103 

(I I 1) 

(II 7) 

9.8 

100 

94 

(9 7) 

88 

u 
, .. 
9.4 

,., 
IOI 

(88) 

法量(em)

底棧／轟台径 鱈高 富有台霊の 内iii慮部 外iii慮部
裏台底面付精痕ll整痕 謂整痕.. ,., 

゜
△ もみ少々

,. 3、I

゜
不明 K もみ少々

41 ,., 
' 不畔l ' 

45 " ' 不撃l △ 

4.0 27 

゜ ' もみ

(36) 24 

゜ ' もみ少々

5.0 27 

゜゜ ' もみ少々.. " ゚ △ もみ

46 25 

゜
△ もみ少々

46 22 , △ 

40 ,., 
' ゜

△ 

44 ,_, 
' 不明 △ 

" 21 ' △ 

,., 23 X △ 

4.0 25 X 不明 △ 

40 23 X 

゜
｀゚

,., X 

゜゜55 ,., X 

゜
△ 

42 " ゚ △ もみ

46 " 
X △ 

" 25 X . 
58 3.1 

゜゜
. もみ少々

48 " X △ 

54 33 

゜ ' も少々

59 2.9 

゜゜
△ もみ

,.o "・" ゜ ' もみ少々

" 32 

゜
△ もみ少々

(5 6) (31) 

゜゜
X もみ少々

,.o 27 

゜
△ 砂

56 3.2 

゜
△ 砂

55 JI 

゜
, 不明

52 32 

゜
X もみ少々

47 (36) 

゜゜
X もみ少々

5.3 23 

゜
X もみ砂..• 29 

゜
X もみ少々

5.0 32 

゜
X もみ•砂

52 33 

゜
X もみ少々砂

" 38 

゜゜
△ もみ少々

55 " ゜
△ もみ少々

（ヽ2) " ゜
X 砂

外圃竃飼鵡聾痕〇糸切り痕帆醜1こ残るもの△糸切り痕あるが不閉鰊1こ残るしの X完全にナデ肩され糸切り鐵が籟定できないtの
寓ft(f)<r鐵 0寓台あり X富台なし △富台が打ったがハク＇）した
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マンセルU 色鱈 煉戌 納土
釉の... 分"敗上●』 漏考
布罵

2 SY1/I 灰白 a 良

゜
D 

2 5Y8/I 灰白 9 良 o m 天湯もの頃円

2 5Y7/I 灰白 a 及

゜
I 天湯もの

2.5Y1/I 灰白 良 Jl 

゜
I 天湯もの

2 5Y7/I 灰白 a 良

゜
I 

2 5Y7/I 灰白 良 9. 

゜
I 

2 SYS/I 灰臼 a a 

゜
． 

2 SY8/I 灰白 a a 

゜
I 

2 5Y1/2 灰貫 良 9. 

゜
I 

2 5Y7/I 灰白 11 良

゜
I 

2.SY8/I 灰白 A 良

゜
3 

2 SYB/1 灰白 良 良

゜
2 天湯もの

2 5Y8/I 灰白 良 良

゜
， 

25Y8/I 灰白 a Q 

゜
3 

25V8/I 灰a A 良

゜
3 天湯もの

25V81' 浅賃 fl 良

゜
I 

IOYR1/3 にぶい貫檜 良 良

゜
， 

2.5¥111 灰白 良 A 

゜
2 

2 5Yl/l 仄白 a 良

゜
I 

2 SVl/1 灰白 a 良

゜
3 

2.5Y8/I 灰白 Q 良 . I 

5Y7/1 灰白 良 Ii o m 
2.SYl/1 灰白 ll 只

゜
I 

2.5V1/I 灰白 良 ll 

゜
Il 

2.5¥1/1 灰白 良 良 o m 
2.SV● /I 灰白 良 良 o m 
2.5Y0/1 灰白 "' a o m 
2.5Y8/1 灰白 良 良 o m 
2.5Y8/I 灰臼 ll 良

゜
ll 

25¥7/1 灰白 9. A 

゜
n 0騒部にひび訂れ

2 5Y7/1 灰白 良 9. o m 富台嬬綿ハクリ

2 5¥7/1 灰白 良 優R

゜
D 

2 5Y7/1 灰白 !l 優良

゜
D 

2 5V7/1 灰白 良 9. 

゜
I 

2 5¥7/1 灰白 Ji 優艮

゜
I 

2 5Y7/1 灰白 良 優良

゜
D 

2 5Y8/1 灰白 良 a 

゜
D 

25Y&/I 灰白 A a 

゜
D 

2 5Y7/1 灰白 良 a o m 
2 5Y8/1 灰白 良 良

゜
l 



遺物●号
図版の :: ■ti G名 出土位置 層位
賓鑽

844 0 〇 片口鉢 ●H カクラン... 片口“ 6H カクラン

... 0 〇片〇鉢 6G カクラン.. , 片口鉢 6H カクラン

"' 片口鉢 7H カクラン

"'0  〇 片口鉢 7H カクうン

,,. 片cu SH 灰源！区

"' 片口山茶慎 5H 灰寂［区

852 片口鉢 6H カクラン

"' 片口鉢 '" 灰原1区

854 片口“ SH 灰瓢H区

855 片口鉢 5H 灰願1区

858 片口鉢 60 カクラン

857 置 6G カクうン

858 片口鉢 6G カクうン

"' 片口鉢 61 灰暉

'" 片口“ 7H 2号嘉G区覆土

... 0 〇 子持ち罰台 61 灰鳳D区

，“゚° 〇 重ねIll 5H 灰願H区

980 0 0 • わ讀口 7H カクラン

986 0 〇 重ね磯口 6F 5号●床面下籍設

1039 

゜
〇 重ね鱈 8H カクラン

1223 

゜
〇 重ね四 &H カクラン

"" ゜
〇 重ねa 7H カクうン

1397 

゜
〇 重ねコ 7F "'Ii-窯om覆土

1401 

゜
〇 重ね口 flF 5号憲0区覆土

1402 

゜
〇 重ね口 6G 4号窯F区

1403 

゜
〇 重ね.iiil. 6G 5彎鵞F区

1405 

゜
〇 重ね口 6G 5号窯F区

1•06 

゜
〇 重わ〇 7F 4号窯0区覆土

1410 

゜
〇 偵台 8G 3号窯

143ヽ

゜゚
壼 6H カクうン

1439 

゜゚
壼 61 灰蠣0区

1440 

゜゚
量 71 灰麟A区

1441 

゜゚
． ？！ 灰震A区

1445 

゜
〇 片口山茶魏 5H 灰庫1区

1450 

゜
〇 伊勢鳩 8G力,.,ン

1453 

゜
〇 陶饉 71 灰属B区カクラン

1460 

゜
〇 重ね讀口 7G 3号窯広璽下篇位

＂い

゜
〇 片口山茶鑽 6H 灰庫D区

1462 

゜
〇 不朗,,ヽと績 SH 灰願P区

1'63 

゜
〇 小磯 51 灰顧P区北寛ペルト

"" ゜゚
畳 6G カクラン

1465 片0山茶讀 &G カクラン

"" ゚ 〇 慎 鳩修 <H 灰麟N区

"" 量 5H 灰庫1区

"" '0  績 8G 2号嘉0区慎成富

1459 ' 0 磯 711 2号鵞F区 燎醍重,.,, 
X Q 小魏 7H 2号寛F区慎戌宣

公量の（）は檀定II.()は平均llを示す

内1li慶馘鱈●痕 OHiナデあり 一回転ナデ

法量(em}

ロ往 竃餞／寓台桟

144 "' (22 4) 10.4 

298 155 

(23.5) 10.0 

225 112 

240 130 

25.0 121 

2()4 9.0 

(240) 110 

(19.6) 120 

(23.$) 119 

(25 0) 126 

•• 
(12.6) 

瓢重不霞 (91) 

87 

(231) 12.3 

88 " 
(15 6) (7.5) 

,. 40 

150 (111 

83 50 ，． .. 
,., (4.8) 
,., ヽ 2

8.2 47 

82 41 

82 ,., 
" .. .. 4.3 

・大鼻9鼻I最；；；幅153 

欠蝸 (10.5) 

(14.0) (90) 

(190) 

長さい 幅36

"' 81 

(190) •• 
(1011) (44) 

(9 4) 

" 
(15ヽ l

175 10.3 

(15 5) (78) 

"・' 81 

(92) 49 

鱈寓
裏台の 内面慮齢 外面Ill齢

高台患iii付着痕
賓鑽 調驀痕 鱈費蠣

9.3 

゜
不明？ ．．不朗謙 砂？

(86) 

゜
ナデ センイ塵•砂？

115 

゜゜
ナデ 慎台片付着

(9 2) 

゜゜
糸切り不綱● センイ痕

●6 

゜゜
来g調然輪螢 砂？少々

99 

゜
ナデ ，，し

" ゚ ゜
ナデ なし

61 

゜
ナデ もみ・センイ帽

"・" ゚ ナデ センイ籟

(06) 

゜゜
釆0璽1!1整輪 もみ少々

(1.3) 

゜゜
衆口n紺豊籍 センイ直

"・" ゚ 朱D鵡然• 輪 センイ虞

残存8ヽ

゜
東讀豊

センイ痕
〇然輪

ar,,os 

゜
ナデ センイ震

〈9.5)

゜
不疇 もみ

預存8I 

゜
未鯛螢

もみ
〇熱Ii

(86) 

゜
釆0鯛111整髯l も少々

,., 
゜

不朝 ナデ もみ

53 

゜
不朝 △ もみ

" 
磯〇

不綱 X もみ
塁〇

(SJ) 鳳讀不〇明 不麟l △ 不鱒l

22 ' 不睛 △ 

,. 〇 X 不晴 △ 

(2.8) 

゜
不明 X 不明

" 
濱 不明 △ 

21 . 不哨 "' 
" ' 不蛸 △ ,. 

' 不明

゜" 
. 不綱 . 

22 X 不綱 △ 

IA● ,u 

II囀，11Cll

゜
欠蝸不の綱ため 欠損不の鴫ため もみ砂

(5 4) . 欠績のため
△ 

不"

残存95 ' 

57 

゜
不鴫 △ も

(05) 

゜゜
△ もみ少々

(51) ' 
欠11のため 欠艤不の鴫ため

不"

(O ) 

゜゜ ' しみ少々

残存36

残存72欠損x

゜
△ 欠損のため不鴫

鰻存31

残存33

cm 

゜' △ もみ

57 

゜
. 

゜
もみ

(30) 

゜
不胴 X もみ

外面庫瓢謂●痕〇糸切り震胴膿に残るもの△糸切り鑽あるが不明鴫に残るもの X完全にナデ渭され糸切り●が確定できないもの

高台の賓篇〇裏台あり X寓台なし△寓台が賓ったがハク＇）した

霧，，分類〇体綿下半に園転へ9剛り重あり

第 12表迫物観察表 12 
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マンセル値 色鱈 慎成 納土 :~ 瀾"分U敗上書9 蟻考

25Y7/2 灰贄 やや不R Q X b 

2.5Y7/I 灰白 JI. 良 X b 

5Y8/I 灰白 良 & 0 .o 外藝慮憾中心付近1こ釆鵡菫郎分残

存

2.5Y7/2 灰貫 9. a X bO 

2 5Y7/¥ 灰白 良 a 0 bO 

,sy● /I 灰白 Q a 0 bO 
外iii應翻中心9寸近1こ未Ill襲鶴分残
存

Z5Y7/I 灰白 a 良 0 bO 

25Y1/I 灰白 やや不a 良 X 

2.5Y1/2 灰賃 やや不良 やや精 . b 

25Y7/I 灰口 良 良 0 bO 慮鱒～体靡I:ひび窮れ

2 SV7/1 灰白 良 ll O•O 

2.5Y7/1 灰白 ll 良 0 bO 

2 5'f712 灰賃 良 良

゜
b 畢髄にひび劉れ口縁欠損

2 5Y7/1 仄白 良 良

゜2 5Yl/2 灰贄 やや不良 良 X 

2.5Y7/I 灰白 良 良 X 

2.5Y1/I 灰白 良 9. 0 bO 

2.5Y7/1 灰白 良 優ll

゜25Y0/2 灰贄 良 良

゜
重ね枚艘● ゆがむ

2 SY7/I 灰白 良 !l 

゜
重着ね枚散這2闘1譲の下に口付

2.SY7/1 灰白 良 ll 

゜
重ね枚蝕填S1111富台ほぽ欠禍

<5Y● /I 賃灰 9. A 

゜
重ね枚数 7

2 5Y8/I 灰白 良 良

゜
重ね枚鼓 7

25Y7/2 灰貴 ll 良

゜
●ね枚歓 8寓台蝙鑢すべてハクリ

25Y8/I 灰白 良 II 

゜
重ね枚殻 2天湯もの<.tlll饂体｝

25V1/2 灰贄 良 良

゜
重ね牧殻 8

25Y8/I 灰白 良 良

゜
重わ枚殻 2

2.5Y7/2 灰賃 良 良

゜
重ね枚殻 3

2'V● /1 灰白 a 良

゜
重ね枚歓 5

20Y7/2 灰賃 良 良

゜
重ね桟蝕 2天湯もの（上螂鯛体）

75Y● /I 灰 良

絨片 1439と111-•体参罵

2 5Y7/I 灰白 良 優良

゜
鑢片

繍片•H39I慶合

碩片•1439漬合

2 5Y6/I 賃灰 良 9. 

゜2 5Y7/4 浅賃 醜片

2.5Yll/1 灰白

2 5Y7/1 灰白 Q ll 

゜
I●ね檜罰.., 塵1

2 5Y7/I 灰白 良 良

゜
庫船にひび訂れ

25Y7/2 灰賃 良 ll 

゜2 5Y7/1 灰白 良 fl 

゜
仏具

2 5Y1/I 灰臼 良 a 

゜2 5Y7/2 灰貫 良 a 

゜2 5Y7/2 灰贄 良 a 

゜
情修痕あり

2 5Y7/I 灰臼 良 a 

゜25Y● /I 灰白 良 良 0 B 

2 5Y7/1 灰白 やや不鼠 良 ' B 

2 5Y1/1 灰白 a 良

゜
D 天場もの
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第 3章 自然科学分析

第 1節 久分古窯群の考古地磁気学的研究

広岡公夫、植田有加、岩崎仁美

（大阪大谷大学文学部文化財学科）

l. はじめに

昔の人々が生活していた証拠として辿跡に残された炉跡や窯跡などの焼土辿梢には、その当時の

地球磁場（地磁気）方位やその強度の情報が熱残留磁化として残されている。その情報を高感度の

磁力計で読み取って、過去の地磁気変動を復元する研究が考古地磁気学である。 地磁気方位は、数

十年～数百年のタイムスケールで相当大きな変動をしており、充分、残留磁化測定によって検出で

きるものである。このような地磁気の変動を地磁気永年変化 (geomagneticsecular variation) と

いう。ただ、その変動がどうして起きたのかについては、地磁気変動に関する理論的研究が進んで

いないので、説明できない。過去の時代や末来の地磁気変動について予測することは、末だできな

いのである。そのため、まず、時代がよくわかった窯跡や炉跡の残留磁化測定によって、過去の時

代の地磁気変動の様子を明らかにして、今後、その変動を説明できるような理論を構築していくほ

かに道はない。

地磁気変動の原因の詳細はわからなくても、 地磁気が過去にどのように永年変化してきたかを明

らかに出来れば、それをもとに、測定した焼士の残留磁化方向を変動曲線と照らし合わせて、焼土

が焼かれた年代を推定することが出来るのである。これが考古地磁気法による年代推定法である。

東海地方については、瀬戸 ・東濃地域を中心とした考古地磁気測定結果をまとめて、東海版考古

地磁気永年変化曲線が作られ（広岡 ・藤澤、 2003)、年代推定に応用されている。

発掘調査された大府市内の山茶碗古窯についての考古地磁気測定は、相当数にのぼる。すなわち、

海陸庵1・2号窯および神明 1・2・3号窯（広岡ほか、1996)、深廻間A1・2号窯（広岡 ・佐

竹、 2005)、深廻間B1・ 2・3号窯（広岡ほか、 2006)、深廻間C1・ 2号窯（広岡ほか、 2006)、

ガンジ山A 1 ·2·3号窯（広岡・佐竹、 2000) 、瀬戸B l· 2 ·3·4号窯（広岡 • 井上、 2006) 、

石亀戸 1・2・3号窯 （広岡・小暮、2006)、砂原古窯（広岡ほか、 2007)などである。

2. 考古地磁気の変動

地磁気の直接観測によって得られた偏角・伏角の最古の観測記録は、 16世紀中頃以降、英国ロ

ンドンのグリ ニッヂで得られている。それ以来の 400年余りの継続観測記録を見ると、地磁気方位

は明らかに変わっており、永年変化が認められる。しかし、その変動周期は、もっと長いものらし

く、この観測期間内では周期性は得られていない。ひょっとしたら、不規則な変動をしていて周期
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性などはないのかも知れない。

観測の記録のない、より古い時代にまで遡って地磁気の変動の様子を調べるためには、残留磁化

を測定する考古地磁気学的手法に依らねばならない。考古地磁気測定によって得られた永年変化は

観測記録から得られた永年変化と区別するために、考古地磁気永年変化 (archeomagneticsecular 

variation、または、archaeo-secularvariation)という。

東海 ・北陸地方から北部九州に至る西南日本各地の迫跡に残された焼土の考古地磁気学的測定に

よって、過去 2,000年間の考古地磁気変動が相当詳しく調べられており、西南日本における考古地

磁気永年変化曲線 (Hiraoka、1971,1983, 1991 ; 広岡、 1977)として、考古地磁気年代推定に利

用されてきた。窯跡や炉跡の焼土の残留磁化を測定し、得られた磁化方向を上記の考古地磁気永年

変化曲線と照合することによって、年代を推定することができるのである。

しかし、各地の考古地磁気データが増加するにしたがって、考古学的には全く同時代と考えられ

る異なる地域の考古地磁気データには、明らかに差異のあることが明らかになってきた。西南日本

の範囲内では殆ど地磁気方位に地域的な差異がないとして作られた考古地磁気永年変化曲線では、

地磁気方位の地域差は考慇されていなかった。そこで、考古地磁気データが充分に蓄租されている

北陸地方（福井 • 石川・ 富山 3県に新潟県西部を加えた地域）と 、 東海地方（岐阜 • 愛知 ・三重3

県と静岡県西部を加えた地域） で得られたデータのみを用いて永年変化曲線が求められた。 北陸版

（広岡、 1989) および東海版（広岡 • 藤澤、 2003) 考古地磁気永年変化曲線がそれである。北陸

や東海地方の辿跡の考古地磁気年代推定にはこれらの永年変化曲線が用いられている。

2. 考古地磁気試料の採取と測定

久分古窯群では、 2・3・4・5号窯から試料が採取された。これら 4窯からそれぞれ 12個の

考古地磁気試料が得られている。 2号窯の試料番号は CT3331~3342、3号窯の番号は CT3351~

3362、4号窯の番号はCT3371~3382、5号窯の番号は CT3391~3402で、総計48個である（第

13表）。これらは全て、方位が詳しく測られた定方位試料である。

定方位試料の採取は、我々のグループが永年試行錯誤の末に確立した採取法で、石莉で固めて石

狂表面に平面を作り、その面の最大傾斜線方位とその傾斜角を測定してから採る方法である。この

方法では面はいくら傾斜していてもかまわないので、最もよく焼けたと思われる部分を選んでサン

プリングすることができる。この方法によって比較的短時間に精度のよい定方位試料が得られる。

定方位サンプルの採取方法の手順は次の通りである。

1)まず、古窯址床面のよく焼けている部分を選んで、試料として採取する焼土（こぶし大）の周

りに深さ数cmの溝を掘る。このとき、焼土が動かないように、焼士の根元部分が迫構につながっ

たままの状態が保たれるように気を付ける。溝が堀り上がったら、こぶし大部分の土片や土埃をき

れいに取り除いておく。古窯中の試料採取部位が自由に選べる場合は、焼成室中央部の中軸線沿い

の部分で採取する。側壁際や窯尻、焚口近くは、焼成中の窯内磁場が歪んでいる可能性があり、正

確な地磁気の方位を示さないおそれがあるからである。
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2)次いで、多めの水で溶いた石麻（牛乳程度）をその部分にかけ、全体がくずれないようにする。

その後、濃いめに溶いた石背（ソフトクリーム程度）を焼土の表面にのせ、数cm角のアルミ板を

押し付けて石店の上面に平面をつくる。先に薄い石秤をかけるのは焼土表面の細かい凹凸の中にも

石1年が しみ込んで補強するのと、後でかける涙い石替とよく馴染んで試料が壊れ難くなるからであ

る。

3)石秤が固まった後に、アルミ板をはがして、石裔平面の最大傾斜線（これを pitchという）の

方位とその傾斜角 (dip)を考古地磁気試料採取用に特に改造された特製クリノメーター (Hiraoka、

1971)で測り、野帳に記録する。石蒔平面には、その面の走向 (strike) と傾斜方向を示す3点と

試料の番号を油性マーカーで記す。

4) 1本刃の手鍬を用いて石秤で固めた試料を追梢から掘り起こす。

5)試料の裏面にも石秤をかけて補強した後、 1個ずつ壊れないように紙で包む。

通常、造構の大きさにかかわらず、 1迫構当りこのような試料を 10~15個採取して、研究室に

持ち帰る。

持ち帰った試料は、試料表面に記されている方位を示す3点をもとに、 一辺34mmの立方体に

切断 ・製形する。製形にはダイヤモンド ・カッターを使用し、切断面にはその都度、石行をかけて

くずれないように保護しておく。

方位の測定にはクリノメーター（特製クリノコンパス）の磁針を用いているので、磁北を基準に

した方位となる。 したがって、磁北が真北からずれている角度（現在の偏角）分だけ偏ったものに

なっている。

辿跡現場の現在の偏角 (D2000) は、 GPS受信機を用いて求めた辿跡現場の緯度 ・経度から、国

土地理院の西｝暦 2000年の実験式 (2006年理科年表、 2005)を用いて計鍔し、

恥 ooo= -7.2°(西偏 7.2°)

を得た。迎跡現場の緯度 (Lat.)・経度 (Long.)とともに、D2000の値も第 13表に載せてある。残留

磁化測定結果の偏角はこの値を用いて真北を基準にしたものに補正されている。

残留磁化の測定には大阪大谷大学に設四されている夏原技研製のリングコア型スヒ ナ゚ー磁力計

(SMM-85型）を使用し、試料1個につき 6回置き直しをして測定した。縦型のこの磁力計では、

回転軸は鉛直方向であるので、1回闘きで回転軸に垂直な平面（水平面）内の直交2成分の磁化を

測定することができる。したがって、 6回置き直すと 12成分が得られ、 3次元ベクトルである磁

化ベクトルの直交3成分 (X・Y・Z)のそれぞれを4回ずつ測ることになる。これら4個の値の

平均値をX・Y・Zのそれぞれの磁化成分とする。

試料が保持している自然残留磁化 (naturalremanent magnetization、略して、 NRM)には、

最終焼成後に付加された不安定な磁化成分も含まれている。それを効果的に除去するためには、段

階交流消磁実験を行うとよい。今回は消磁磁場の段階として、 2.5mT、5.0mT、7.5mT、10.0mT

の4段階を設定した。NRMの測定の後、この4段階で消磁を行なった。段階ごとに、磁化強度の

減少度を参考にしながら磁化方向のまとまり具合をみて、最もまとまりがよくなる段階を選定して、

それを最適消磁段階とし、その時の平均磁化方向を考古地磁気データとして採用する。通常の多く
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の場合は、2.5mT~7.5mTの段階でまとまりが最もよくなり 、それより上の段階ではばらつきが大

きくなる場合が多い。しかし、10.0mTまで消磁しても、まだ、まとまり具合が改善しつつある場

合は、12.5mT、15.0mT、20.0mTの消磁段階を追加し、磁化方位がばらつきはじめるまで消磁を

し、最適消磁段階を求めた。考古地磁気年代推定は、こうして得られた考古地磁気データを用いて

行われる。

久分古窯群2・3・4・5号窯の NRMおよび上記の最適消磁段階の残留磁化測定結果を第 14

~21表に示しておく。これらの表中に＊印を付けた試料は、磁化方向が大きくずれていて、地磁気

の化石とはいえない向きに磁化しているものである。試料中に大きな礫（その中心部は充分に温度

が上がっていない）が含まれていたのか、天井や窯壁片が紛れ込んでいた部分を試料として採取し

たのか、あるいは、磁化獲得後の傾動や発掘時の攪乱などで動いた部分であったかなど、何らかの

理由で磁化が当時の地磁気方位とは大きくかけ離れてしまったものと考えられる。このような試料

は、 2号窯では3個 (CT3331, 3332, 3335)、3号窯でも 3個 (CT3357, 3359, 33621)、4号窯

では 1個 (CT3380)、5号窯では4個 (CT3391, 3399, 3401, 3402)を数えた。

上記のような外れた磁化方向を示す試料を除外して、古窯の NRMおよび各消磁段階で、段階ご

とに平均磁化方向および統計的なばらつきの程度を表わすパラメータ（フィッシャーの信頼角 ：Og 5 

と、フィッシャーの精度係数 ：K) を計箕によって求めた。統計計箕にはフィッシャーの統計法

(Fisher、1953)を用いた。平均磁化方向がその古窯の真の磁化方位と考えられるものであるが、

測定結果はばらつきを持っており、その分だけ不正確さが含まれているので、平均磁化方向からず

れる可能性がある。U95はその可能性の大きさを示すものであり 、真の磁化方位が平均磁化方向の

廻りに 95% の確率で入る範囲を示している。また、 Kは、個々の試料について、求められた平均

磁化方向向きの磁化成分が磁化方向をばらっかせる成分の何倍であるかを表すパラメータである。

したがって、U95は値が小さいほど個々の試料の磁化方向の集中度が商くまとまりが良いことを示

し、 Kの値は大きいほど磁化方向のまとまりがよいことを示す。 通常まとまりのいい古窯の場合

はU95は20台以下で、同一古窯から得られた試料個数が多いほど小さくなり 、精度が高くなる。K

は、試料個数には関わらず、値が大きいほど個々の試料のばらつき程度が小さくなることを意味し、

まとまりの良い古窯では500以上の値をとる。

各消磁段階の統計処理の結果は第 22表にまとめられている。最適消磁段階は 【 】で括って示

されている。2号窯の最適消磁段階は 7.5mT、3号窯のそれは 15.0mT、4号窯では 12.5mT、5 

号窯では 2.5mTとなった。 3号窯と 5号窯の U95 はともに 3.6°であり、通常のものよりばらっ

きが大きく、推定年代値の誤差が大きくなる。

同表の平均磁化強度を見ると、2号窯は 10―3(Am2 /kg)のオーダーの磁化強度を保有してお

り通常の窯跡より少し強い強度を示している。他の古窯も 10・4のオーダーとなっており、全ての古

窯は充分に加熱されたことを示している。
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3. 考古地磁気と年代推定

第 22表の最適消磁段階の考古地磁気データ（【 】で括ったもの）を東海版考古地磁気永年変化

曲線（広岡 ・藤澤、2003)に載せたのが第28図である。考古地磁気年代はこの図から求められる。

固中の●が各窯の平均磁化方向を示しており 、それを囲む円がフィッシャーの信頼円 (ags)で、誤

差の範囲を表す。 •印に最も近い永年変化曲線上の点の年代が考古地磁気推定年代となり、推定年

代幅（年代誤差）は信頼円が毅う永年変化曲線の線分の長さとなる。今回の考古地磁気測定結果は、

きれいには永年変化曲線上に載っていないので、離れた分だけ年代誤差は大きくなると考えられる。

この図に見られるように、 3号窯と 5号窯では信頼円が大きく 、推定年代の誤差が大きくなるこ

とがわかる。また、伏角は、 5号窯→2号窯→4号窯→ 3号窯の順に深くなっているので、永年変

化曲線の伏角の変動傾向から、考古地磁気学的には5号窯が一番古く 2号窯、 4号窯、3号窯の順

に新しくなると考えられる。

推定される考古地磁気年代は、

となろう。
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第 28図 西暦 700~ 2000年の東海版考古地磁気永年変化曲線（広岡 ・藤澤、 2003) と久分古窯

群の考古地磁気測定結果．

Declination : 偏角、 Inclination: 伏角
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古窯名 試料個数 試料番号

久分 2号窯 12 CT3331~3342 

久分 3号窯 12 CT3351~3362 

久分 4号窯 12 CT3371~3382 

久分 5号窯 12 CT3391 ~ 3402 

Lat. : 35° 02'17. 7" N、 Long.: 136° 56'29. 6" E 

D 2 o o o = -7. 2° 

第 13表 久分古窯群から採取した考古地磁気試料個数と試料番号

試 料 番 号 偏角 伏角 磁化強度

(. E) (0) (X 10 " Am'/kg) 

*CT 3331 8. 0 51. 9 6. 56 

＊ 3332 48. 8 4.4. l 8. 80 

3333 -5. 2 8. 58 13. 2 

3334 -6. 4 57. 1 26. 1 

＊ 3335 -3. 7 42. 9 12. 0 

3336 -4. 6 54. 6 19. 9 

3337 -3. 2 60. 5 13. l 

3338 -0. 7 55. 6 30. 8 

3339 -11. 4 56. 0 23. 7 

3340 3. 1 56. 8 25. 5 

3341 -8.4 57. 5 38. 7 

3342 -6. 6 55. 0 22. 4 

＊： フィッシャーの統計計節の際に除外したもの．

第 14表 久分 2号窯のNRMの磁化測定結果

試料番号 偏角 伏角 磁化強度

(. E) (0) (X 10 " Amツkg)

*CT 3331 7. 6 52. 8 6. 33 

＊ 3332 47. 8 44. 2 8. 58 

3333 -6. 5 57. 3 12. 8 

3334 -4. 3 57. 9 25. 6 

＊ 3335 -4. 9 44. 4 12. 1 

3336 -3.8 54. 3 19. 9 

3337 -3. 7 59. 2 12. 5 

3338 -0. 6 56. l 29. 5 

3339 -10. 4 56. 2 22. 8 

3340 0. 8 56. 9 24. 7 

3341 -8. 2 56. 6 37 5 

3342 -6 2 56. 5 21. 9 

＊ ：フィッシャーの統計計節の際に除外したもの ．

第 15表 久分2号窯の 7.5mT(最適消磁段階）の磁化測定結果

-125 -

第 3部久分古窯群



試 料 番 号 偏角 伏角 磁化強度

(o E) (0 ) (X 10―4 Am'/kg) 

CT 3351 -7. 8 59. 1 11. 3 

3352 -3. 0 60. 0 5. 37 

3353 16. 0 59. 3 4. 56 

3354 -4. 2 61. 7 3. 42 

3355 11. 5 62. 3 2. 12 

3356 1.0 59. 7 3. 54 

＊ 3357 5. 3 42. 5 0.897 

3358 11. 2 67 3 1. 7 5 

＊ 3359 -8. 9 30. l 0. 897 

3360 -15. 5 64. 0 0. 960 

3361 3. 2 63. l 1. 66 

＊ 3362 -6. 2 30. 3 0. 424 

＊ ：フィッシャーの統計計邸の際に除外したもの．

第 16表 久分 3号窯のNRMの磁化測定結果

試 料 番 号 偏角 伏角 磁化強度

(' E) (. ) (x10- •11mツkg)

CT 3351 -6. 7 60. 2 10. 1 

3352 -1. 9 61. 3 5. 05 

3353 10. 5 61. 7 3. 63 

3354 -1 6 62. 5 3. 38 

3355 5. 7 63. 2 1. 97 

3356 0. 8 60. 5 3 39 

＊ 3357 -8. 5 46. 3 0. 602 

3358 8. 0 69.8 1 35 

＊ 3359 -10. 0 37. 5 0. 58€ 

3360 -25. 3 64. 8 o 63c 
3361 6. 4 63. 9 1. 15 

＊ 3362 15. 6 53. 7 0. 46E 

＊ ：フィッシャーの統計計節の際に除外したもの ．

第 17表 久分 3号窯の 15.0mT (最適消磁段階）の磁化測定結果
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試料番号 偏角 伏角 磁化強度

(. E) (0) (X 10-• Am'/kg) 

CT 3371 -7. 2 58. 4 1. 20 

3372 -2. 0 58. 6 l. 31 

3373 0. 4 60. 9 1. 20 

3374 -4. 8 57. 7 2. 68 

3375 -0. 4 58. 3 1. 32 

3376 -2. 7 60. 9 l. 34 

3377 -7. 4 58. 0 2. 36 

3378 -10 2 63. 0 1. 18 

3379 11. 7 60. 7 0. 860 

＊ 3380 -4. 5 36. 5 0. 161 

3381 -2. 2 58. 7 1. 49 

3382 -21. 8 58. 0 0. 0598 

＊ ．フィッシャーの統計計節の際に除外したもの ．

第 18表 久分4号窯のNRMの磁化測定結果

試料番号 偏角 伏角 磁化強度

( • E) (0) (X l◊ - 'Amツkg)

CT 3371 -8. 0 58. 5 0. 908 

3372 -5. 2 58. 7 0. 950 

3373 -4. 9 62. 5 0. 937 

3374 -6. 9 57. 7 1. 88 

3375 -2. 8 57. 5 0. 965 

3376 -2. 0 60. 8 l. 04 

3377 -7. 8 58. 9 1. 85 

3378 -9. 2 62. 5 0. 842 

3379 -1. 6 59. 6 0. 637 

＊ 3380 9. 3 42. 2 0. 106 

3381 -1. 9 58. 1 0. 981 

3382 -6. 8 54. 6 0. 0528 

＊ ：フィッシャーの統計計箕の際に除外したもの ．

第 19表 久分4号窯の 12.5mT (最適消磁段階）の磁化測定結果
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試料番号 偏角 伏角 磁化強度

(. E) (0 ) (X 10―" A而/kg)

*CT 3391 3. 0 71. 9 3.80 

3392 5. 9 49. 2 3. 95 

3393 1. 7 55. 0 2.95 

3394 1. 2 51 8 1. 95 

3395 -4. 0 46. 8 2.86 

3396 6. 9 47. 5 2. 69 

3397 2. 5 58. 2 0. 296 

3398 l. 4 56. 0 1. 06 

＊ 3399 -48. 6 66. 5 0.443 

3400 -6. 7 54. 7 0. l90 

＊ 3401 6.8 6. 9 0. 509 

＊ 3402 24. 4 71. 4 0. 14 5 

＊ ．フィッシャーの統計計箕の際に除外したもの ．

第 20表 久分 5号窯のNRMの磁化測定結果

試料番号 偏角 伏角 磁化強度

(° E) (' ) (X 10 ., Am2/kg) 

*CT 3391 -0. 6 72. 8 3 71 

3392 3. 3 5 l. 7 4. 01 

3393 4. 0 55. 9 2. 87 

3394 4. I 50. 8 1. 42 

3395 -3. 8 47. 4 2. 74 

3396 6. 3 48.8 2 61 

3397 0. 0 58. 8 0. 276 

3398 -]. 0 55. 7 0. 995 

＊ 3399 -48. 5 61. 9 0. 377 

3400 -8. 9 58. 6 0. 1 79 

＊ 3401 9. 4 -0. 1 0. 529 

＊ 3402 -0.4 69. 9 0. 129 

＊ ：フィッシャ ーの統計計箕の際に除外したもの ．

第 21表 久分 5号窯の 2.5m T (最適消磁段階）の磁化測定結果
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辿構名 消磁段階 n/ N D I a •s K 平均磁化強度

(" E) (. ) (0) (X 10-4 Am2 /kg) 

2号窯 NRM 9/12 -4. 8 56. 9 l. 9 7 4 2. 4 23. 7 

2. 5mT 9/12 -5. 2 57. 0 1. 7 900. 5 23. 0 

5. OmT 9/12 -5. 1 56. 8 l. 8 810. 7 20. 7 

7. 5mT 9/12 -4. 8 56. 8 l. 5 1182. 6 23. 0 

10. OmT 9/12 -5.4 57. 1 l. 8 860. 9 23. 0 

3号窯 NRM 9/12 l. 3 62. 2 3. 5 219. 3 3.85 

2. 5mT 9/12 -1. 0 61. 8 3. 9 174 0 3. 73 

5. OmT 9/12 -0. 7 62. 5 4. 0 170. 6 7. 28 

7. 5mT 9/12 -1. 2 62. 5 4. 1 158. 7 3. 62 

10. OmT 9/12 -1. 4 62. 8 3.8 179. 9 3. 59 

12 5mT 9/12 -1. 4 63. 3 3. 7 199. 7 3. 31 

15. OmT 9/12 -0. 6 63. 5 3. 6 208. 6 3. 41 

20. OmT 9/12 -1. l 61. 8 4. 2 148. 9 3. 21 

4号窯 NRM 11/12 -5. 7 59. 5 2. 0 501. 0 1. 36 

2. 5mT 11/12 -5. 6 59. 8 2. 2 415. 9 l. 31 

5. OmT 11/12 -6. 4 59. 3 2. 4 372. 0 1. 31 

7. 5mT 11/12 -4. 1 59. 2 l. 8 648. 4 1. 20 

10. OmT 11/12 -4. 6 58. 6 l. 6 846. 2 1. 06 

12. 5mT 11/12 -5. 2 59. 1 l. 5 908. 2 1. 00 

15. OmT 11/12 -4.9 58. 4 1. 9 558. 4 1. 01 

5号窯 NRM 8/12 1. 2 52. 5 3. 5 254. 5 l. 77 

2. 5mT 8/12 0. 7 53. 6 3. 6 235. 8 1. 89 

5. OmT 8/12 -0. 3 53. 5 3. 8 210. 0 l. 81 

7. 5mT 8/12 l. 3 53. 5 3 9 198. 5 1. 70 

10. OmT 8/12 0. 8 54. 8 4. 8 134. 2 1. 61 

n/N : 採択試 料個数／ 採取試料個数、 D : 平均偏角、 I : 平均伏角、

a o s . フィッシャ ー の信頼角、 K . フィッシャ ー の粕度係数．

】 ：考古地磁気データとして採用したもの．

第 22表 久分古窯群の考古地磁気測定結果
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第 2節 久分古窯群出土炭化材の樹種同定

株式会社パレオ ・ラボ

藤根久 ・中村賓太郎

1. はじめに

久分占窯群は、大府市に所在する山茶碗・小皿・片口鉢・壺などを焼成した鎌倉時代の古窯であ

る。

ここでは、この古窯から出土した炭化材について樹種同定を行い、燃料材の特徴について調べた。

2. 試料と方法

炭化材試料は、4号窯出土炭化材 2試料、5号窯出土炭化材 3試料、灰原出土炭化材 6試料

の合計 11試料である。

炭化材試料は、 3断面（横断面 ・接線断面 ・放射断面）を5mm角以下の大きさに整え、直径 1

cmの真鍮製試料台に両面テープで固定し銀ペーストを塗布した後、金蒸着を行った。観察およ

び同定は、走査型‘厖子顕微鏡（日本電子（桐製 JSM-5900LV型）を使用した。

3. 結果および考察

炭化材の樹種同定を行った結果、常緑針菓樹のマツ屈複維管束亜属、常緑広葉樹のコナラ属

クヌギ節（以下クヌギ節）、落娯広菓樹のコナラ属コナラ節（以下コナラ節）、ク リであった（第

23表）。

4号窯では、マツ屈複維竹束亜屈、 コナラ）屈のクヌギ節およびコナラ節が検出された。

5号窯では、マツ屈複維管束亜屈、コナラ）属のクヌギ節およびコナラ節、クリが検出された。

灰原では、マツ属複維管束亜屈、コナラ屈のクヌギ節およびコナラ節が検出された。

以上の状況から、灰原を含めて検出された樹種が燃料材として利用されたことが推定される。

なお、市内における中世の山茶碗窯の燃料材を見ると、同様にマツ屈複維管束亜屈やコナラ屈

のクヌギ節やコナラ節、クリが利用されている（植田， 2005;植田， 2006)。

試料No.辿椛・ 位骰 地区 肪位 取上げNo. 樹種 形状 サイズ(mm)

l 
4号窯

c区(7r,) 股土 9-1 コナラ節、マツ屈複維管束亜屈 ミカン;『1J,破片 r=l3, 117x32x20 

2 燃焼室 10-1 クヌギ節 丸木 d=l9 

3 9-2 クリ、クヌギ節 丸木 d=25,d=22 

4 5号窯 9-3 コナラ節 丸木 d=22 

5 9-4 マツ屈複維管束亜屈 破片 65x35x 11 

6 (61) 7-1 マツ屈複維＾府束亜屈 半栽 r=43 

7 1区(511) 3陪 8-1 マツ屈複維竹束亜屈 破片 80x80 

8 R区(311) 1府 8-2 灰化， 灰原
13区(6H)北東ベル ト 4/Ei 8-3 コナラ節 ミカン省LJ r=20 

10 D区(61) 10-2 マツ屈複維管束亜駈， 丸木 d=30 

II ［区(511) J0-3 クヌギ節 丸木 d=27 

第 23表 久分古窯群から出土した炭化材と樹種同定結果（サイズ欄、 d;直径、 r;半径）
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以下に、同定根拠とした材組織の特徴を記載し、材の 3方向の組織写真を提示した。

(1)マツ属複維管束亜属 Pin us subgen. Diploxylon マツ科 図版 13 la-lc(NQ6) 

仮道管、水平と垂直の樹脂道を取り囲むエピセ リウム細胞、放射柔細胞および放射仮道管から

なる針莱樹である。早材から晩材への移行は急で、晩材の批は多く 、垂直樹脂道は早材から晩材

にかけて見られる。放射柔細胞の分野壁孔は窓状である。放射組織の上下端には有縁壁孔を持つ

放射仮道管があり 、その内壁には鋸状の肥厚がある。放射組織は 1~10細胞高である。

マツ属複維管束亜属には、アカマツとクロマツがあり 、アカマツは二次林の代表樹種である。

自然分布ではアカマツは内陸部に、クロマツは海岸部に多い。木材は、建築材のほか杭材や車両

材などに利用される。

(2)コナラ属コナラ亜属コナラ節 Quercus subgen. Quercus sect. Prinus プナ科 固版13

2a-2c (NQ9) 

年輪の始めに大型の管孔が配列し除々に径を減じ、晩材部では薄壁の角ばった小型の管孔が火

炎状にかつ放射方向に配列する環孔材である。道管の穿孔は単ーである。放射組織は同性単列の

ものと集合放射組織から構成される。

コナラ節は暖帯から温帯に生育する落葉高木でカシワ、ミズナラ、コナラ、ナラガシワがある。

代表的なコナラ節であるコナラは、加工がややしにくく乾燥すると割れや狂いが出やすい。

(3)コナラ属コナラ亜属クヌギ節 Quercus subgen. Quercus sect. A~ 伊1ops プナ科 図版13

3a-3c(NQ3), 

年輪のはじめに大形の管孔が 1~3阿配列し、その後小型 ・厚壁の管孔が単独で放射方向に配

列する環孔材である。放射組織は、同性単列のものと合放射組織から構成される。

クヌギ節は、落葉性高木であり、関東ではクヌギ、瀬戸内海沿岸地方にはアベマキが多い。材

は、重厚で割裂性が良い。現在においても薪炭材として重要な樹木である。

(4)クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc. ブナ科図版 13 4a-4c (NQ3) 

年輪の始めに大型の管孔が配列し、晩材部は非常に小型の管孔が火炎状に配列する環孔材。道

管の壁孔は小型で交互状、穿孔は単穿孔である。放射組織は単列同性、4-15細胞高である。道管

との壁孔は孔口が大きく交互状・柵状である。

クリは、北海道西南部以南の暖帯から温帯下部の山野に普通に生育する落葉高木である。材は

粘りがあり耐朽性に俊れている。

引用文献

植田弥生 (2005)深廻間A古窯跡群出土炭化材の樹種同定．深廻間A古窯跡群，大府市教育委員会，

173-182. 

植田弥生 (2006)深廻間B古窯跡群出土炭化材の樹種同定．深廻間B古窯跡群，大府市教育委員会，

91-96. 

-131 -

第 3部久分古窯群



‘
 

賣
/

ヽヽ

．ヽ

，

＼、

＼、／—へ、/
，ヽ，

~--

へ＼＼、
~~ 囀、一

0 ,,200 ,. 1凡例
I I I I I I I I I I I 

第 29図 出土炭化材の試料位悩と検出樹種

炭化物採取地点

1~11 炭化物通番

-132 -

第 3部久分 古窯群



図版 13 木材組織の走査型電＋顕微鏡写真

la-le. マツ屈複維管束亜屈 (No.6) 2a-2c. コナラ屈コナラ節 (No.9)

3a-3c. コナラ屈クヌギ節 (No.3) 4a-4c. クリ (No.3) 
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第 3節 市内および周辺地域の古窯の燃料材に関する考察

黒沼保子

（株式会社パレオ ・ラボ）

1. はじめに

久分古窯群は、大府市に所在する山茶碗 ・小皿・片口鉢・壺などを焼成した鎌倉時代の古窯である。

市内の古窯の燃料材の樹種については、これまでに多くの樹種同定が行なわれ、古窯燃料材の樹木利

用について検討できる段階になった。

ここでは、市内および知多半島に所在する古窯燃料材に関する樹種利用について今後の課題を含め

て考察した。

2. 市内古窯燃料材の樹種利用

久分古窯群の 4号窯、 5号窯および灰原から出土した炭化材の樹種同定を行なった。その結果、マ

ツ属複維管束亜属、クリ、クヌギ節、コナラ節の 4分類群が検出された。マツ属複維管束亜属、クヌ

ギ節、コナラ節は 4号窯、 5号窯、灰原の全てから、クリは 5号窯からのみ検出された。炭化材の形

状は破片状で、元の木取りがわからないものも数点あったが、直径 2~3cmの丸木、半径 2~4cm程

度の半裁とミカン割りがあり、燃料材の太さが揃えられていた可能性もある。比較的径の細い丸木を

和用していることから、移入品ではなく辿跡周辺の樹木を伐採したと考えられる。また、割合として

はややマツ属複維管束亜屈が多いように思われるが、此比を検討するには分析点数があまり十分とは

言えない。

大府市内の山茶碗窯跡で行なわれた燃料材の分析では、マツ属複維管束亜属、クリ、コナラ節、ク

ヌギ節が主体をなす点が確認されている。大府市内における各古窯跡の燃料材の樹種構成を第 24表

にまとめた。窯跡によって各樹種の量比が若干異なる傾向がみられる。例えば、深廻間A古窯跡群や

ガンジ山 A古窯跡群などでは、クヌギ節 ・コナラ節がマツ属複維管束亜属やクリより多く検出されて

いる（植田，2005;植田，2006ほか）。一方、羽根山古窯跡群、砂原古窯跡、森岡第 1号窯跡群、深

廻間B古窯群では、マツ属複維管束亜属が優勢となる。また、瀬戸 B古窯跡群のようにマツ属複維管

束亜属、クヌギ節、コナラ節のいずれもが多数検出されている古窯跡もある。 しかし、これらの古窯

跡における樹種の量比の違いが何に起因するかは現時点では不明である。久分古窯群の燃料材につい

ては、周辺古窯の基本的な燃料材の樹種構成と一致している点は確認できるが、分析点数が少ないの

で確実ではない。今後分析点数が増えれば、砿比についての検討が可能になるであろう。またクリに

ついては、燃料材としての利用の他、深廻間A古窯跡群では窯の施設構築材としても用いられている

ことから （植田， 2005)、出土状況と併せて検討する必要がある。
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3. 知多半島および猿投 ・瀬戸地域における古窯燃料材の樹種利用

久分古窯群が所在する大府市は、南は知多半島と接しており 、北には猿投・瀬戸地域が存在するが、

この両地域では燃料材に利用される樹種に違いがみられる。猿投 ・瀬戸地域の窯で使用されていた燃

料材は、須恵器窯および灰釉陶器窯ではクヌギ節 ・コナラ節が俊先し、これにクリとマツ属複維管束

亜厩が含まれるが、中世の山茶碗窯になるとクリ、コナラ節・クヌギ節よりもマツ属複維管束亜属が

優先する。例えば、みよし市の黒笹3号窯 ・21号窯および瀬戸市の広久手 18・20・ 30号窯跡などで

は須恵器窯 ・灰釉陶器窯と山茶碗窯の調査が行なわれており 、上記のような燃料材の変遷が顕著にみ

られる（植田， 2000a;植田，2001)。

一方、知多半島に所在する中世の古窯群の燃料材については、早野によって集成および考察が行わ

れている（早野， 2007)。これによると、 12世紀に山茶碗や甕を焼成していた窯跡ではシイノキ属が

飯先する傾向にあるが、 13世紀以降になると二次林化に伴って増加したと考えられるマツ属複維管束

亜属の利用が顕著になる。しかし樹種構成は窯跡によって異なることも多い。例えば、 13世紀半ばの

鎗場 ・御林古窯址跡などでは、マツ属複維管束亜属よりもシイノキ属やアカガシ亜属などの常緑広葉

樹が優先する他、イヌシデ属やコナラ節などの落菓広菓樹も多種類確認されている。また 13世紀後

半の桜鏑古窯群や 13世紀前半の芝山 F古窯跡では、マツ属は検出されず、シイノキ属、ヒサカキ、

クスノキ、サクラ属などの常緑および落菓広菓樹のみで構成されている。マツ属複維管束亜属が優勢

となる傾向は特に沿岸部で多くみられるが、夏敷古窯跡など一部の内陸の古窯でも、マツ属複維管束

亜属のみで構成される窯跡がある。夏敷古窯跡は海運での製品輸送の可能性が示唆されている窯跡で、

燃料材も追跡周辺で伐採するのではなく 、他の地域より搬入された材を利用していた可能性が考えら

れている。

以上から、猿投 ・瀬戸地域では主に二次林化した森林を利用していた傾向がうかがえ、知多半島の

内陸部では自然植生の樹種を燃料材として用い、局所的に二次林化した地域や沿岸部ではマツ属複維

管束亜厩などの樹種が用いられていたと考えられる。

上記2地域と大府市内における燃料材の樹種構成を比較すると、大府市内の古窯跡は二次林要素の

強い樹種を利用している点で猿投 ・瀬戸地域の樹種構成の傾向と類似しているが、山茶碗窯では必ず

しもマツ属が優勢しない点で異なる。しかし、マツ属複維管束亜属が優勢だが、クヌギ節とクリの他

にアカガシ亜属ミズキ属、エゴノキ属など数種類の広葉樹が検出されている森岡第 1号窯跡群のよ

うに、市内の他の窯跡と異なり、知多半島の傾向に類似する古窯もある。

周辺植生と燃料材を比較するには、花粉分析など他の分析と併せて検討する必要がある。久分古窯

群とは時期が若干異なるが、猿投 ・瀬戸地域にある巡間 E窯跡において、 14世紀代の山茶碗を焼成

していた SYOlと古瀬戸を焼成していた SY02の灰原で花粉分析が行われている（パリノ ・サーヴェ

イ株式会社，2003)。その結果、マツ属およびマツ属複維管束亜属が顕著にみられ、クリやコナラ亜

属なども一定砿みられるなど、 二次林要素の強い樹種が多く確認された。したがって、窯跡周辺には

二次林が広がっていたと考えられるが、一方でモミ属やモチノキ属など二次林要素以外の樹種もある

程度検出されており、元来の自然植生が残る森林もある程度窯跡周辺にみられた可能性がある。同窯
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の燃料材の樹種同定でもマツ属複維管束亜属とクリが多く検出されているほか、モミ属、アカガシ亜

屈、サクラ属などが検出されており、花粉分析の結果と一致している（植田， 2003)。

久分古窯群周辺で燃料材として多く用いられているマツ屈複維管束亜属とクヌギ節、コナラ節は、

前述の通り二次林的要素の強い分類群である。これらの二次林を構成する樹木は生長が早いことから、

繰り返し伐採して利用する薪炭材には適していると考えられる。燃料材を窯跡周辺の森林から伐採し

ていたとすると、久分古窯群周辺でも二次林化が進行していたと推測される。しかし、巡廻間 E窯跡

のように本来の自然植生であるシイカシ林も残っていた可能性もあり、窯跡周辺から燃料材を得てい

た場合、燃料材に適したマツ属複維管束亜属やクヌギ節、コナラ節などの樹種を選択的に利用してい

た可能性がある。また久分古窯群においては径の揃った丸木が多いことから、径の太さも選択におい

て考慮されていたかもしれない。

今後、花粉分析など他の分析と併せて検討することにより周辺植生との関わりがより明確になると

息われる。また分析点数が増加すれば、大府市内における燃料材の樹種構成の姑比を検討することも

可能になり、瀬戸・猿投地域や知多半島との比較もより詳細に行なえるようになるであろう。

4. おわりに

ここでは、大府市肉およびその周辺に所在する占窯燃料材に関する樹種利用について考察した。今

後の課題としては、古窯の周辺域の低地堆柏物の花粉分析を行ない樹木植生について調べたうえで、

燃料材に関する樹種選択の実態について検討する必要があると考えられる。
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辿跡名 時期 除出位協 検出樹種 マツ）屈 クリ
灰原 3 

F区
マツ屈複維管束亜屈多 多数 2 

瀬戸B占窯跡群 12世紀後半
2号窯 灰原

数 ・クヌギ節多数 ・コ 多数
焼成室焚n

ナラ節多数3号窯

4号寮

灰原02
マツ屈複維管束亜屈多

多数数＞クヌギ節3・アカ
森岡第l号窯跡群

12世紀中菜
ガシ亜屈3>クリ 2・ミ～後菜

灰原03 ズキ屈2・エゴノキ屈
多数 2 2. その他広船樹2

12世紀後半
SKl 

クヌギ節87>クリ 22・ 複数 4 
深廻rJ¥JA古窯跡群 ~L3世紀初 焼成室 I床面下施設 コナラ節22>マツ屈複

4 ， 
頭

1号窯 I埋ヒ中
維竹凍亜屈複数 8 ， 

燃焼宅
12世紀後半 l号窯 窯内 クヌギ節27>コナラ節

深廻r:IJB古窯跡群 ~13世紀初
2号窯

焚 n 12>マツ屈複維竹束亜
頭 焼成室 屈6>ク リ1 6 l 

床面下 ]号烹

1号窯 I 1 

焼成室
2号烹

マツ屈複維符束亜屈27
2 

3号窯
＞ク ヌギ節6>コナラ

2 1 
12世紀未～ 4号窯

節5>クリ 2>コナラ屈
2 

羽根山古窯跡群 3号窯 1 13世紀中築
燃焼室 4号窯

根材I(※破片数では
2 

5号窯
なく検出された地点

l 
焚 n 1号窯

数）
l 

灰原 12 
SD03・SKOl・ SUOl 3 
灰原 ・灰胴 19 

12憔紀末～
2号窯燃焼室 マツ屈複維管束亜屈34 3 

ガンジ山A古窯跡群
13世紀中築 焚口 ＞クヌギ節32>コナラ 6 

3号窯 窯p、国土上）汁 節8
焼成室 6 

焚口 A区
マツ属複維管束亜屈6

l 
焚口～燃焼 B・Clメ l 砂原古窯跡 13世紀前半
燃焼室 c区 ＞クヌギ節3>コナラ

l 
焼成室 F・II区

節2
3 

4号窯
狡士 l 

久分占窯群 13世紀半ば 燃焼室 マツ屈4>クヌギ節3.
5号窯 コナラ節3>クリ l 1 1 
灰原 3 

第24表 大府市内における燃料材の樹種一究
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第4節総括

今回出土した辿物は調査区全体で、碗 7557点、小碗 ・小Jlll4391点、 鉢 15点、璽ね碗796組 (2853

点）、重ね小碗 ・小皿 1057組 (3174点）、重ね碗皿組28(点）、焼台 152点、片口山茶碗4点、伊勢

型塙4点、壷4点、子持ち器台 1点、仏具小碗 1点、陶錘 1点が出土した。その多くが愛知用水支線

埋設工事により破壊された撹乱部分に屈しており、窯内から出土した迫物は少批であった。

なお、碗、皿、鉢類については底径が 1/2以上残存するものを 1個体とし、他の器種については、

破片から明らかに 1個体と判別できるものをカウントした。

今回確認された窯4基は北束向き斜面の標高約 35.5~38.5mに築窯された布窯である。いずれの窯

も後世の削平により多くの部分が破壊されており、 また、窯体埋土の堆粕状況や灰原の韮複関係、窯

体と灰原の関係などがつかめず、検出された窯体の前後関係がはっきりとは解明できなかった。築窯

の方向が 2号窯S・37°-w、3号窯S-38°・W、4号窯S・61°・W、5号窯S・66°-Wであることから 2・3

号窯で 1グループ、 4・5号窯で 1グループと考えられる。

本窯の出土辿物は碗類、 皿類、鉢類の 3種類が主体である。窯内の追物の出上数は少ないが、小碗

がまとまって出上していること、小皿の中に、底部が円柱状に突出する個体が確認されること、碗の

中には高台が丁寧に付けられ、その変形が少なく、体部が丸みを帯びるものが少なからず確認される

ことなどから、赤羽 ・中野編年の 2型式から3型式、 12世紀中期から後期にかけ操業されたと考えら

れる。 2・3号窯グループと 4・5号窯グループの辿物を比べると、2・3号窯グループの方が若干古い

と息われる。

考古地磁気年代測定によると 5号窯が一番古く、 2号窯、 4砂窯、 3号窯の順に新しくなり、実年

代は 11世紀前半から 12世紀後‘侶との結果が出ており、型式編年や築窯）j向から推定した年代順とは

ズレが生じた。

周辺の追跡をみてみると、砂原古窯（平安末～鎌倉初期）、瀬戸B占窯群（平安末～鎌倉初期）、別

岨古窯群（平安末～鎌倉前期）などがあ り、本古窯群とほぼ同時期に多くの窯が操業していたと考え

られる。
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調査面和
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所収辿跡名 所在地 .'" 0 '"  対
市町村辿跡番号
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醤戸c筈紺諮
お大おぶ府しき市ょうわ共ちょ和う7ち町ょう7め丁 20050601 区画整理事

23223 170 ～ 100m2 
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2号窯より片口碗が出
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口碗など 碗出土は初。
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窯体5基・灰原 碗・皿・鉢
鎌倉時代前期

瀬戸c古窯群は中世山茶碗窯3基を調査した。いずれも後世の削平を受けており、 1号窯は焼
成室の一部、 2・3号窯は焼成室と燃焼室のそれぞれ一部と分焔柱が残存していた。 3号窯は、
排水のためと思われる滞が確認された。また2号窯からは、大府市内では初となる片口碗が出士
した。いずれの窯も、中野編年の4型式から5型式、1190年頃から1250年頃の操業と推定され
る。

要約
久分古窯群は事前に確認されていた中世山茶碗窯5基の内、 工事区域内の4基を調査した。

いずれも後世の削平により、天井部は消失していた。2・3号窯は焼成室の一部、4・5号窯は焼
成室と燃焼室の各一部と分焔柱が残存していた。また3・4・5号窯では、床面の下に碗を敷き詰
めた床面下施設が確認された。いずれの窯も、平安時代末期から鎌倉時代前期にかけて操業
されたと考えられる。
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